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世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
警
戒
レ
ベ

ル
を
フ
ェ
ー
ズ
6
に
引
き
上
げ
世
界
的
大
流
行

（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
を
宣
言
し
、
７
月
12
日
現

在
、
日
本
国
内
で
は
47
都
道
府
県
中
、
46
都
道

府
県
で
２
４
９
３
人
の
感
染
者
が
発
生
し
て
い

る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
夏
に
な
っ
て
も
ま

だ
衰
え
る
こ
と
な
く
、
依
然
と
し
て
感
染
者
が

発
生
し
て
い
る
。

　

平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
４
月
に
改
正
医
療

法
が
施
行
さ
れ
、
国
内
の
病
院
等
医
療
施
設
に

医
療
安
全
確
保
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
３
０
０
床

未
満
の
中
小
医
療
施
設
（
病
院
、
診
療
所
）

も
、
院
内
感
染
制
御
体
制
の
整
備
が
必
須
と
な

っ
た
。 

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
集
団
食
中
毒
や
集
団
感

染
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
福
祉
・
介
護
施

設
で
も
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
体
の

た
り
、
手
袋
が
交
換
さ
れ
な
か
っ
た
り
す
る
と

起
こ
る
。

　

施
術
者
が
手
袋
を
使
用
し
な
い
よ
う
な
場
合

と
く
に
注
意
が
必
要
だ
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
一
般
に
飛
沫
感
染
の
対

象
と
さ
れ
る
が
、
感
染
者
の
皮
膚
や
粘
膜
に
手

指
が
接
触
し
た
り
、
室
内
に
付
着
し
た
ウ
イ
ル

ス
に
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り
感
染
す
る
場
合
が

あ
る
。

　

治
療
院
な
ど
の
場
合
、
施
術
時
に
手
袋
を
し

な
い
こ
と
か
ら
接
触
感
染
の
リ
ス
ク
は
一
般
の

医
療
機
関
よ
り
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

　

※
対
象
…
ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
・
デ
ィ
フ
ィ

シ
ル
腸
炎
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ
１
５
７
、

赤
痢
、
Ａ
型
肝
炎
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

乳
幼
児
に
お
け
る
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
パ

ラ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
腸
管

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
ジ
フ
テ
リ
ア
（
皮
膚
）
、

単
純
ヘ
ル
ペ
ス
（
新
生
児
あ
る
い
は
粘
膜
皮
膚

の
）
、
膿
痂
疹
、
重
症
膿
瘍
、
蜂
巣
炎
／
褥

瘡
、
し
ら
み
寄
生
症
、
疥
癬
、
乳
幼
児
ブ
ド
ウ

球
菌
性
せ
つ
、
ブ
ド
ウ
球
菌
性
熱
傷
皮
膚
症
候

群
、
帯
状
疱
疹
（
播
種
性
ま
た
は
免
疫
不
全
患

者
の
）
、
ウ
イ
ル
ス
性
／
出
血
性
結
膜
炎
、
ウ

イ
ル
ス
出
血
熱
（
エ
ボ
ラ
、
ラ
ッ
サ
、
マ
ー
ル

ブ
ル
グ
）
な
ど 

　

②
飛
沫
感
染 　

　

感
染
源
で
あ
る
人
が
、
せ
き
や
く
し
ゃ
み
、

会
話
な
ど
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
院
内
に
飛
沫

が
生
じ
る
。
飛
沫
は
空
気
中
に
浮
遊
し
続
け
る

こ
と
は
な
い
の
で
、
空
気
感
染
の
場
合
の
よ
う

な
特
別
の
空
調
や
換
気
は
必
要
な
い
。 

免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る
高
齢
者
が
集
ま
る
と

こ
ろ
で
は
、
食
中
毒
や
感
染
症
が
起
き
や
す
く

な
っ
て
い
る
。 

　

感
染
制
御
体
制
の
整
備
は
、
今
の
と
こ
ろ
医

療
施
設
以
外
に
ま
で
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
は
い

な
い
。
が
、
今
ま
で
院
内
で
感
染
症
が
発
生
し

て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
取
り
組
み
を
軽
視
し

て
い
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
食
中
毒

や
感
染
症
が
集
団
発
生
し
、
そ
の
対
応
に
問
題

や
不
備
な
ど
が
あ
れ
ば
行
政
か
ら
厳
し
い
指
導

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
来
院
者
か

ら
は
不
信
感
を
抱
か
れ
、
経
営
リ
ス
ク
を
招
く

こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。 

　

施
設
内
で
発
生
す
る
集
団
感
染
は
、
接
触
感

染
や
飛
沫
感
染
が
主
な
感
染
経
路
と
な
り
、
施

設
の
従
事
者
を
介
し
て
広
が
る
。
手
洗
い
や
消

毒
の
励
行
を
徹
底
し
、
環
境
衛
生
管
理
を
基
本

と
し
た
日
ご
ろ
の
衛
生
意
識
を
重
視
し
て
感
染

予
防
対
策
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
安
全
な
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
は
医
療
従
事
者
と
し
て
の
大

切
な
心
が
け
だ
。
良
質
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

も
つ
な
が
る
。

　

以
下
に
院
内
感
染
対
策
の
基
本
的
な
内
容

を
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
例
と
し
て
具
体

的
な
感
染
対
策
の
留
意
点
を
中
心
に
整
理
し
て

み
る
。

　

感
染
ル
ー
ト 

　

①
接
触
感
染 　

　

施
設
内
で
最
も
頻
度
の
高
い
感
染
ル
ー
ト
。

介
護
と
介
護
の
間
に
手
洗
い
が
な
さ
れ
な
か
っ
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※
対
象
…
侵
襲
型
Ｂ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌

疾
患
、
侵
襲
型
髄
膜
炎
菌
疾
患
、
ジ
フ
テ
リ
ア

（
喉
頭
）
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
、
百
日

咳
、
肺
ペ
ス
ト
、
溶
血
レ
ン
サ
球
菌
性
咽
頭
炎

/
肺
炎
、
猩
紅
熱
、
飛
沫
感
染
で
伝
播
す
る
重

症
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ム
ン
プ
ス
、
パ
ル
ボ
ウ
イ
ル

ス
Ｂ
19
感
染
症
、
風
疹
な
ど
）

　

③
空
気
感
染 　

　

微
生
物
を
含
む
飛
沫
の
水
分
が
蒸
発
し
て
、

５
μ
m
以
下
の
小
粒
子
と
し
て
長
時
間
空
気
中

に
浮
遊
す
る
場
合
に
空
気
感
染
が
起
こ
る
。 

　

※
対
象
：
結
核
・
麻
疹
・
水
痘
な
ど 

　

④
物
質
媒
介
型
感
染 　

　

汚
染
さ
れ
た
食
物
、
水
、
血
液
、
装
置
、
器

具
な
ど
に
よ
っ
て
伝
播
さ
れ
る
感
染
ル
ー
ト
。

外
科
処
置
を
伴
う
医
療
施
設
で
は
、
手
指
だ
け

で
な
く
使
用
す
る
器
具
等
の
滅
菌
、
消
毒
対
策

が
必
要
。 

　

※
対
象
：
食
中
毒
、
Ｂ
型
肝
炎
、
Ｃ
型
肝
炎

な
ど 

　

⑤
昆
虫
媒
介
感
染 　

　

蚊
・
ハ
エ
・
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
害
虫
が
伝
播
す

る
こ
と
に
よ
り
起
こ
る
感
染
症
と
し
て
、
マ
ラ

リ
ア
・
リ
ケ
ッ
チ
ア
症
な
ど
が
あ
る
が
、
日
本

で
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
は
な
ら
な
い
。 

 　

感
染
経
路
別
対
策 

　

①
接
触
感
染
予
防
策 　

　

患
者
を
個
室
ま
た
は
他
の
患
者
と
で
き
る
だ

け
環
境
を
共
有
し
な
い
状
況
に
配
置
す
る
。 

　

手
袋
の
使
用
や
手
指
消
毒
に
加
え
、
患
者
の

部
屋
に
入
る
際
に
は
手
袋
を
着
用
し
、
所
用
終

了
後
直
ち
に
手
袋
を
外
し
て
手
指
消
毒
を
行

う
。
接
触
の
度
合
い
に
応
じ
て
ガ
ウ
ン
の
使
用

を
考
慮
す
る
。
患
者
へ
使
用
す
る
器
具
を
患
者

専
用
に
す
る
。 

　

②
飛
沫
感
染
予
防
策 　

　

患
者
の
配
置
に
関
し
て
は
、
ベ
ッ
ド
間
隔
を

１
メ
ー
ト
ル
以
上
離
す
（
患
者
間
の
距
離
で
は

２
メ
ー
ト
ル
近
く
離
れ
る
よ
う
に
す
る
）
、
あ

る
い
は
患
者
同
士
の
間
を
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
障

壁
で
隔
離
す
る
。
患
者
の
１
メ
ー
ト
ル
以
内
に

近
寄
る
際
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
（
サ
ー
ジ
カ

ル
・
マ
ス
ク
が
望
ま
し
い
）
。 

　

空
気
感
染
予
防
策 　

　

患
者
は
次
の
条
件
を
備
え
た
個
室
に
入
れ

る
。  

　

①
周
囲
の
区
域
に
対
し
て
陰
圧
で
あ
る  

　

②
１
時
間
あ
た
リ
６
～
12
回
の
換
気
を
行
う  

　

③
適
切
な
戸
外
へ
の
排
気
が
あ
る  

　

④
ド
ア
は
閉
鎖
す
る
。
患
者
の
部
屋
に
入
る

際
に
は
Ｎ
95
マ
ス
ク
等
を
着
用
す
る
。  

　

⑤
具
体
的
な
対
応 　

　

発
熱
や
咳
を
伴
う
患
者
に
対
し
て
は
、
他
の

患
者
に
飛
沫
が
飛
ば
な
い
程
度
の
位
置
で
待
つ

こ
と
や
、
咳
を
す
る
際
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
口
元

を
お
さ
え
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
廃
棄
で
き
る
ノ
ー

タ
ッ
チ
式
廃
棄
容
器
に
廃
棄
す
る
と
と
も
に
、

手
洗
い
、
速
乾
性
擦
式
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
製

剤
に
よ
る
手
指
消
毒
を
行
う
な
ど
他
人
へ
の
感

染
を
拡
げ
な
い
よ
う
な
配
慮
の
呼
び
か
け
を
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
通
し
て
外
来
受
付
に
て
行

う
。 

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
疑
わ
れ
る
患
者
に

つ
い
て
は
、
さ
ら
に
サ
ー
ジ
カ
ル
・
マ
ス
ク
の

着
用
を
促
す
。
待
合
室
や
診
療
室
に
つ
い
て

は
、
つ
い
た
て
な
ど
を
利
用
し
て
区
画
を
区
切

る
な
ど
し
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
疑
い
患

者
と
そ
の
他
の
患
者
と
の
接
触
が
最
小
限
と
な

る
よ
う
な
工
夫
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

　

ス
タ
ッ
フ
は
、
必
ず
サ
ー
ジ
カ
ル
・
マ
ス
ク

の
着
用
と
手
洗
い
を
行
う
こ
と
と
し
、
さ
ら
に

検
査
を
行
う
場
合
に
は
、
Ｎ
95
マ
ス
ク
と
手
袋

を
着
用
し
、
飛
沫
の
飛
散
程
度
に
応
じ
て
ガ
ウ

ン
や
ゴ
ー
グ
ル
（
ま
た
は
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル

ド
）
を
使
用
す
る
。 

　

院
内
の
清
掃
に
つ
い
て
は
、
日
常
的
に
患
者

や
医
療
従
事
者
の
体
が
触
れ
る
部
位
（
ベ
ッ
ド

レ
ー
ル
、
ド
ア
ノ
ブ
、
カ
ー
ト
な
ど
）
に
つ
い

て
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
清
拭
消
毒
を

少
な
く
と
も
1
日
1
回
は
行
う
。 

床
な
ど
の

環
境
に
つ
い
て
は
、
挨
を
巻
き
上
げ
な
い
よ
う

な
方
法
（
モ
ッ
プ
清
拭
、
ヘ
パ
フ
イ
ル
タ
ー
付

き
掃
除
機
な
ど
）
で
除
塵
清
掃
を
徹
底
す
る
。

た
だ
し
、
便
な
ど
で
汚
染
さ
れ
た
場
合
は
、
必

要
に
応
じ
局
所
消
毒
を
行
う
。

　

消
毒
の
原
則

　

①
手
指
の
消
毒
（
日
常
的
手
洗
い
を
含
む
）

　

院
内
感
染
の
伝
播
経
路
の
中
で
医
療
従
事
者

と
し
て
最
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
の
が
医

療
従
事
者
の
手
指
か
ら
の
伝
播
で
あ
る
。
手
指

消
毒
の
目
的
は
、
患
者
を
手
指
を
介
し
た
交
差

感
染
か
ら
守
り
、
病
原
微
生
物
か
ら
医
療
従
事

者
を
守
る
こ
と
に
あ
る
。
手
指
消
毒
の
原
則

は
、
処
置
を
行
う
度
に
消
毒
を
行
う
こ
と
で
あ

る
。

　

方
法
と
し
て
、
石
け
ん
と
流
水
に
よ
る
手
洗

い
、
消
毒
剤
と
流
水
に
よ
る
方
法
、
消
毒
剤
と

滅
菌
水
に
よ
る
方
法
、
速
乾
性
す
り
込
み
式
が

あ
る
。
手
指
消
毒
剤
の
使
用
時
に
は
手
指
消
毒

前
に
手
の
爪
は
短
く
切
る
、
時
計
、
指
輪
を
は

ず
す
、
指
先
、
指
間
、
手
首
、
親
指
の
付
け
根

は
特
に
注
意
し
て
消
毒
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
消
毒
剤
を
用
い
て
手
指
消
毒
す
る
場
合

は
、
石
け
ん
と
流
水
で
汚
れ
を
十
分
に
落
と
し

た
後
に
消
毒
剤
を
用
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

（
有
機
物
が
付
着
し
て
い
る
と
消
毒
効
果
は
低

い
）
。
手
指
消
毒
に
用
い
る
消
毒
剤
と
し
て
、

手
術
用
イ
ソ
ジ
ン
液
（
７
・
５
％
手
術
用
ポ
ビ

ド
ン
ヨ
ー
ド
液
）
、
ヒ
ビ
ス
ク
ラ
ブ
（
グ
ル
コ

ン
酸
ク
ロ
ル
ヘ
キ
シ
ジ
ン
）
、
オ
ス
バ
ン
液

（
塩
化
ベ
ン
ザ
ル
コ
ニ
ウ
ム
）
が
あ
る
。

　

②
健
常
皮
膚
の
消
毒

　

０
・
５
％
ヒ
ビ
テ
ン
グ
ル
コ
ネ
ー
ト
（
グ
ル

コ
ン
酸
ク
ロ
ル
ヘ
キ
シ
ジ
ン
）
水
溶
液
を
用
い

る
。
た
だ
し
こ
れ
は
創
傷
部
位
粘
膜
に
は
使
用

禁
止
で
あ
る
。

　

③
小
さ
い
切
開
創
・
擦
過
傷
の
消
毒

　

イ
ソ
ジ
ン
（
ポ
ビ
ド
ン
ヨ
ー
ド
）
、
０
・
05

％
ヒ
ビ
テ
ン
グ
ル
コ
ネ
ー
ト
（
グ
ル
コ
ン
酸
ク

ロ
ル
ヘ
キ
シ
ジ
ン
）
水
溶
液
の
い
ず
れ
か
を
使

用
す
る
。
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第３回

国民健康保険団体連合会

　

接
骨
院
の
先
生
や
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
先
生

な
ど
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
の
患
者
さ
ん
を

毎
日
の
よ
う
に
扱
う
。
そ
の
療
養
費
支
給
申
請

書
は
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
は
東
京
23
区

と
各
市
町
村
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の

地
域
で
は
、
該
当
す
る
都
道
府
県
の
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
（
国
保
連
）
に
送
付
し
て
い

る
。
入
金
も
こ
こ
か
ら
さ
れ
る
所
も
あ
る
。

　

保
険
を
取
り
扱
う
手
技
療
法
の
先
生
に
と
っ

て
、
国
保
連
は
、
各
市
町
村
に
代
わ
っ
て
国
民

健
康
保
険
の
療
養
費
の
支
給
申
請
書
の
審
査
を

し
て
い
る
所
、
と
い
う
漠
然
と
し
た
認
識
し
か

な
い
の
が
実
情
だ
ろ
う
。
一
体
、
こ
の
国
保
連

と
は
ど
ん
な
団
体
で
、
主
な
業
務
は
何
か
な
ど

を
調
べ
て
み
た
。

　

国
民
健
康
保
険

　

ま
ず
国
民
健
康
保
険
と
は
何
か
を
知
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
簡
単
に
お
さ
ら
い
を
し
て
み
よ

う
。

　

国
民
健
康
保
険
と
は
、
国
民
健
康
保
険
法
に

基
づ
き
、
被
保
険
者
の
疾
病
、
負
傷
、
出
産
ま
た

は
死
亡
に
関
し
て
、
医
療
の
給
付
ま
た
は
医
療

費
な
ど
の
支
給
を
す
る
社
会
保
険
で
あ
る
。
主

に
地
方
公
共
団
体
が
運
営
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
公
務
員
な
ど
が
加
入
す
る
被
用
者
保
険
（
職

域
保
険
）
と
と
も
に
、
日
本
に
お
け
る
医
療
保

険
制
度
の
根
幹
を
な
し
て
い
る
。略
称
は
国
保
。

　

こ
の
国
民
健
康
保
険
は
、
市
町
村
国
民
健
康

保
険
と
国
民
健
康
保
険
組
合
に
分
か
れ
る
。

　

市
町
村
国
民
健
康
保
険
に
は
、
自
営
業
者
、

農
業
や
漁
業
な
ど
の
従
事
者
、
職
場
の
健
康
保

険
や
共
済
に
加
入
し
て
い
な
い
人
、
外
国
人
登

録
を
し
て
い
て
１
年
以
上
日
本
に
滞
在
す
る
と

認
め
ら
れ
た
人
な
ど
が
加
入
し
て
い
る
。
運
営

は
主
に
各
市
町
村
（
東
京
23
特
別
区
を
含
む
）

の
地
方
公
共
団
体
が
行
っ
て
い
る
。
市
町
村
国

民
健
康
保
険
の
保
険
者
数
は
、
平
成
19
（
２
０

０
７
）年
12
月
末
現
在
で
１
８
０
４
、　

加
入
者

数
は
４
６
８
８
万
人
。

　

国
民
健
康
保
険
組
合
は
、
医
師
、
歯
科
医
師
、

税
理
士
な
ど
の
同
種
の
業
種
ま
た
は
事
務
所
に

従
事
す
る
者
を
組
合
員
と
し
て
い
る
。
保
険
者

数
は
、
平
成
19
年
現
在
、
１
６
５
で
加
入
者
数

は
３
８
４
万
人
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
、
国
民
健
康
保

険
法
第
5
条
、第
6
条
で
、市
町
村
や
東
京
23
特

別
区
の
区
域
内
に
住
所
を
持
つ
も
の
で
、
次
に

該
当
し
な
い
者
は
そ
の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
、

全
員
が
自
動
的
に
そ
の
市
町
村
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
る
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。

　

①
健
康
保
険
、
共
済
組
合
等
の
職
場
の
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
と
、
そ
の
被
扶
養
者
②
国

民
健
康
保
険
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
と
、
加

入
者
の
世
帯
に
属
す
る
者
③
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
④
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
人―

―

。

　

国
民
健
康
保
険
と
い
う
と
自
営
業
者
を
加
入

者
の
代
表
例
と
す
る
場
合
が
多
い
が
、
実
際
は

少
数
で
、
最
近
は
無
職
者
が
加
入
者
の
過
半
数

を
超
え
て
い
る
。

　　

国
保
連
の
設
立
背
景
と
業
務
内
容

　

国
保
連
は
、国
民
健
康
保
険
法
で
定
め
ら
れ

た
団
体
で
、会
員
で
あ
る
保
険
者（
市
町
村
お
よ

び
国
保
組
合
）と
共
同
し
て
、国
保
事
業
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
を
行
な
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
公
法
人
で
あ

る
。一
般
に
、国
保
連
合
会
も
し
く
は
国
保
連
と

言
わ
れ
る
。な
お
、公
法
人
と
は
特
定
の
行
政
目

的
を
遂
行
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
法
人
で
公

庫
、公
共
組
合
、特
殊
法
人
な
ど
が
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
法
の
第
７
章
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
で
詳
細
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

第
83
条
（
設
立
、人
格
及
び
名
称
）　

保
険
者

は
、
共
同
し
て
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
（
以
下
「
連
合
会
」

と
い
う
）
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
２
．

連
合
会
は
、
法
人
と
す
る
。
３
．
連
合
会
は
、

そ
の
名
称
中
に
「
国
保
連
」
と
い
う
文
字
を
用

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
４
．
連
合
会
で
な
い

者
は
、「
国
保
連
」
と
い
う
名
称
又
は
こ
れ
に
類

す
る
名
称
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

　

第
84
条（
設
立
の
認
可
等
）　

連
合
会
を
設
立

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
連
合
会
の
区
域

を
そ
の
区
域
に
含
む
都
道
府
県
を
統
轄
す
る
都

道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
２
．
連
合
会
は
、
設
立
の
認
可
を
受
け
た

時
に
成
立
す
る
。
３
．
都
道
府
県
の
区
域
を
区

域
と
す
る
連
合
会
に
、
そ
の
区
域
内
の
３
分
の

２
以
上
の
保
険
者
が
加
入
し
た
と
き
は
、
当
該

区
域
内
の
そ
の
他
の
保
険
者
は
、
す
べ
て
当
該

連
合
会
の
会
員
と
な
る
。

　

第
85
条（
規
約
の
記
載
事
項
）　

連
合
会
の
規

約
に
は
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。１
．事
業　

２
．名
称　

３
．事
務
所
の
所
在
地　

４
．連
合
会
の
区
域　

５
．会
員
の
加
入
及
び
脱
退
に
関
す
る
事
項　

６
．経
費
の
分
担
に
関
す
る
事
項　

７
．業
務
の

執
行
及
び
会
計
に
関
す
る
事
項　

８
．役
員
に

関
す
る
事
項　

９
．総
会
又
は
代
議
員
会
に
関

す
る
事
項　

10
．準
備
金
そ
の
他
の
財
産
に
関

す
る
事
項　

11
．公
告
の
方
法　

12
．前
各
号
に

掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

事
項

　

つ
ま
り
、
国
保
連
は
、
保
険
者
が
共
同
し
て

設
立
し
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
た
法
人

で
、
国
民
健
康
保
険
の
持
つ
地
域
医
療
保
険
と

特集②
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いまさら聞けない施術院の常識

し
て
の
特
性
を
生
か
す
た
め
に
都
道
府
県
ご
と

に
47
法
人
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

47
法
人
そ
れ
ぞ
れ
を
区
別
す
る
た
め
に
、
東

京
都
国
保
連
や
福
岡
県
国
保
連
の
よ
う
に
、
都

道
府
県
名
が
国
保
連
の
前
に
付
く
こ
と
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
国
保
連
は
、
設
立
者
で
保
険
者

で
も
あ
る
市
町
村
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
組
合

の
会
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
法
人
で
あ
る
。

　

国
保
連
は
会
員
の
た
め
に
国
民
健
康
保
険
と

介
護
保
険
に
関
す
る
各
種
の
業
務
を
行
っ
て
い

る
。

　

国
民
健
康
保
険
に
関
し
て
は
次
の
業
務
を
行

っ
て
い
る
。

　

①
診
療
報
酬
等
の
審
査
及
び
支
払　

国
民
健

康
保
険
（
一
般
被
保
険
者
・
退
職
被
保
険
者
な

ど
）
と
医
療
福
祉
費
に
係
る
診
療
報
酬
等
の
公

正
・
適
正
な
審
査
と
支
払
い

　

②
保
健
事
業　

国
保
被
保
険
者
の
健
康
づ
く

り
の
推
進
や
必
要
な
知
識
の
啓
発
と
育
成
を
図

る
　

③
保
険
者
事
務
共
同
処
理
に
関
す
る
事
業　

保
険
者
な
ど
に
お
け
る
国
保
、
老
人
保
健
お
よ

び
医
療
福
祉
費
の
事
務
の
省
力
化
、
合
理
化
を

図
る
た
め
に
共
通
す
る
事
務
の
電
算
業
務
な
ど

　

④
高
額
医
療
費
共
同
事
業　

高
額
な
医
療
給

付
の
発
生
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
財
政
へ
の
影

響
を
緩
和
す
る
た
め
再
保
険
事
業
と
し
て
実
施

す
る
共
同
事
業

　

⑤
広
報
宣
伝
事
業　

国
保
情
勢
の
動
向
に
対

応
し
、
適
切
な
事
業
運
営
と
被
保
険
者
の
育
成

な
ど
を
す
る
た
め
に
、
関
係
者
に
対
す
る
広
報

事
業

　

⑥
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究

　

⑦
病
院
の
経
営

　

⑧
老
人
保
健
お
よ
び
公
費
負
担
医
療
に
関
す

る
審
査
及
び
支
払　

老
人
保
健
、
公
費
負
担
医

療
と
医
療
福
祉
費
（
母
子
保
健
法
に
基
づ
く
妊

婦
・
乳
児
健
康
診
査
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
支
援
給
付
費
な
ど
）
に
係
る
診
療
報
酬

等
の
公
正
・
適
正
な
審
査
と
支
払
い

　

⑨
そ
の
他
の
事
業　

国
保
財
政
の
円
滑
な
運

営
を
図
る
た
め
、
資
金
の
貸
付
な
ど

　

介
護
保
険
に
関
し
て
は
次
の
業
務
を
行
っ
て

い
る
。

　

①
介
護
給
付
費
の
審
査
及
び
支
払

　

②
介
護
保
険
に
係
る
保
険
者
事
務
共
同
処
理

事
業

　

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
に
関
す
る
事
務

　

④
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
介
護
保
険
事

業
の
円
滑
な
運
営
に
資
す
る
事
業

　

⑤
そ
の
他
こ
の
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

必
要
な
事
業

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
密
接
な
関
連
を

有
す
る
事
業
を
、
市
町
村
ま
た
は
市
町
村
長
の

委
託
を
受
け
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

都
道
府
県
を
単
位
と
す
る
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
多
く
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
診
療
報
酬
等
の
審
査
と
支
払
い
業
務
な
ど
を

国
保
連
に
委
託
し
て
い
る
。

　　

国
保
連
の
収
入
内
訳
と
中
央
会

　

国
保
連
は
前
述
の
通
り
、
市
町
村
（
東
京
の

特
別
区
を
含
む
）
と
国
民
健
康
保
険
組
合
を
会

員
と
し
た
法
人
な
の
で
会
員
は
当
然
、
会
費
を

支
払
っ
て
い
る
。

　

平
成
20
年
度
の
会
員
負
担
金
・
手
数
料
等
一

覧
表
に
よ
る
と
、
会
員
と
し
て
の
負
担
額
（
会

費
）
は
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
割
と
事
務

費
割
の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
、
被
保
険
者
割
は

被
保
険
者
１
人
当
た
り
39
・
41
円
と
な
っ
て
い

る
。

　

単
純
計
算
を
し
て
み
れ
ば
全
国
の
加
入
者

（
国
民
健
康
保
険
組
合
加
入
者
を
含
む
）５
０
７

２
万
人
×
39
・
41
円
で
約
20
億
円
が
会
員
負
担

金
の
被
保
険
者
割
の
収
入
と
な
る
。
事
務
費
割

は
１
０
０
０
分
の
12
・
01
と
な
っ
て
い
る
が
算

出
方
法
が
不
明
の
た
め
割
愛
す
る
。

　

審
査
手
数
料
は
1

件
当
た
り
診
療
報
酬
、
療
養
費
、
特
別
療
養
費

と
も
19
・
44
円
、支
払
い
手
数
料
も
同
額
だ
。
そ

の
ほ
か
に
共
同
電
算
処
理
手
数
料
で
４
項
目
、

画
像
レ
セ
プ
ト
作
成
手
数
料
で
２
項
目
、
共
同

電
算
個
別
処
理
手
数
料
で
22
項
目
、
老
人
保
健

診
療
報
酬
等
審
査
手
数
料
で
２
項
目
な
ど
、
11

種
類
の
手
数
料
で
67
項
目
が
あ
る
。
介
護
保
険

関
係
事
業
手
数
料
等
は
４
種
類
。

　

ま
た
、障
害
者
自
立
支
援
事
業
関
係
手
数
料
、

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
険
指
導
等
事
業
負
担

金
、
手
数
料
な
ど
と
、
委
託
を
受
け
て
い
る
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
関
係
手
数
料
が
収
入
の
元

に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
、
本
来
の
業
務
で
は
な
く
委
託
さ
れ
て
い

る
か
ら
か
も
知
れ
な
い
が
会
員
負
担
額
の
設
定

は
な
く
、
審
査
料
は
診
療
報
酬
で
一
件
当
た
り
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いまさら聞けない施術院の常識

85
・
20
円
、
療
養
費
と
特
別
療
養
費
は
42
・
60

円
と
割
高
に
な
っ
て
い
る
。

※
記
載
し
た
会
員
負
担
金
や
審
査
料
の
も

と
に
な
っ
て
い
る
会
員
負
担
金
・
手
数
料

等
一
覧
表
は
、
東
京
の
会
員
向
け
な
の
で

他
の
道
府
県
の
料
金
設
定
と
違
う
場
合
が

あ
る

　

国
保
連
は
自
ら
も
社
団
法
人
国
民
健
康
保
険

中
央
会
（
国
保
中
央
会
）
の
会
員
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
国
保
中
央
会
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
、
介
護
保
険
事
業

及
び
障
害
者
自
立
支
援
事
業
の
普
及
、
健
全
な

運
営
及
び
発
展
を
図
り
、
社
会
保
障
及
び
国
民

保
健
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　

孫
会
員
の
保
険
者
の
共
同
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
、
診
療
報
酬
の
審
査
支
払
業
務
・
保
健

事
業
・
国
保
事
業
の
調
査
研
究
・
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
平
成
12
年
度
か
ら
介
護
報

酬
の
審
査
支
払
業
務
及
び
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
相
談
・
指
導
・
助
言
（
苦
情
処
理
）
業
務
も

開
始
し
て
い
る
。

　

柔
道
整
復
師
の
受
領
委
任
規
程
の
中
に
「
本

協
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
、都
道
府
県
知
事
は
、

国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
委
任
を
受
け
た
国
民
健
康

保
険
中
央
会
理
事
長
か
ら
、
受
領
委
任
の
契
約

に
係
る
委
任
…
…
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
中
央

会
は
47
の
国
保
連
の
窓
口
と
し
て
の
機
能
も
あ

る
と
推
察
さ
れ
る
。

　

国
保
中
央
会
が
発
行
す
る
『
国
保
新
聞
』
５

月
20
日
付
で
、「
柔
道
整
復
師
療
養
費
の
適
正

な
請
求
へ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
6
回
目
の
柔

整
検
討
会
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
興
味
深
い
内
容
な
の
で
原
文
の
ま
ま
紹
介

す
る
。

　
「
国
保
中
央
会
の「
柔
道
整
復
師
の
施
術
に
係

る
療
養
費
の
審
査
支
払
業
務
の
あ
り
方
に
関

す
る
検
討
会
」
は
4
月
28
日
の
第
6
回
目
の
会

合
で
、
疑
義
請
求
へ
の
対
応
を
協
議
し
た
。

　

同
日
の
会
合
で
は
、
委
員
長
が
『
一
般
医
科

と
同
じ
よ
う
に
柔
道
整
復
師
の
ほ
と
ん
ど
の
請

求
に
問
題
は
な
い
が
、
新
聞
で
採
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
な
疑
義
請
求
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
し
っ

か
り
と
し
た
対
応
が
出
来
る
仕
組
み
を
国
保
連

合
会
、
審
査
委
員
会
、
保
険
者
で
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
の
基
本
的
な
認
識
を

示
し
、
検
討
に
入
っ
た
。

　

委
員
か
ら
は
『
疑
義
請
求
は
医
療
費
通
知
が

有
効
だ
』『
審
査
委
員
会
で
は
返
戻
照
会
で
の

対
応
し
か
で
き
な
い
』『
審
査
委
員
会
の
単
月

審
査
に
は
限
界
が
あ
る
』
な
ど
の
意
見
が
示
さ

れ
た
。
さ
ら
に
『
保
険
者
が
療
養
費
の
支
給
決

定
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
変
え
な
い
限
り
、
審

査
委
員
会
の
審
査
が
形
式
化
し
て
い
く
可
能
性

が
あ
る
』と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。
次
回
は
、

全
国
決
済
制
度
の
導
入
・
申
請
書
の
磁
気
化
な

ど
検
討
す
る
。

　

同
検
討
会
は
、
保
険
者
、
柔
道
整
復
師
と
も

に
有
益
な
柔
道
整
復
療
養
費
の
適
正
な
請
求
の

方
策
を
検
討
す
る
た
め
、
昨
年
5
月
に
設
置
。

こ
れ
ま
で
支
給
申
請
書
の
統
一
化
、
審
査
委
員

会
の
設
置
の
あ
り
方
、
事
務
点
検
・
事
務
共
助

の
あ
り
な
ど
検
討
を
深
め
て
い
る
。
秋
頃
に
報

告
書
を
と
り
ま
と
め
る
」

×　
　

×　
　

×

　

運
営
は
、議
決
機
関
で
あ
る
総
会
と
、執
行
機

関
で
あ
る
理
事
会
を
有
し
、
総
会
は
各
国
保
連

の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
理
事
会
は
国
保

連
の
代
表
者
ま
た
は
学
識
経
験
者
の
中
か
ら
、

総
会
で
選
任
さ
れ
た
理
事
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　

国
保
連
に
つ
い
て
、
東
京
の
あ
る
区
の
職
員

は
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
施
行
さ
れ
る
際
、

「
こ
の
制
度
は
、自
治
体
に
と
っ
て
財
政
負
担
も

重
く
自
治
体
が
疲
弊
す
る
。
逆
に
委
託
を
受
け

国
保
連
が
肥
大
化
し
て
行
く
。
本
末
転
倒
で
は

な
い
か
」
と
語
っ
た
内
容
は
、
国
保
連
の
一
面

を
と
ら
え
て
い
る
。

　

と
は
言
っ
て
も
、
膨
大
な
量
の
レ
セ
プ
ト
を

毎
月
処
理
し
て
い
る
国
保
連
だ
け
を
責
め
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
中
で
も
レ
セ
プ
ト

枚
数
が
多
い
東
京
都
の
国
保
連
で
は
、
レ
セ
プ

ト
１
枚
当
た
り
の
審
査
時
間
は
４
秒
と
聞
く
。

　

グ
レ
ー
な
部
分
が
多
い
社
会
保
険
制
度
の
中

で
、
個
別
の
内
容
や
審
査
内
容
な
ど
の
論
議
も

重
要
だ
が
、
保
険
を
取
り
巻
く
団
体
、
自
治
体
、

法
人
の
あ
り
方
や
適
正
な
配
置
と
役
割
、
さ
ら

に
そ
れ
ら
の
統
一
し
た
見
解
な
ど
に
つ
い
て

も
、
厚
生
労
働
省
を
巻
き
込
ん
で
論
議
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
る
時
期
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
る
。

　

グ
レ
ー
な
中
で
一
番
困
る
の
は
治
療
す
る
側

と
患
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
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整骨院の経営改革

　

さ
る
５
月
、
全
国
の
各
新
聞

に
整
骨
院
の
不
正
請
求
の
記
事
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
事
件
は
、整
骨
院
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
だ

け
で
な
く
業
界
の
存
続
が
問
わ
れ
る
可
能
性
も
出
て
き
ま

す
。

　

で
は
、な
ぜ
整
骨
院
業
界
の
不
正
請
求
事
件
が
あ
と
を
絶

た
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。「
モ
ラ
ル
が
低
い
か
ら
だ
！
」
と

片
付
け
る
の
は
簡
単
で
す
。
も
ち
ろ
ん
中
に
は
、あ
り
あ
ま

る
財
産
を
持
ち
な
が
ら
も
、さ
ら
な
る
欲
望
で
不
正
請
求
す

る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
、罪
の
意
識
を
感
じ
な

が
ら
も
、
や
む
な
く
不
正
請
求
に
走
る
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。

　

小
さ
な
も
の
も
含
め
て
、
不
正
請
求
に
手
を
染
め
て
し

ま
う
理
由
と
し
て
、「
ま
と
も
に
経
営
す
る
と
利
益
が
出
な

い
か
ら
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
に
最
近
の
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、売
上
が
以
前
よ
り
10

～
20
％
減
少
と
い
う
話
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
れ
は
「
売
上
が
20
％
減
少
な
ら
、
収
入
も
20
％
減
少
」

と
い
っ
た
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

で
は
、
実
際
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
通
常
、
安
定
時

期
の
経
営
で
利
益
が
売
上
対
比
で
20
％
の
場
合
、経
費
が
同

じ
な
ら
「
売
上
が
10
％
減
少
す
れ
ば
、
利
益
は
50
％
減
少
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に「
売
上
の
20
％
減
少
で

覚
し
な
け
れ
ば
、悔
い
の
な
い
人
生
だ
っ
た
と
思
え
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

否
、何
と
か
そ
こ
か
ら
脱
却
し
た
い
と
考
え
る
の
が
当
然

な
の
で
す
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？　

方
法
と

し
て
「
売
上
を
上
げ
れ
ば
い
い
」
と
い
う
の
は
簡
単
で
す
。

し
か
し
、
経
営
環
境
が
厳
し
く
な
る
中
、
売
上
ア
ッ
プ
は
そ

う
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
外
の
方
法
は
、た
だ
ひ

と
つ
。「
支
出
を
お
さ
え
る
こ
と
」
す
な
わ
ち
「
経
費
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
」こ
と
で
す
。
そ
れ
以
外
に
方
法
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

で
は
そ
の
方
法
と
は
何
で
し
ょ
う
か
、「
治
療
」
で
し
ょ

う
か
？

　

確
か
に
「
治
療
」
は
患
者
さ
ん
の
満
足
度
ア
ッ
プ
や
、
売

上
増
大
に
は
効
果
的
で
す
。
し
か
し
、
治
療
法
の
変
更
に
よ

る
対
策
は
、「
患
者
数
の
ア
ッ
プ
」
あ
る
い
は
「
単
価
の
ア
ッ

プ
」
で
あ
り
、
支
出
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
、何
に
手
を
つ
け
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
ず
は
固
定
費
の
見
直
し
で
す
。

　
「
無
駄
な
経
費
は
な
い
か
」「
減
ら
せ
る
経
費
は
な
い
か
」

「
な
く
せ
る
経
費
は
な
い
か
」
と
改
め
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
見

て
く
だ
さ
い
。

　

今
の
時
代
、売
上
減
少
に
伴
う
家
賃
の
減
額
交
渉
は
意
外

と
有
効
で
す
。
家
賃
の
20
％
で
交
渉
し
、結
果
10
％
減
額
と

い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。使
わ
な
く
な
っ
た
機
器
を
売
却
す

る
こ
と
も
臨
時
収
入
の
確
保
と
有
効
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
ぜ
ひ
、
見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
「
作
業

（
業
務
）
の
見
直
し
」
で
す
。

　
「
無
駄
な
作
業
は
な
い
か
」「
減
ら
せ
る
作
業
は
な
い
か
」

「
な
く
せ
る
作
業
は
な
い
か
」。

　

現
場
を
見
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
る
と
、改
め
て
多
く

の
ム
ダ
を
発
見
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、来
患
数
や
売
上
が
減

少
に
よ
り
「
も
っ
と
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
よ
う
！
」
と
い
う

こ
と
で
、作
業
項
目
と
人
数
ば
か
り
が
増
え
て
し
ま
う
こ
と

で
す
。

　

こ
れ
は
、
逆
に
収
益
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、「
本
当
に
成
果
の
出
る
こ
と
」「
患
者
さ
ん
を
満
足

さ
せ
る
こ
と
」の
絞
り
込
み
が
必
要
で
す
。
そ
こ
に
手
を
つ

け
れ
ば
、今
ま
で
２
人
掛
か
り
で
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
１

人
で
で
き
た
り
、成
果
の
出
る
こ
と
に
集
中
す
る
こ
と
で
減

少
し
て
い
た
来
患
数
が
再
び
増
加
し
た
り
す
る
こ
と
も
十

分
可
能
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、ま
ず
治
療
に
掛
か
っ
て
い
る
時
間
を
週

に
３
時
間
で
も
い
い
か
ら
減
ら
し
て
、
経
営
改
革
を
計
画
・

実
行
す
る
時
間
に
当
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
際
の
注
意
点
で
す
が
、経
営
者
の
方
は
ご
自
分
の
才

覚
と
ア
イ
デ
ア
で
経
営
改
革
を
断
行
し
が
ち
で
す
。私
も
そ

れ
で
随
分
と
失
敗
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、「
経
営
の
定
石
」
と
し
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

勉
強
し
、具
体
的
に
数
値
化
で
き
る
改
善
計
画
を
実
行
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
結
果
は
出
ま
す
。

　

今
は
苦
し
い
で
し
ょ
う
が
、将
来
的
に
は
き
っ
と
良
い
方

向
に
向
か
う
と
信
じ
て
、勇
気
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

第２回

中園徹（なかぞの・とおる）
1962 年福岡
県 出 身。柔
道整復師。
平 成 6 年 大
阪でタオ整
骨院開業。現在６院を展開。
平成 11 年よりＪ . Ｆ . Ｃ学長・林
俊範氏に師事。「利益のピラミッ
ド経営法」を学ぶ。現在ピープル
ビジネススクール主宰
URL　http://www.tao-keiei.com/

株式会社タオ  中園  徹

は
、
利
益
は
ゼ
ロ
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

聞
け
ば
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、気
付
い
て
い
な
い
方

も
多
い
よ
う
で
す
。
利
益
が
出
な
け
れ
ば
、生
活
も
で
き
ま

せ
ん
。
た
と
え
生
活
が
で
き
た
と
し
て
も
、今
ま
で
の
生
活

レ
ベ
ル
を
落
と
す
こ
と
は
か
な
り
な
困
難
を
伴
い
ま
す
。

　

不
正
請
求
が
犯
罪
行
為
だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
つ
い
、

手
を
出
し
て
し
ま
う
人
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
一
度
手
を
出
せ
ば
、そ
の
誘
惑
を
断
ち
切
る
の
は
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。晩
年
に
廃
業
す
る
ま
で
発

不正請求からの脱却
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保
険
者
か
ら
の
通
知

　

今
ま
さ
に
柔
道
整
復
療
養
費
の
請
求
は
暗
闇

の
中
で
綱
渡
り
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

あ
る
先
生
の
言
葉
を
借
り
る
と
「
請
求
は
、
出

し
て
み
な
い
と
通
る
か
通
ら
な
い
か
分
か
ら
な

い
。
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
み
な
け
れ
ば
ス
ト
ラ
イ
ク

か
ボ
ー
ル
か
、
分
か
ら
な
い
安
物
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー

み
た
い
な
も
ん
だ
」
だ
そ
う
で
す
。

　

保
険
者
に
明
確
な
基
準
を
事
前
に
通
知
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
申
し
上
げ
て
も
通
知
さ
れ
る

内
容
は
〝
柔
道
整
復
師
の
施
術
に
係
る
算
定
基
準

に
基
づ
き
適
正
な
る
施
術
と
支
給
申
請
書
を
徹

底
し
て
い
た
だ
き
た
い
〟
と
い
う
通
知
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

　

４
月
に
奈
良
県
で
発
生
し
た
不
正
請
求
お
よ

び
受
領
委
任
の
取
り
扱
い
停
止
に
関
し
て
、
全
国

健
康
保
険
協
会
奈
良
支
部
は
「
適
正
な
る
施
術
と

支
給
申
請
書
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
他
県

に
比
較
し
、
多
部
位
請
求
お
よ
び
部
位
を
変
え
な

が
ら
の
長
期
施
術
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の

こ
と
を
踏
ま
え
今
後
患
者
調
査
を
実
施
す
る
」
と

の
通
知
を
発
し
て
い
ま
す
。

　

共
済
組
合
で
も
「
適
正
な
保
険
証
使
用
受
診
の

指
導
」
と
い
う
通
知
で
「
単
な
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
で

の
治
療
に
対
し
て
保
険
証
が
使
用
さ
れ
る
な

ど
の
不
正
行
為
が
増
え
て
い

ま
す
」。さ
ら
に
慢
性
的
な
長

期
受
診
の
疑
い
も
見
受
け
ら

れ
る
と
し
「
今
後
、
柔
道
整
復

師
か
ら
患
者
に
対
し
て
適
正
な

不
可
解
な
支
給
基
準 

そ
の
２

請
求
代
行
会
社
療
養
費
請
求
担
当

：
療
養
太
郎（
仮
名
）

保
険
証
使
用
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、

組
合
で
も
受
診
者
へ
の
周
知
徹
底
に
努
め
ま
す
」
と

い
う
内
容
の
通
知
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

支
給
基
準
の
疑
問
点

　

近
年
の
通
知
内
容
あ
る
い
は
保
険
者
返
戻
内
容
か

ら
み
て
、
保
険
者
が
審
査
を
行
い
支
給
の
可
否
を
判

断
し
て
い
る
の
は
療
養
費
の
支
給
基
準
と
い
う
本
だ

け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
基
準
も

あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す
。

　

柔
道
整
復
師
が
利
用
し
て
い
る
レ
セ
コ
ン
（
レ
セ

プ
ト
発
行
用
ソ
フ
ト
）
に
療
養
費
の
支
給
基
準
の
内

容
が
反
映
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
冷
罨
法
料
お
よ
び
温

罨
法
料
の
算
定
は
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
、
３
部

位
の
逓
減
が
掛
か
っ
て
い
る
か
、
長
期
の
理
由
の
有

無
と
い
う
審
査
は
も
ち
ろ
ん
、
多
部
位
、
負
傷
原
因

の
整
合
性
、
長
期
の
施
術
の
割
合
な
ど
が
審
査
の
重

要
項
目
で
す
。
柔
道
整
復
師
が
使
用
し
て
い
る
レ
セ

コ
ン
は
多
種
あ
り
ま
す
が
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
多
い

ほ
ど
適
正
な
療
養
費
支
給
申
請
書
に
近
づ
い
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
療
養
費
の
支
給
基
準
の
内
容
を
レ
セ
コ

ン
に
「
反
映
で
き
な
い
も
の
」「
反
映
し
て
い
な
い
も

の
」「
反
映
し
た
く
て
も
で
き
な
い
も
の
」
が
あ
り
、

こ
れ
ら
は
柔
道
整
復
師
の
判
断
に
よ
り
療
養
費
支
給

申
請
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

明
確
な
基
準
に
改
善
を

　

ま
ず
は
、
療
養
費
の
支
給
基
準
の
中
に
あ
る
、
時

代
錯
誤
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
事
例
か
ら
紹
介
し

ま
す
。

　

時
間
外
、
休
日
加
算
お
よ
び
深
夜
加
算
が
そ
れ
で

す
。
療
養
費
の
支
給
基
準
を
読
み
ま
す
と
非
常
に
回

り
く
ど
く
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
簡
単
に
分

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
時
間
外
、
休
日
お
よ
び

深
夜
加
算
は
初
検
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
時
間
外
は

お
お
む
ね
午
前
８
時
前
と
午
後
６
時
以
降
（
土
曜

日
の
場
合
は
午
前
８
時
前
と
正
午
以
降
）
と
な
っ

て
お
り
、
治
療
院
の
施
術
が
で
き
る
体
制
が
整
っ

て
い
る
場
合
は
算
定
が
不
可
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

問
題
は
お
昼
休
み
で
す
。
以
前
は
よ
く
「
お
昼

休
み
は
時
間
外
な
の
か
」
と
の
ご
質
問
が
あ
っ
た

よ
う
に
、
心
情
的
に
時
間
外
だ
と
思
っ
て
い
る
先

生
も
数
多
く
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
お
昼
休

み
は
、
施
術
の
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
時

間
外
に
は
算
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

平
日
を
休
診
日
と
さ
れ
て
い
る
施
術
所
で
、
休

診
日
に
初
検
の
患
者
様
を
施
術
し
た
場
合
に
つ

い
て
は
時
間
外
と
し
ま
す
。
こ
れ
は
支
給
基
準
に

は
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
請
求
を
す
る
前

の
段
階
で
保
険
者
に
確
認
を
し
、
請
求
お
よ
び
支

給
さ
れ
た
実
例
を
基
に
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

休
日
加
算
に
つ
い
て
は
、
日
曜
日
、
祝
日
、
12

月
29
日
～
１
月
３
日
を
休
日
加
算
対
象
日
と
し
、

こ
の
日
に
施
術
日
と
し
て
い
る
施
術
所
は
、
時
間

外
施
術
が
休
日
加
算
と
な
り
ま
す
。

深
夜
加
算
は
お
よ
そ
午
後
10
時
以
降
の
施
術
に

対
し
て
算
定
で
き
る
も
の
で
、
時
間
外
と
の
重
複

算
定
は
で
き
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
時
間

外
、
休
日
お
よ
び
深
夜
加
算
の
基
準
は
何
十
年
も

変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
施
術
所
の
実
態

を
把
握
し
て
い
る
の
か
疑
問
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
接
部
位
は
保
険
者
判
断

　

療
養
費
の
支
給
基
準
の
疑
問
点
は
他
に
も
数

多
く
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
「
療
養
費
の
支
給

第
３
回

療
養
費
の
請
求
と
支
給　
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基
準
」
の
本
を
批
判
す
る
の
は
本
意

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
微
細
な
矛

盾
点
は
お
い
た
上
で
、
実
際
の
請
求

時
に
問
題
と
さ
れ
る
近
接
部
位
に
関

し
て
説
明
し
ま
す
。

　

近
接
部
位
と
は
簡
単
に
言
え
ば
、
隣
接
す
る
負

傷
箇
所
を
１
部
位
と
し
て
請
求
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
で
は
、
ど
こ
が
隣
接
し
て
い
て
、
１
部

位
と
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
を
記
載
し
て
い
る
の
が
「
療
養
費
の
支
給

基
準
」
で
す
。
支
給
基
準
で
は
算
定
可
能
な
部
位

の
負
傷
例
が
29
通
り
、
算
定
で
き
な
い
近
接
部
位

の
負
傷
例
が
27
通
り
あ
り
、
合
計
56
通
り
の
記
載

が
あ
り
ま
す
。
記
載
が
な
い
負
傷
箇
所
の
場
合
は

ど
う
な
る
か
と
い
う
と
、
可
能
な
の
か
不
可
能
か

は
、
保
険
者
の
判
断
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
者
返
戻
で
多
い
の
は
、
資
格
喪
失
、
記
号

番
号
誤
り
、
負
担
割
合
の
誤
り
、
患
者
回
答
相
違

な
ど
で
す
が
、
算
定
で
き
な
い
近
接
部
位
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。
財
政
状
況
が
影
響
し
て
い
る
の
か

ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
以
前
ま
で
は
、
近

接
部
位
で
は
な
か
っ
た
部
位
で
も
、
最
近
は
近
接

部
位
と
す
る
と
い
う
保
険
者
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
近
接
部
位
で
の
返
戻
も
保
険
者
に
明

確
な
説
明
を
す
る
と
支
給
さ
れ
る
場
合
が
し
ば

し
ば
あ
り
ま
す
。

　

近
接
部
位
の
算
定
方
法
と
し
て
「
療
養
費
の
支

給
基
準
」
の
最
初
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
同
時

に
生
じ
た
３
部
位
の
近
接
部
位
の
算
定
方
法
で

す
。

　

例
え
ば
、
頚
部
、
腰
部
ま
た
は
肩
関
節
の
捻
挫

と
同
時
に
生
じ
た
、背

部
打
撲
（
肩
部
打
撲
）

ま
た
は
挫
傷
は
、
捻

挫
の
負
傷
に
対
し
て

の
み
の
算
定
と
な
っ
て
お
り
、
同
時
負
傷
で

は
な
い
場
合
に
お
い
て
も
近
接
部
位
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
補
足
説
明
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
補
足
説
明
や
詳
細
な
定
義
が
な
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
以
前
、
社
会
保
険
事
務
局
の
療
養

費
担
当
者
と
近
接
部
位
の
や
り
取
り
を
約
１
カ
月
間

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

担
当
者
に
根
気
強
く
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
支

給
基
準
に
記
載
の
あ
る
近
接
部
位
に
関
し
て
の
56
通

り
以
上
の
近
接
部
位
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
当
時
は
、
近
接
部
位
と
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
部
位
も
、
現
在
で
は
近
接
部
位
と
す
る
保
険

者
も
あ
り
、
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

近
接
部
位
と
す
る
明
確
な
理
由
も
な
く
事
前
通
知

さ
え
さ
れ
ず
、
保
険
者
返
戻
と
な
っ
て
初
め
て
近
接

部
位
だ
と
知
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
臀
部
打
撲
と
大

腿
部
打
撲
・
挫
傷
、
背
部
打
撲
・
挫
傷
と
一
側
の
肩

関
節
捻
挫
な
ど
が
そ
う
で
す
。

　

臀
部
打
撲
と
大
腿
部
打
撲
は
近
接
部
位
と
し
て
捉

え
が
ち
で
す
が
、
以
前
も
現
在
も
算
定
可
能
な
近
接

部
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
（
一
部
保
険
者
を
除
き
ま

す
）。

　

背
部
打
撲
・
挫
傷
と
一
側
の
肩
関
節
捻
挫
に
関
し

て
は
、
以
前
は
算
定
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が

現
在
は
不
可
能
な
近
接
部
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
上

部
も
下
部
も
含
め
て
背
部
と
解
釈
す
る
と
、
支
給
基

準
で
は
背
部
打
撲
ま
た
は
挫
傷
に
対
し
て
、
一
側
の

肩
関
節
捻
挫
は
算
定
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
現
状
で
は
不
可
能
な
近
接
部
位
と
す
る
保
険
者

が
大
半
で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
肩
関
節
捻
挫

に
対
し
て
算
定
で
き
る
負
傷
部
位
に
背
部
打
撲
ま
た

は
挫
傷
（
下
部
）
と
あ
り
、
背
部
上
部
は
算
定
可
能

と
い
う
記
載
が
な
い
か
ら
だ
、
と
の
見
解
で
す
。

　

背
部
打
撲
・
挫
傷
と
一
側
の
肩
関
節
捻
挫
は
算
定

可
能
で
す
か
ら
請
求
を
し
た
と
こ
ろ
、
背
部
に
関
し

て
上
部
か
下
部
か
と
い
う
理
由
で
、
こ
れ
も
ま
た
返

戻
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
背
部
（
上
部
）
の
打
撲
・
挫
傷

と
肩
関
節
捻
挫
は
算
定
不
可
能
な
近
接
部
位
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

同
様
な
部
位
は
他
に
も
あ
り
ま
す
。
頚
部
捻
挫
に
対

し
て
の
肩
部
打
撲
で
す
が
、
内
側
は
算
定
不
可
能
な

近
接
部
位
と
の
記
載
が
支
給
基
準
に
あ
り
ま
す
が
、

外
側
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
側
に
対
し
て
請
求
が
可
能

で
す
。

　

近
接
部
位
一
つ
と
っ
て
見
て
も
、
請
求
の
経
験
を

積
ん
で
現
在
の
療
養
費
請
求
に
対
応
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
基
準
そ
の
も
の
も
時
代

や
保
険
者
の
状
況
に
よ
り
変
り
、
柔
道
整
復
師
に
と

っ
て
請
求
時
の
苦
悩
は
絶
え
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。

　

受
領
委
任
払
い

　

説
明
し
て
き
た
と
お
り
支
給
の
可
否
は
全
て
保
険

者
判
断
と
な
り
ま
す
。
昭
和
11
年
か
ら
始
ま
っ
た
委

任
払
い
制
度
は
、
患
者
さ
ま
か
ら
委
任
さ
れ
た
柔
道

整
復
師
が
請
求
の
権
利
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
制
度

で
す
。柔
道
整
復
師
は
そ
の
制
度
に
立
脚
し
た
上
で
、

保
険
者
の
意
向
を
反
映
し
請
求
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
患
者
様
の
申
請
で
療
養
費
の
支
給
が
な

さ
れ
る
償
還
払
い
と
し
た
ら
保
険
者
は
述
べ
て

き
た
矛
盾
や
曖
昧
さ
を
、
患
者
さ
ま
に
ど
の
よ
う

に
説
明
し
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
る
の
で
し
ょ

う
か
。

柔
道
整
復
師
が
相
手
だ
か
ら
、
矛
盾
が
あ
っ
て

も
、
基
準
が
曖
昧
で
も
、
保
険
者
に
よ
っ
て
基
準

が
違
っ
て
も
、
彼
ら
は
入
金
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
ら

困
る
の
で
言
う
と
お
り
に
な
る
と
考
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
、
穿
っ
た
見
方
を
す
る
人
さ
え

現
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

柔
道
整
復
師
は
、
委
任
払
い
制
度
に
感
謝
し
な

が
ら
、
ま
じ
め
に
請
求
し
て
い
る
人
が
多
く
、
請

求
上
の
矛
盾
や
曖
昧
さ
を
取
り
除
い
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
も
っ
と
し
っ
か
り
と
正
確
な
申
請
が
で

き
る
の
で
す
。
表
面
だ
け
を
と
ら
え
て
、
柔
道
整

復
師
イ
コ
ー
ル
不
正
と
考
え
て
欲
し
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

保
険
者
側
は
、
こ
の
委
任
払
い
制
度
を
悪
用
し

て
ほ
し
く
な
い
と
お
考
え
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
ら
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
正
に
見

え
る
請
求
は
減
少
す
る
は
ず
で
す
。

　

そ
の
上
で
、
本
当
に
不
正
を
は
た
ら
く
柔
道
整

復
師
を
厳
し
く
糾
弾
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●

　

さ
て
、
次
号
は
療
養
費
の
支
給
に
関
し
て
、
健

康
保
険
組
合
の
統
廃
合
が
活
発
化
し
て
き
て
い

る
現
状
と
保
険
者
の
支
給
状
況
な
ど
を
お
話
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

個
人
で
療
養
費
の
請
求
を
行
っ
て
い
る
柔
道

整
復
師
は
ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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吉村龍夫

　

前
号
で
は
昨
今
の
宣
伝
告
知
の
1
つ
の
手
段

と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
／
Ｐ
）
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
媒
体
の
活
用
に

関
し
て
記
述
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｈ
／
Ｐ
は
広
範
囲
に
渡

る
広
告
の
手
段
と
し
て
最
適
で
す
が
、
盛
業
店

（
院
）
へ
の
道
に
向
か
う
た
め
に
は
、
チ
ラ

シ
、
口
コ
ミ
、
看
板
、
Ｄ
Ｍ
（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
）
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
行
使
し
て
自

院
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

典
型
的
な
地
域
密
着
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る

接
骨
院
や
治
療
院
の
宣
伝
広
告
の
第
一
目
的

は
、
「
私
は
、
こ
こ
で
○
○
の
治
療
を
中
心
と

し
て
開
業
し
て
い
ま
す
。
お
越
し
下
さ
い
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　

こ
の
基
本
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
た
め
に

は
、
新
聞
の
折
込
み
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
・
チ
ラ
シ
、
駅
看
板
、
駅
の
ポ
ス
タ
ー
、
バ

ス
、
電
柱
、
ミ
ニ
情
報
誌
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
広
告

と
際
限
な
く
あ
り
ま
す
。
広
告
宣
伝
で
は
費
用

対
効
果
を
十
分
に
考
慮
し
、
最
小
の
投
資
で
最

大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
も
の
に
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

顔
の
見
え
る
宣
伝

　

今
ま
で
の
開
業
時
の
チ
ラ
シ
は
、
治
療
院
が

い
つ
、
ど
こ
で
オ
ー
プ
ン
す
る
と
い
っ
た
必
要

最
小
限
の
情
報
し
か
載
っ
て
い
な
い
も
の
が
、

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
院
長
や

治
療
院
ス
タ
ッ
フ
の
顔
写
真
、
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
記
載
し
て
い
る
も
の

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
治
療
院
に
行
く
必
要
に
迫
ら
れ
た

時
、
人
は
多
少
な
り
と
も
緊
張
・
不
安
が
あ
る

も
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
持
っ
て
い

る
と
き
に
、
い
つ
、
ど
こ
で
オ
ー
プ
ン
と
い
う

だ
け
の
チ
ラ
シ
で
は
、
訪
れ
に
く
い
も
の
で

す
。

　

ど
ん
な
先
生
だ
ろ
う
、
ど
ん
な
施
術
を
す
る

の
だ
ろ
う
、
院
の
雰
囲
気
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う

と
不
安
が
広
が
り
ま
す
。

　

治
療
院
の
先
生
か
ら
す
れ
ば
、
「
ド
ア
を
開

け
た
と
た
ん
不
安
感
が
消
え
る
よ
う
な
院
内
を

工
夫
し
て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う

宣伝広告の

手法と効果
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が
、
そ
の
ド
ア
を
開
け
る
ま
で
が
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
不
安
な
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
院
長
・
治
療
院
ス
タ
ッ
フ
の

顔
写
真
を
チ
ラ
シ
に
入
れ
「
こ
ん
な
に
や
さ
し

い
顔
を
し
て
い
ま
す
」
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
「
そ

れ
ぞ
れ
の
症
状
に
あ
わ
せ
て
丁
寧
に
施
術
し
ま

す
よ
、
怖
く
な
い
施
術
を
し
ま
す
よ
」
な
ど
と

訴
え
る
こ
と
が
、
最
近
の
チ
ラ
シ
の
傾
向
で

す
。

　

以
前
の
よ
う
な
、
「
開
業
し
て
患
者
を
診
て

や
る
」
と
い
う
居
丈
高
な
態
度
か
ら
、
今
は
、

前
述
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
路
線
に
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

も
し
も
、
あ
な
た
が
こ
の
「
居
丈
高
路
線
」

の
チ
ラ
シ
と
「
ソ
フ
ト
路
線
」
の
二
つ
の
チ
ラ

シ
を
見
て
行
こ
う
と
思
う
の
は
ど
ち
ら
の
院
で

す
か
。

　

ソ
フ
ト
路
線
は
決
し
て
患
者
さ
ん
に
迎
合
す

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
治
療
院
間
の
過
当

競
争
の
中
で
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
獲

得
し
よ
う
と
、
経
営
を
考
え
た
上
で
の
戦
略
の

ひ
と
つ
の
結
果
な
の
で
す
。

　

大
型
ス
ー
パ
ー
の
野
菜
売
り
場
に
行
っ
て
み

る
と
、
「
ま
じ
め
に
消
費
者
の
た
め
を
考
え
て

無
農
薬
で
作
っ
た
大
根
で
す
」
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
生
産
者
の
顔
写
真
が
表
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

主
婦
は
、
単
に
山
積
み
に
な
っ
て
い
る
安
い

大
根
と
若
干
高
め
な
が
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
生

産
者
の
顔
写
真
が
あ
る
大
根
の
、
ど
ち
ら
を
選

ぶ
で
し
ょ
う
か
。
当
然
、
後
者
の
大
根
が
よ
く

売
れ
て
い
ま
す
。
無
農
薬
は
身
体
に
良
い
と
思

わ
れ
て
い
る
上
に
、
顔
が
見
え
る
と
い
う
こ
と

で
安
心
感
も
増
大
す
る
か
ら
で
す
。

　

と
く
に
、
こ
の
傾
向
は
２
０
０
７
年
に
発
生

し
た
餃
子
事
件
を
契
機
に
食
品
の
安
全
性
へ
の

関
心
が
高
ま
り
、
こ
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
強
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
生
産
者
の
顔
写
真
が
あ
る
の

は
、
生
も
の
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

治
療
院
の
先
生
た
ち
は
生
の
身
体
を
扱
い
ま

す
。
大
根
と
人
間
の
身
体
を
同
じ
土
俵
で
語
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
患
者
さ
ん
が
身
体
を

触
ら
せ
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
さ
せ
な
い
た
め

に
、
「
真
剣
に
自
分
の
身
体
の
こ
と
を
考
え
て

く
れ
る
先
生
」
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

新
聞
折
込
み
と
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

　

チ
ラ
シ
で
の
宣
伝
広
告
活
動
を
行
う
に
あ
た

っ
て
は
、
ま
ず
自
院
の
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
特

定
」
を
し
ま
す
。
こ
れ
に
は
比
較
的
縮
尺
の
小

さ
め
の
地
図
（
詳
細
な
地
図
）
を
入
手
し
て
、

自
院
を
中
心
に
コ
ン
パ
ス
で
半
径
５
０
０
ｍ
、

半
径
１
㎞
と
２
㎞
の
３
本
の
円
を
記
入
す
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
す
。

　

１
㎞
と
２
㎞
で
は
倍
の
開
き
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
商
圏
内
の
住
宅
状
況
、
駅
や
デ
パ

ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
性
の
高
い

モ
ノ
の
有
無
と
鉄
道
、
道
路
や
川
な
ど
の
よ
う

に
人
の
流
れ
の
阻
害
要
因
と
な
る
も
の
の
有
無

な
ど
を
知
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
を
考

慮
し
て
、
自
院
の
商
圏
範
囲
を
決
定
し
ま
す
。

　

配
布
方
法
は
新
聞
な
ど
へ
の
折
込
み
と
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
の
２
種
を
併
用
し
ま
す
。

　

新
聞
の
折
込
み
チ
ラ
シ
は
、
配
布
す
る
地
域

と
曜
日
に
よ
っ
て
、
折
込
み
量
や
折
込
ま
れ
る

チ
ラ
シ
の
内
容
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

通
常
、
不
動
産
業
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
戸
建
住

宅
な
ど
の
チ
ラ
シ
は
平
日
に
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
の
チ
ラ
シ
は
金
曜
と
土
曜
に
集
中

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

治
療
院
の
開
業
告
知
チ
ラ
シ
は
で
き
る
だ
け

チ
ラ
シ
の
少
な
い
日
を
選
ん
で
配
布
す
る
べ
き

で
し
ょ
う
。

　

誰
に
で
も
経
験
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

が
、
チ
ラ
シ
が
多
い
と
読
む
気
も
起
こ
ら
ず
、

そ
の
ま
ま
束
に
し
て
ゴ
ミ
箱
へ
捨
て
ら
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

配
布
日
の
選
択
は
、
新
聞
の
集
配
所
を
訪
問

し
、
話
を
聞
い
て
か
ら
の
決
定
を
お
勧
め
し
ま

す
。
広
告
代
理
店
な
ど
に
依
頼
す
る
先
生
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
接
骨
院
の
商
圏
は
比

較
的
小
さ
い
も
の
で
す
の
で
、
新
聞
の
集
配
所

へ
直
接
、
依
頼
し
た
方
が
コ
ス
ト
も
低
減
で
き

ま
す
。

　

治
療
院
は
地
域
社
会
に
溶
け
込
む
こ
と
が
絶

対
条
件
で
す
の
で
、
で
き
る
限
り
多
く
の
機
会

を
利
用
し
て
同
じ
町
内
・
地
域
内
の
人
々
と
の

接
点
を
作
る
と
い
う
意
味
で
も
、
町
内
の
商
店

主
（
集
配
所
も
一
種
の
商
店
で
す
）
と
会
い
自

院
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
使
用
す
る
チ
ラ
シ
は
、
新

聞
折
込
み
と
同
じ
も
の
で
良
い
の
で
す
が
、
可
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能
な
ら
基
本
は
同
じ
で
、
よ
り
親
近
感
を
表
現

し
た
も
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

受
け
取
る
人
の
あ
て
名
を
記
入
す
る
こ
と
も

有
効
で
す
。

　

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
１
回
目
と
そ
れ
以
降
の
配

布
で
、
手
法
を
変
え
て
実
施
す
る
と
、
さ
ら
に

効
果
が
増
し
ま
す
。
１
回
目
は
新
聞
折
込
み
チ

ラ
シ
の
配
布
が
終
っ
て
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

自
院
の
名
前
、
住
所
の
ゴ
ム
印
を
作
り
、
封

筒
に
押
印
し
て
お
き
ま
す
。
そ
れ
に
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
用
の
チ
ラ
シ
を
入
れ
、
商
圏
内
の
住
居
や

事
務
所
な
ど
を
一
軒
ず
つ
歩
き
、
住
居
や
事
務

所
の
表
札
の
名
前
や
名
称
を
あ
て
先
と
し
て
書

き
な
が
ら
配
布
し
ま
す
。
こ
の
時
、
前
述
の
よ

う
に
折
込
み
チ
ラ
シ
と
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
用
チ
ラ

シ
が
同
じ
も
の
か
、
共
通
点
の
あ
る
も
の
に
し

て
お
く
と
、
「
あ
っ
！　

こ
の
前
、
新
聞
に
入

っ
て
い
た
チ
ラ
シ
と
同
じ
接
骨
院
だ
」
と
思
い

出
し
、
記
憶
し
て
も
ら
え
る
確
率
が
高
く
な
り

ま
す
。

　

２
回
目
以
降
は
継
続
的
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
ま
す
。

　

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
時
に
は
、
自
院
の
商
圏
を
カ

バ
ー
す
る
範
囲
を
記
入
し
た
、
前
述
の
地
図
を

壁
に
貼
っ
て
お
き
ま
す
。

　

配
布
は
院
長
や
従
業
員
・
お
弟
子
さ
ん
た
ち

が
協
力
し
て
自
分
た
ち
で
実
施
し
ま
す
。
各
ス

タ
ッ
フ
の
配
布
担
当
地
区
を
事
前
に
割
り
振

り
、
治
療
院
ス
タ
ッ
フ
の
倍
数
と
な
る
よ
う
に

地
区
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
院
長
を
含
め
ス
タ
ッ
フ
が
４
名
い

る
場
合
は
、
商
圏
内
の
配
布
担
当
地
域
を
８
つ

に
分
割
し
ま
す
。　

そ
し
て
、
１
つ
の
地
区
に

２
週
間
に
１
度
は
配
布
で
き
る
よ
う
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
組
み
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま

す
。

　

接
骨
院
は
患
者
さ
ん
の
住
所
が
保
険
証
に
よ

っ
て
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
来
院
し
た
こ
と
の

あ
る
患
者
さ
ん
、
常
時
来
院
す
る
患
者
さ
ん
と

地
図
に
色
分
け
し
て
塗
り
込
ん
で
お
く
と
、
自

院
の
商
圏
シ
ェ
ア
が
明
確
に
な
り
、
広
告
戦
略

も
立
て
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
作
業
を
通
し
て
、
シ
ェ
ア
拡
大

の
様
子
が
見
て
と
れ
る
地
図
に
な
っ
て
く
れ
ば

治
療
院
ス
タ
ッ
フ
の
大
き
な
自
信
に
つ
な
が

り
、
そ
の
自
信
は
、
患
者
さ
ん
に
も
受
け
止
め

ら
れ
、
患
者
さ
ん
の
安
心
感
を
醸
造
す
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。

　

口
コ
ミ
に
よ
る
宣
伝

　

開
業
時
に
は
新
聞
へ
の
折
込
み
チ
ラ
シ
や
口

コ
ミ
の
喚
起
な
ど
に
熱
心
な
院
長
で
も
ス
ム
ー

ズ
に
開
業
し
、
新
患
数
も
あ
る
程
度
確
保
で
き

る
と
治
療
業
務
に
専
念
す
る
あ
ま
り
、
継
続
し

て
行
う
べ
き
広
告
・
告
知
業
務
を
忘
れ
が
ち
で

す
。

　

開
業
前
や
直
後
の
よ
う
に
大
々
的
に
実
施
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
宣
伝
広
告
活
動
は

継
続
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

　

継
続
的
活
動
を
簡
単
に
で
き
る
も
の
に
、
院

内
チ
ラ
シ
が
あ
り
ま
す
。
院
内
チ
ラ
シ
は
来
院

さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
も
の

で
す
。

　

こ
れ
は
患
者
さ
ん
の
友
人
や
知
人
に
自
院
を

話
題
に
し
て
も
ら
う
道
具
で
あ
り
、
院
内
チ
ラ

シ
を
見
た
人
を
自
院
へ
再
び
誘
導
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
で
も
あ
り
ま
す
。

　

治
療
メ
ニ
ュ
ー
、
治
療
時
間
と
休
日
、
院
長

や
ス
タ
ッ
フ
の
写
真
な
ど
の
ほ
か
に
近
隣
の
駅

な
ど
か
ら
の
簡
単
な
地
図
な
ど
も
記
載
し
て
、

口
コ
ミ
の
補
助
媒
体
と
し
て
の
役
割
を
考
慮
し

て
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
口
コ
ミ
」
に
よ
る
宣
伝
広
告
と
は
、

あ
る
話
題
が
人
の
口
か
ら
人
の
口
へ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
ト
（
伝
達
）
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
近
隣

住
人
や
患
者
さ
ん
の
間
で
口
コ
ミ
を
行
っ
て
も

ら
う
た
め
に
は
、
「
あ
の
接
骨
院
は
、
治
療
が

上
手
い
」
や
「
先
生
が
優
し
い
」
な
ど
、
何
ら

か
の
「
話
題
」
が
必
要
で
す
。
「
口
コ
ミ
」
と

い
う
の
は
「
話
題
」
が
伝
播
す
る
こ
と
で
す
か

ら
、
「
口
コ
ミ
」
の
対
象
と
な
る
話
題
を
提
供

す
る
こ
と
も
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
の
一
つ
と
言
え
ま

す
。

　

自
院
が
対
象
と
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
最
も
興

味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
物
や
事
柄
で

「
口
コ
ミ
」
を
誘
発
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
安
価

で
効
果
的
な
、
費
用
対
効
果
の
高
い
広
告
で

す
。

　

治
療
院
の
不
動
産
物
件
の
決
定
後
で
内
装
工

事
の
施
工
前
か
ら
「
○
月
○
日　

△
△
接
骨
院

が
開
業
し
ま
す
。
○
日
～
○
日
ま
で
内
装
工
事

を
行
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
文
を
書
い
た
大
き
な
紙
を
店
舗
の
シ
ャ

ッ
タ
ー
に
張
り
付
け
、
「
あ
そ
こ
に
接
骨
院
が

で
き
る
ん
だ
っ
て
…
」
と
い
う
話
題
を
提
供
し

近
隣
の
住
民
の
関
心
を
高
め
る
の
も
ひ
と
つ
の

方
法
で
す
。

　

ま
た
、
開
業
予
定
日
の
数
日
前
に
近
隣
の
商

店
街
の
商
店
主
や
老
人
会
長
を
は
じ
め
、
役
員

の
方
に
無
料
の
施
術
券
を
配
布
し
、
来
院
さ
れ

た
方
に
短
時
間
の
施
術
と
電
療
器
な
ど
を
無
料

体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
口
コ
ミ
の
誘

導
と
な
り
開
業
初
日
か
ら
来
患
を
得
る
結
果
に

つ
な
が
り
や
す
い
も
の
で
す
。

　

新
規
開
業
の
直
前
、
院
長
の
友
人
や
知
人
、

親
類
縁
者
一
同
を
招
待
し
た
開
業
パ
ー
テ
ィ
ー

な
ど
を
催
す
先
生
を
見
か
け
ま
す
が
、
こ
れ
は

単
に
お
祝
い
の
行
事
と
し
て
の
自
己
満
足
に
し

か
な
り
ま
せ
ん
。
開
業
パ
ー
テ
ィ
ー
は
自
院
に

と
っ
て
本
当
に
必
要
な
町
内
、
地
域
内
の
人
脈

を
確
保
、
確
立
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
と
優
先
的
に
招
待
す

る
人
も
、
お
の
ず
と
決
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

看
板
に
よ
る
宣
伝

　

地
域
や
不
動
産
物
件
に
よ
っ
て
は
、
看
板
を

出
せ
な
い
店
舗
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
十

分
な
物
件
調
査
が
必
要
で
す
。

　

看
板
に
は
入
り
口
の
上
部
壁
面
に
取
り
付
け

る
「
正
面
看
板
」
、
建
物
に
直
角
に
取
り
付
け

る
縦
書
き
の
「
袖
看
板
」
、
そ
し
て
店
頭
の
入
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り
口
付
近
に
直
接
地
面
に
置
く
「
立
看
板
」
の

３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

各
種
看
板
の
サ
イ
ズ
と
「
目
立
ち
度
」
が
比

例
す
る
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
正
面
看
板
は
３
種
の
看
板
の
う
ち
、

最
も
大
型
の
看
板
に
な
り
ま
す
が
、
正
面
に
立

ち
、
わ
ざ
わ
ざ
見
上
げ
な
け
れ
ば
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
難
点
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
今
は
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
正
面
看
板
の
位

置
を
下
げ
る
院
や
、
正
面
に
大
型
の
窓
が
あ
る

場
合
に
は
、
窓
に
カ
ラ
ー
シ
ー
ト
を
貼
り
付
け

て
正
面
看
板
の
代
用
と
し
て
い
る
院
も
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

袖
看
板
や
立
看
板
は
人
間
の
歩
行
時
の
視
界

で
あ
る
上
下
45
度
の
内
に
あ
り
、
文
字
の
認
識

限
界
で
あ
る
約
30
ｍ
か
ら
そ
の
設
置
場
所
へ
来

る
ま
で
の
間
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か

ら
、
最
も
目
立
つ
看
板
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
立
て
看
板
は
、
歩
行
者
な
ど
の
通
行
を

考
慮
し
、
小
さ
な
も
の
を
設
置
し
ま
す
。
小
型

な
が
ら
も
色
、
デ
ザ
イ
ン
と
も
に
人
目
を
引
く

こ
と
を
重
視
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

宣
伝
広
告
に
は
、
記
述
し
た
以
外
に
も
実
に

多
く
の
手
段
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、

最
も
効
果
の
高
い
宣
伝
広
告
媒
体
は
、
治
療
院

そ
の
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
い
く
つ
も
の
治
療
院
候
補
物

件
か
ら
最
も
成
功
し
そ
う
な
物
件
、
つ
ま
り
、

集
患
が
最
も
効
率
的
に
行
え
る
物
件
を
選
定
す

る
の
で
す
。

　

接
骨
院
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

成
功
の
秘
訣
は
「
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
ト
レ
ン
ド

を
掴
む
こ
と
」
で
す
。
そ
の
ト
レ
ン
ド
は
、
時

代
の
流
れ
と
と
も
に
変
化
し
て
行
き
、
そ
の
流

れ
の
多
く
は
、
大
都
市
部
か
ら
地
方
や
遠
隔
地

へ
と
浸
透
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　

そ
の
流
れ
を
掴
み
、
自
分
の
も
の
に
し
た
者

が
勝
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

一
つ
の
典
型
的
な
例
と
し
て
喫
茶
店
が
あ
り
ま

す
。

　

筆
者
が
子
ど
も
の
こ
ろ
、
30
年
～
40
年
前
の

喫
茶
店
と
い
え
ば
パ
ー
コ
レ
ー
タ
ー
や
ド
リ

ッ
プ
式
の
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
を
巧
み
に
操
る

職
人
の
よ
う
な
店
主
が
い
て
、
深
い
ソ
フ
ァ
ー

の
よ
う
な
椅
子
と
低
い
テ
ー
ブ
ル
席
と
バ
ー
の

よ
う
な
カ
ウ
ン
タ
ー
席
、
比
較
的
暗
め
の
照
明

と
そ
れ
に
見
合
っ
た
内
装
で
、
週
刊
誌
、
各
種

新
聞
な
ど
が
置
い
て
あ
り
「
○
○
園
」
や
「
○

○
珈
琲
店
」
と
い
っ
た
漢
字
表
記
の
店
名
で
し

た
。

　

し
か
し
、
大
都
市
部
で
は
昨
今
、
喫
茶
店
と

い
う
名
称
も
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
へ
と
変
化

し
、
椅
子
は
木
製
で
無
機
質
な
も
の
と
な
り
、

珈
琲
を
飲
み
な
が
ら
の
憩
い
の
場
、
考
え
を
ま

と
め
る
と
い
っ
た
旧
来
の
喫
茶
店
の
要
素
を
排

し
、
新
た
な
業
態
へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

漢
字
表
記
の
喫
茶
店
は
そ
の
姿
を
目
に
す
る

機
会
は
少
な
く
な
り
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
と

い
っ
た
作
り
の
店
舗
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

筆
者
の
推
測
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
流
れ
の
変
化

に
よ
り
明
ら
か
に
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
来
客

数
は
増
え
、
売
上
も
大
き
く
拡
大
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
す
で
に
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
系
接
骨
院
と
い
う
言
葉
が
一
般
的
に
な

り
つ
つ
あ
る
治
療
業
界
に
当
て
は
め
て
見
ま
し

ょ
う
。

　

そ
も
そ
も
、
接
骨
院
は
療
養
費
報
酬
を
財
源

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
経
済
の
衰
退
と
と

も
に
財
源
そ
の
も
の
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
専
門
学
校
の
急
増
に
よ
り
請
求
資

格
者
（
柔
整
師
）
数
も
急
拡
大
し
、
療
養
費
の

取
り
合
い
、
奪
い
合
い
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま

す
。

　

新
た
な
現
金
収
入
源
と
し
て
発
生
し
た
も
の

に
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
系
施
術
や
そ
の
他
の

自
由
診
療
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な

こ
と
に
こ
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
系
接
骨
院
と

呼
ば
れ
る
新
た
な
業
態
は
、
比
較
的
人
口
の
多

い
都
市
部
を
基
盤
と
し
な
け
れ
ば
確
立
す
る
こ

と
が
難
し
く
、
比
較
的
小
さ
な
地
方
都
市
で
は

定
着
が
困
難
の
よ
う
で
す
。

　

競
合
治
療
院
の
乱
立
の
中
で
広
告
宣
伝
の
重

要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
も
の

の
、
広
告
宣
伝
だ
け
に
依
存
す
る
だ
け
で
は
生

き
残
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
在

の
接
骨
院
業
界
で
す
。

　

こ
の
こ
と
を
認
識
す
る
と
、
今
後
、
接
骨
院

の
存
在
だ
け
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
宣
伝
広
告
の
形

か
ら
、
よ
り
高
度
な
告
知
と
口
コ
ミ
を
誘
発
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
企
画
で
、
生
き
残
り
合
戦

に
勝
ち
残
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

筆
者
は
そ
の
方
策
の
ひ
と
つ
が
接
骨
院
の
多

機
能
化
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
号
で
は
接
骨
院
の
多
機
能
化
の
可
能
性
を

記
載
し
ま
す
。
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日
本
手
技
療
法
協
会
の
レ
セ
コ
ン
「
レ
セ
プ

ロ
シ
リ
ー
ズ
」
の
開
発
を
手
掛
け
る
株
式
会
社

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
が
、
独
自
の
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ

ス
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
顧
客
に
ビ
ジ

ネ
ス
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
レ
ン
タ
ル
す
る

サ
ー
ビ
ス
）
を
展
開
す
る
と
発
表
し
た
。
訪
問

マ
ッ
サ
ー
ジ
向
け
レ
セ
プ
ト
発
行
管
理
シ
ス
テ

ム
「
レ
セ
プ
ロ
（
Ｒ
）
」
を
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
単
体
で
月
額
レ
ン
タ
ル
す
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。

従
来
レ
セ
プ
ロ
（
Ｒ
）
は
、
同
社
が
シ
ス
テ
ム

を
払
い
出
し
て
い
る
日
本
手
技
療
法
協
会
や
請

求
代
行
会
社
な
ど
に
入
会
し
な
い
と
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
れ
ば
こ
う
し
た

「
会
」
な
ど
に
属
さ
ず
に
高
機
能
な
レ
セ
コ
ン

「
レ
セ
プ
ロ
（
Ｒ
）
」
が
手
軽
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
開
始
ま
で
の
経
緯
、

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
同
社
を
取
材
し
た
。

　

同
社
は
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
レ
セ
プ

ロ
を
30
日
間
無
料
で
試
す
こ
と
が
で
き
る
体
験

版
を
設
置
し
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

入
会
し
な
く
て
も「
レ
セ
プ
ロ（
Ｒ
）」使
用
が
可
能
に　

声
を
集
め
、
そ
れ
を
レ
セ
プ
ロ
（
Ｒ
）
の
仕
様

に
反
映
す
る
な
ど
し
て
、
積
極
的
な
開
発
を
行

っ
て
き
た
。

　

そ
の
中
で
意
外
と
多
か
っ
た
の
が
、
個
人
請

求
を
お
こ
な
っ
て
い
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
を
中
心

に
、
こ
う
し
た
会
や
団
体
な
ど
に
属
さ
ず
単
純

に
ソ
フ
ト
だ
け
を
利
用
し
た
い
と
い
う
要
望
だ

っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
請
求
代
行
し
て
い
る
企

業
か
ら
も
、
「
会
員
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
使
わ
せ

た
い
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
も
寄
せ
ら
れ
、
こ

う
し
た
声
に
応
え
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
向
け
準

備
を
開
始
し
た
。

　

レ
セ
プ
ロ
（
Ｒ
）
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
展
開
す
る
業
界
初
の
レ
セ
プ
ト
発
行
管
理
シ

ス
テ
ム
。
従
来
の
、
パ
ソ
コ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
た
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン

形
式
で
は
、
保
険
者
の
名
称
変
更
な
ど
が
あ
る

度
に
自
分
で
マ
ス
タ
ー
を
更
新
す
る
な
ど
の
作

業
が
必
要
だ
っ
た
。
こ
れ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
す
る
こ
と
で
保
険
者
マ

ス
タ
ー
な
ど
は
す
べ
て
サ
ー
バ
側
で
一
括
管
理

す
る
こ
と
が
で
き
、
ユ
ー
ザ
ー
は
ま
っ
た
く
手

間
を
か
け
る
こ
と
は
な
い
。
制
度
改
定
へ
の
対

応
も
同
様
で
ユ
ー
ザ
ー
は
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ッ
プ
を
意
識
せ
ず
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

往
療
距
離
の
自
動
算
定
機
能
も
大
き
な
特
徴

の
ひ
と
つ
。
訪
問
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
入
力
し
て

い
く
だ
け
で
往
療
距
離
を
自
動
的
に
算
定
す

る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
【
患
者
住
所
と
施
術
所
住
所
】

と
、
【
患
者
住
所
と
先
順
位
の
患
家
住
所
】
を

比
較
し
、
短
い
距
離
を
自
動
判
定
す
る
。
自
動

按
分
機
能
も
搭
載
し
、
同
住
所
の
場
合
、
自
動

的
に
往
療
距
離
を
按
分
す
る
。
按
分
を
禁
止
す

る
保
険
者
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
こ
れ
も

保
険
者
マ
ス
タ
ー
で
管
理
さ
れ
て
お
り
、
ユ
ー

ザ
ー
は
按
分
の
可
否
を
気
に
せ
ず
入
力
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
距
離
測
定
は
地
図
専

門
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
を
使
用
し
て
い
る
た
め

常
に
最
新
の
住
所
が
取
得
で
き
る
。
政
令
指
定

都
市
化
な
ど
、
住
所
表
記
の
変
更
に
も
即
座
に

対
応
し
て
い
る
た
め
、
新
し
い
表
記
の
住
所
で

悩
ま
さ
れ
る
心
配
が
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
「
同

意
書
期
限
管
理
機
能
」
や
、
「
同
意
医
師
へ
の

お
礼
状
発
行
機
能
」
「
Ｄ
Ｍ
用
ハ
ガ
キ
宛
名
・

ラ
ベ
ル
印
刷
機
能
」
な
ど
、
便
利
な
機
能
が
満

載
さ
れ
た
、
ま
さ
に
次
世
代
型
レ
セ
コ
ン
と
い

え
よ
う
。
ま
た
、
同
社
は
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
開

始
に
向
け
、
独
自
の
仕
様
も
搭
載
す
る
予
定
と

い
う
。

　

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
は
単
に
シ
ス
テ
ム
開
発
を

行
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
「
保
険
請
求
業

務
と
シ
ス
テ
ム
、
こ
の
両
方
に
特
化
し
た
専
属

の
ス
タ
ッ
フ
を
擁
し
た
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
売
り
」
（
同
社
担
当
者
）
と
い

う
。
ま
た
、
治
療
院
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制

作
も
手
掛
け
て
お
り
、
低
価
格
な
う
え
、
検
索

エ
ン
ジ
ン
上
位
表
示
対
策
（
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
）
も

好
評
な
よ
う
だ
。
「
お
作
り
し
た
治
療
院
様
か

ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
患
者
さ
ん
が
来
ら

れ
ま
し
た
！
と
ご
連
絡
を
い
た
だ
く
と
、
と
て

も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
」
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
制
作
部
門
担
当
者
）
と
元
気
に
応
え
る
反

面
、
「
た
だ
、
紹
介
や
口
コ
ミ
で
申
込
が
相
次

ぎ
、
今
は
順
番
待
ち
で
す
」
と
嬉
し
い
悲
鳴
を

あ
げ
て
い
る
。

　

『
手
技
療
法
家
と
と
も
に
あ
ゆ
む
シ
ス
テ
ム

会
社
』
と
自
社
を
語
る
同
社
の
秦
代
表
に
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　

「
８
月
末
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
向
け
、
サ
ー

バ
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
準
備
は
す
で
に
完
了
し
ま

し
た
。
現
在
は
、
特
別
仕
様
の
部
分
に
重
点
を

置
い
て
シ
ス
テ
ム
テ
ス
ト
を
毎
日
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
」
と
、
準
備
は
順
調
な
よ
う
だ
。
ま

た
、
最
後
に
、
「
本
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
ひ
と

り
で
も
多
く
の
治
療
家
の
方
々
に
レ
セ
プ
ロ
を

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
全
身
全
霊
で
皆
様
に

ご
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま

い
り
ま
す
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
今
後
の
動
向
に
注
目
し

た
い
。

NEWS１８
月
末
サ
ー
ビ
ス
開
始

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
が
独
自
の
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
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治療家甲子園って何ですか？治療家甲子園って何ですか？
■イベント概要■
●開催日：２００９年１１月２９日
●開催会場：虎ノ門ニッショウホール
●参加店舗数：２００店舗（予定）
●決勝進出店舗数：６店舗（予定）

● 治療家甲子園について詳しくは
　http://www.chiryoko.com/ をご覧下さい。
● 治療家甲子園について詳しくは
　http://www.chiryoko.com/ をご覧下さい。

治療院で働く人が最高に輝くステージです！
全国からエントリーされた治療院のうち、独自の選考基準で選ばれた優良店舗が本会場の
ステージで自店の〝想い〟や〝取組み〟を熱く語ります。会場内が最も感動した店舗が最優
秀店舗となる第 1回目のイベントです。新しい風を取り込む事で治療院業界で働いている人
が夢や誇りを持てるようになる。共に学び、共に成長し、働く人すべてが輝けば、必ずや
業界の活性化に繋がることでしょう。ぜひ、治療家甲子園にご注目ください。

■株式会社  アップシステム
　TEL.03-3254-1009　保険請求ソフト開発と治療院向けＨＰ作成
■有限会社  ジョイパル
　TEL.04-7160-5455　医療機器全般取扱
■一般社団法人  日本治療協会
　TEL.03-5289-8171　手技療法家の保障制度提供

■株式会社  日本メディックス
　TEL.047-368-8711　総合医療機器メーカー
■株式会社  メディックス
　TEL.03-5297-8123　保険請求事務受託及び人材育成

●私たちは治療家甲子園を応援しています●●私たちは治療家甲子園を応援しています●●私たちは治療家甲子園を応援しています●●私たちは治療家甲子園を応援しています●

カラダ元気！ココロ元気！ニッポン元気！
主催 :一般社団法人  治療家甲子園（事務局 : 土井）
TEL.03-5798-7137　FAX.03-5798-7138

治療家甲子園スケジュール

参加募集期間 審査 発表店舗準備

申
込
締
切

予
選
出
場
店
舗
決
定

決
勝
進
出
店
舗
発
表

＆
抽
選
会

本
大
会

本大会に向けての
プレゼン作りこみ

第 1回

７/31 ８/10

８月
下旬

９月
下旬

９/10

７月　　　　　　８月　　  ９月　　　　　　  　10 月　  11 月

11/29
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こ
ん
な
悩
み
を
解
決
し
ま
す

①開業したいが、自己資金があまりない。
②自己資金があまりないので融資を受けたい。
③融資先の決め方と書類の作り方が分からない。
④店舗の選び方が分からない。
⑤開業の方法が分からない。
（開業までの流れは？）
⑥スタッフの配置が分からない。
⑦開業後、税務署への手続きの仕方が分からない。
⑧保健所、社保へ提出する書類の作り方が分から
　ない。
⑨各種届出書の提出タイミングが分からない。
⑩内装のレイアウトをどうしたら良いか分からな
　い。
⑪物理療法機器の選定と集患につながる機器が何
　か分からない。
⑫チラシの作り方（内容）、撒き方、タイミングが
　分からない。
⑬料金の決め方が分からない。
⑭カルテのつくり方、保険請求が分からない。
⑮個人請求のメリットとデメリットが分からない。

接骨院の開業には、資金面をはじ
め立地条件・レイアウト・宣伝・
役所の各種届出など時間と労力そ
して資金が必要となります。この
セミナーでは、接骨院開業ノウハ
ウを具体的に分かりやすくお教え
します。 「

開
業
ま
で
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」非会員は 2000 円

ボディバランスアカデミー内教室
東京都千代田区神田淡路町 1‐1‐1‐3F

（都営新宿線・小川町駅、東京メトロ丸ノ内
線・淡路町駅　A ５出口　徒歩１分）

会場

先着順で定員になり次第締め切りますので
お早めにお申込みください

定員

接骨院開業アドバイザー　主任コンサルタ
ント　川嶋隆司氏　他

講師

個別相談　　90 分間

内容

お電話でお申し込みください。参加者には
参加整理券を送付いたします。日程、時間
調整のため本協会スタッフがお電話を差し
上げることがございます。ご了承ください。

申込方法

ＮＰＯ法人日本手技療法協会　　電話 03-5296-9055

いずれの日も下記時間帯から選べます
① 12:30 ～ 14:00
② 14:20 ～ 15:50
③ 16:10 ～ 17:40
④ 18:00 ～ 19:30

開　催　日 時　　　　　間

入場無料

「経営は
どうしたらいいの？」

お問合せ・お申込み

８ 月 １日、15日、29日

９ 月 ５日、26日

10月 ３日、17日、31日

11月 ７日、21日
開催日は原則として毎月第１、３、５土曜日

ひーりんぐ24.indd   18 2009/07/15   20:13:31
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「経営は
どうしたらいいの？」

開業してみたものの、
なかなか経営がうまく
いかない…
そんな先生方の疑問、
売り上げなどの相談に
応じます。

①分院はどういうタイミングで出せばよいか？

②レセプト請求が不安。よくわからない。

③開業 1 年目、初めての確定申告の方法は？

④求人雇用はどうすればよいか？

⑤患者さんが増えないけど、原因がわからない。

⑥患者さんが増えたけど、どうすればよいか？

⑦資金繰りが上手くいかない。

⑧個人から法人にするにはどうすればよいか？

入場無料
（本協会会員）

非会員は 2000 円

お問合せ・お申込み／ＮＰＯ法人日本手技療法協会　TEL03-5296-9055

会場・定員・内容・お申込方法など、すべて接骨院
開業セミナーと同様です。詳しくは接骨院開業
セミナー（右側の 18 ページ）をご覧下さい。

いずれの日も下記時

間帯から選べます

① 12:30 ～ 14:00

② 14:20 ～ 15:50

③ 16:10 ～ 17:40

④ 18:00 ～ 19:30

開　催　日

時　　　　　間

●講師
接骨院経営アドバイザー

主任コンサルタント　
細川光一氏　他

８ 月 ８日、2 2日
９ 月 12日、19日
10月 10日、24日
11月 14日、28日
原則として毎月第２、４土曜日

ひーりんぐ24.indd   19 2009/07/15   20:13:32
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●第６回●

身
近
な
よ
う
で
謎
に
満
ち
た
裁
判
所  

４

畑
中
鐵
丸

　

身
近
な
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
ど
う
い
う
活

動
を
し
て
い
る
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
国
家
機
関

で
あ
る
裁
判
所
に
つ
い
て
連
載
で
解
説
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

前
回
は
、
「
国
会
議
員
」
と
「
行
政
官
・
裁

判
官
」
と
を
対
比
す
る
形
で
議
論
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
日
本
と
い
う
国
家
を
運
営
し
て
い
る
の

が
実
は
霞
が
関
の
行
政
官
僚
で
あ
る
、
と
い
う

実
体
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
日
本
と
い
う
国
は
、
建
前
で
こ

そ
民
主
国
家
と
し
て
「
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
投
票

で
選
ん
だ
お
調
子
者
や
目
立
ち
が
り
屋
」
が
主

権
者
代
表
と
し
て
運
営
す
る
な
ど
と
危
な
か
っ

し
い
こ
と
を
言
い
つ
つ
、
そ
の
実
体
は
、
完
全

な
官
僚
国
家
で
あ
り
、
「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
地

味
な
努
力
を
怠
ら
な
い
、
優
秀
で
責
任
感
の
あ

る
試
験
エ
リ
ー
ト
た
ち
」
に
よ
り
堅
実
に
運
営

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
国
家
の
運
営
を
託
さ
れ
た

文
系
試
験
エ
リ
ー
ト
の
二
大
巨
頭
で
あ
る
「
行

政
官
」
と
「
裁
判
官
」
は
、
前
回
述
べ
た
と
お

り
、
彼
ら
は
実
に
近
似
し
た
存
在
で
す
が
、
実

は
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
理
念
と
見
識
で
活
動
し

て
い
る
の
で
す
。

　

最
強
の
国
家
権
力
を
保
持
す
る
裁
判
所

　

国
家
権
力
の
中
で
も
っ
と
も
強
力
な
権
限
は

何
で
し
ょ
う
か
。

　

法
律
を
つ
く
る
こ
と
や
、
法
律
を
執
行
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
う
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
「
主
権
在
民

の
理
念
か
ら
、
主
権
者
代
表
で
あ
る
国
会
が
有

す
る
立
法
権
力
が
日
本
国
に
お
い
て
も
っ
と
も

強
大
な
権
力
で
あ
る
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て

き
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
会
の
立
法
と
い
え
ど
も

憲
法
に
反
す
る
内
容
が
定
め
ら
れ
る
可
能
性

も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
他
方
、
現
日
本
国
憲
法

は
、
法
律
に
対
す
る
優
位
と
最
高
法
規
性
を
宣

言
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
憲
法
に
反
す
る
法
律

や
行
政
行
為
は
無
効
と
宣
言
さ
れ
る
べ
き
必
要

が
存
在
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
法
律
を
つ
く
る
権
限
（
国
会

が
有
す
る
立
法
権
力
）
や
法
律
を
執
行
す
る
権

限
（
内
閣
を
頂
点
と
す
る
行
政
官
庁
が
有
す
る

行
政
権
力
）
の
上
に
、
当
該
立
法
や
法
執
行
を

憲
法
に
照
ら
し
て
審
査
し
、
無
効
と
宣
言
す
る

「
上
位
の
権
力
」
が
想
定
さ
れ
る
の
で
す
。

　

こ
の
権
力
は
、
「
違
憲
立
法
審
査
権
」
と
呼

ば
れ
る
権
力
で
す
が
、
立
憲
国
家
に
お
い
て

は
、
国
家
運
営
に
お
け
る
も
っ
と
も
強
力
な
権

限
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
違
憲
立
法
審
査
権
を
、
ど
の
よ
う
な
国

家
機
関
に
所
属
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
は
一
義
的

な
も
の
で
は
な
く
、
各
国
各
様
の
モ
デ
ル
が
あ

り
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
一
般
の
裁

判
所
と
は
ま
っ
た
く
別
系
統
の
「
特
別
の
裁
判

所
」
を
創
設
し
、
当
該
特
別
裁
判
所
に
違
憲
審

査
を
行
わ
せ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
も
あ
り
ま

す
。

　

日
本
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
と
同
様
、

通
常
裁
判
所
に
違
憲
立
法
審
査
権
を
付
与
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
裁
判

所
は
、
通
常
司
法
権
の
ほ
か
、
「
違
憲
立
法
審

査
権
と
い
う
、
立
法
権
力
や
行
政
権
力
も
凌
駕

す
る
も
っ
と
も
強
力
な
国
家
権
力
」
を
保
持
し

て
お
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
「
最
強
の
権
力
集

団
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

違
憲
立
法
審
査
権
が

　

通
常
裁
判
所
に
帰
属
す
る
と
い
う
意
味

　

し
か
し
、
こ
れ
は
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
相

当
特
異
な
シ
ス
テ
ム
と
い
え
ま
す
。

　

く
だ
ら
な
い
民
事
の
も
め
事
や
離
婚
の
話
、

窃
盗
や
詐
欺
な
ど
刑
事
事
件
の
面
倒
を
み
て
い

る
国
家
機
関
が
、
国
会
の
立
法
権
限
や
行
政
官

庁
の
法
執
行
を
ぶ
っ
飛
ば
す
よ
う
な
ラ
デ
ィ
カ

ル
な
事
件
を
裁
い
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
で

す
か
ら
、
あ
る
意
味
無
茶
苦
茶
な
シ
ス
テ
ム
で

す
。

　

実
際
、
例
え
ば
、
東
京
地
裁
の
例
で
い
う

と
、
民
事
１
部
か
ら
３
部
お
よ
び
38
部
は
行
政

部
と
呼
ば
れ
、
日
本
国
が
被
告
と
な
る
よ
う
な

行
政
事
件
や
立
法
に
絡
む
事
件
を
専
門
的
・
集

中
的
に
審
理
す
る
の
で
す
が
、
当
該
部
に
お
い

て
も
通
常
事
件
も
割
り
当
て
ら
れ
ま
す
の
で
、

「
午
前
中
は
、
国
土
交
通
大
臣
を
被
告
と
す
る

国
家
賠
償
請
求
事
件
、
午
後
は
貸
金
と
契
約
違

反
と
近
隣
紛
争
」
な
ど
と
い
う
形
で
、
「
国
を

揺
る
が
す
よ
う
な
大
事
件
」
と
「
犬
も
食
わ
な

い
、
ネ
コ
も
ま
た
ぐ
よ
う
な
民
事
の
揉
め
事
」

が
同
じ
裁
判
官
に
よ
っ
て
同
じ
法
廷
で
裁
か
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
裁
判
所
が
日
本
国
の
中
で

も
っ
と
も
強
力
な
権
力
を
有
す
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
り
、
裁
判
所
の
前
で
は
、
首
相
だ
ろ
う

が
、
大
臣
だ
ろ
う
が
、
民
事
ト
ラ
ブ
ル
の
当
事

者
や
泥
棒
や
詐
欺
師
と
同
様
、
等
し
く
裁
判
官

に
ひ
れ
伏
し
、
そ
の
ご
託
宣
を
仰
が
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
の
で
す
。

　

上
司
も
な
く
、
や
り
た
い
放
題
の
裁
判
官

　

行
政
官
は
、
「
法
律
に
よ
る
行
政
」
「
絶
対

的
上
命
下
服
」
の
二
つ
の
原
理
で
厳
し
く
規
律

さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
官
が
仕
事
に
個
性
を
発

揮
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
法
律
の
軽
視
や
指
揮

命
令
の
混
乱
に
つ
な
が
る
た
め
、
厳
し
く
禁
じ

ら
れ
、
ひ
た
す
ら
個
性
を
埋
没
さ
せ
、
私
情
を

排
し
て
公
正
・
公
平
な
法
を
実
現
し
ま
す
。

　

行
政
官
以
上
に
強
大
な
権
力
を
振
る
う
裁
判

官
は
、
行
政
官
僚
と
同
様
あ
る
い
は
そ
れ
以
上

の
規
律
に
服
す
る
と
思
う
の
が
素
直
で
自
然
で

す
し
、
「
裁
判
官
は
、
さ
ぞ
規
律
が
し
っ
か
り

し
て
お
り
、
何
か
ら
何
ま
で
ル
ー
ル
で
が
ん
じ

が
ら
め
に
さ
れ
、
個
性
の
発
揮
は
忌
避
さ
れ
、

人
間
性
が
否
定
さ
れ
た
機
械
の
よ
う
な
仕
事
が

求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
の
が
一
般

の
方
の
印
象
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
前
回
「
行
政

官
と
裁
判
官
は
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
出
身

大
学
も
試
験
科
目
も
酷
似
し
て
い
る
」
な
ど
と

い
い
ま
し
た
が
、
こ
の
点
か
ら
も
、
裁
判
官
と

行
政
官
の
仕
事
の
哲
学
や
ス
タ
イ
ル
が
同
じ
と

考
え
る
の
が
自
然
で
す
。

　

し
か
し
、
事
情
は
ま
っ
た
く
逆
で
、
裁
判
官

は
、
上
司
も
お
ら
ず
、
個
性
と
私
情
を
発
揮
し

て
、
さ
し
ず
め
「
や
り
た
い
放
題
」
と
い
っ
た

と
こ
ろ
な
の
で
す
。
し
か
も
、
こ
の
「
裁
判
官

が
、
個
性
の
赴
く
ま
ま
、
や
り
た
い
放
題
で
仕

事
し
て
も
い
い
」
と
い
う
業
務
指
針
は
、
憲
法

に
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

憲
法
76
条
３
項
を
み
る
と
、
「
す
べ
て
裁
判

官
は
、
そ
の
良
心
に
従
ひ
独
立
し
て
そ
の
職
権

を
行
ひ
、
こ
の
憲
法
及
び
法
律
に
の
み
拘
束
さ

れ
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

裁
判
官
が
、
そ
の
職
務
権
限
を
行
使
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
外
部
の
権
力
や
裁
判
所
内
部
の

上
級
者
か
ら
の
指
示
に
は
一
切
拘
束
さ
れ
る
必

要
が
な
い
、
と
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。

　

例
え
ば
、
行
政
官
が
、
「
こ
の
法
律
は
、
私

の
良
心
や
憲
法
解
釈
に
反
す
る
の
で
、
個
人
の

判
断
と
し
て
執
行
を
し
ま
せ
ん
」
と
す
る
と
大

問
題
と
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
裁
判
官
は
自
分
の
良
心
と
自
身

の
憲
法
解
釈
・
法
律
解
釈
に
基
づ
き
、
気
に
食

わ
な
い
法
律
を
違
憲
無
効
と
判
断
し
た
り
、
憲

法
に
反
す
る
お
か
し
な
法
律
制
度
を
維
持
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

こ
う
い
う
言
い
方
を
す
る
と
、
「
カ
タ
く
て

マ
ジ
メ
そ
う
な
裁
判
所
が
そ
ん
な
い
い
加
減
な

こ
と
を
し
な
い
で
し
ょ
う
」
と
い
う
声
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
で
す
が
、
日
本
の
最
高
裁
は
、
民

主
主
義
に
つ
い
て
非
常
識
と
も
い
え
る
判
断
を

長
年
敢
行
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

例
を
用
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

東
京
都
内
の
私
立
小
学
校
で
学
級
委
員
を
決

め
る
際
、
ク
ラ
ス
の
担
任
が
、
「
港
区
と
千
代

田
区
か
ら
通
っ
て
い
る
生
徒
に
５
票
与
え
、
中

央
区
と
渋
谷
区
か
ら
通
っ
て
い
る
生
徒
に
は
３

票
、
足
立
区
と
台
東
区
に
通
っ
て
い
る
生
徒
に

は
２
票
、
川
崎
市
か
ら
通
っ
て
い
る
生
徒
に
１

票
と
い
う
形
で
付
与
す
る
」
と
発
表
し
、
生
徒

の
住
所
地
に
よ
っ
て
票
数
を
露
骨
に
差
別
し
た

と
し
ま
す
。

　

も
し
、
実
際
こ
う
い
う
非
民
主
的
な
教
育
運

営
し
て
い
る
教
師
が
い
た
ら
、
気
で
も
狂
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
即
座
に
ク
ビ
を
切

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
国
政
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
「
気
で
も
狂
っ
た
か
」
と
思
わ
れ

る
行
為
が
平
然
と
行
わ
れ
、
最
高
裁
も
こ
れ
を

変
え
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。

　

す
な
わ
ち
、
国
会
議
員
を
選
ぶ
選
挙
に
お
い

て
は
、
投
票
価
値
が
平
等
で
は
な
く
、
鳥
取
県

や
島
根
県
の
方
々
は
５
票
与
え
ら
れ
る
反
面
、

東
京
都
民
は
１
票
し
か
与
え
ら
れ
な
い
、
と
い

う
異
常
な
状
況
が
長
年
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
「
『
多
数
決
』
な
ら
ぬ
『
少
数

決
』
に
よ
る
、
非
民
主
的
な
国
民
代
表
選
出

制
度
」
の
違
憲
無
効
性
が
最
高

裁
で
度
々
審
理
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
「
素
性
も
選
任
プ
ロ
セ
ス

も
よ
く
わ
か
ら
な
い
最
高
裁
の

15
人
の
老
人
た
ち
の
思
想
・
良

心
」
に
照
ら
せ
ば
、
こ
の
よ
う

な
制
度
も
「
違
憲
で
は
な
い
」

と
さ
れ
、
投
票
価
値
の
不
平
等

は
延
々
と
放
置
さ
れ
続
け
て
い

る
の
で
す
。

　

小
学
生
の
学
級
委
員
の
選
出

で
す
ら
許
さ
れ
な
い
非
民
主
的

蛮
行
が
、
国
政
レ
ベ
ル
で
平
然

と
行
わ
れ
、
か
つ
最
高
裁
に
聞

い
て
も
「
別
に
問
題
な
い
。
こ

れ
が
ワ
シ
ら
の
良
心
じ
ゃ
。
黙
っ
て
し
た
が
っ

て
お
れ
」
と
い
う
態
度
が
貫
か
れ
る
の
で
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
裁
判
官
は
、
日
本
国
に
お

け
る
最
高
・
最
強
の
権
力
を
保
持
し
な
が
ら
、

誰
の
指
図
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
自
由
気
ま
ま

に
、
個
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
憲
法
に
よ
っ
て

保
障
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
個
性

の
発
揮
が
極
限
ま
で
否
定
さ
れ
る
行
政
官
僚
と

は
ま
っ
た
く
異
な
る
の
で
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

次
回
は
、
裁
判
所
の
組
織
や
活
動
内
容
を
さ

ら
に
掘
り
下
げ
、
謎
に
満
ち
た
裁
判
所
と
い
う

特
異
な
国
家
機
関
の
実
体
を
さ
ら
に
解
明
し
て

い
き
ま
す
。

（
了
）
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●治療院の接待交際費●

上田曽太郎の初歩の会計教室
第21回

　

飲
食
代

　

治
療
院
を
経
営
す
る
山
田
さ
ん
は
仲
良
く
な

っ
た
患
者
さ
ん
か
ら
一
緒
に
飲
み
に
行
こ
う
と

誘
わ
れ
ま
し
た
。
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
入
っ
た

の
は
安
い
居
酒
屋
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
高
級
ク
ラ

ブ
か
も
と
期
待
し
て
い
た
山
田
さ
ん
は
ガ
ッ
ク

リ
。
気
を
取
り
直
し
て
飲
ん
で
い
る
う
ち
に
ア

ル
コ
ー
ル
が
ま
わ
り
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
帰
り
に
「
お
勘
定
」
と
患
者
さ
ん
が
言
っ

た
の
で
、
お
ご
っ
て
も
ら
え
る
と
思
っ
て
い
た

ら
「
割
り
勘
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
て
、

酔
い
が
さ
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず

居
酒
屋
の
領
収
書
は
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
こ

れ
は
治
療
院
の
事
業
に
係
る
必
要
経
費
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

税
務
上
は
「
専
ら
事
業
の
遂
行
上
必
要
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
」
必
要
経
費
と
し
て
認

め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
山
田
さ
ん
一
人

の
飲
食
代
で
、
接
待
し
て
い
な
い
の
で
必
要
経

費
と
す
る
の
は
無
理
で
す
。
で
は
、
こ
の
ケ
ー

ス
で
、
山
田
さ
ん
が
飲
食
代
を
全
額
負
担
し
患

者
さ
ん
を
接
待
し
た
と
き
は
、
得
意
先
の
接
待

に
な
る
の
で
必
要
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
治
療
院
側
が
患
者
を
接
待

す
る
の
は
常
識
的
に
は
ち
ょ
っ
と
変
で
す
ね
。

患
者
の
悪
い
と
こ
ろ
を
治
す
の
で
、
治
っ
た

患
者
か
ら
接
待
さ
れ
る
の
が
普
通
と
思
わ
れ
ま

す
。
接
待
す
る
客
観
的
な
理
由
が
必
要
で
し
ょ

う
。
で
は
、
従
業
員
を
慰
安
の
た
め
に
居
酒
屋

に
連
れ
て
行
っ
て
そ
の
費
用
を
山
田
さ
ん
が
負

担
し
た
場
合
は
、
そ
の
負
担
額
が
常
識
的
な
額

で
あ
れ
ば
必
要
経
費
に
な
り
ま
す
。

　　

ゴ
ル
フ
の
会
員
権
代
、
年
会
費
、
プ
レ
ー
代

　

山
田
さ
ん
は
最
近
ゴ
ル
フ
に
ハ
マ
っ
て
い
ま

す
。
月
に
一
度
ぐ
ら
い
同
業
者
の
友
達
と
い
っ

し
ょ
に
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
プ
レ
ー

代
は
必
要
経
費
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
ゴ
ル
フ
の
会
員
権
も
安
く
な
っ
て
き
た
の

で
購
入
も
考
え
て
い
ま
す
。
会
員
権
の
代
金

や
、
年
間
の
会
費
は
必
要
経
費
に
な
る
の
で
し

ょ
う
か
？

　

山
田
さ
ん
１
人
分
の
プ
レ
ー
代
は
、
接
待
の

た
め
の
支
出
で
は
な
い
の
で
必
要
経
費
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
全
額
山
田
さ
ん
が
負
担
し
た
と
き

は
、
相
手
が
同
業
者
の
友
人
の
場
合
は
、
そ
の

接
待
し
た
目
的
が
事
業
に
関
連
す
る
も
の
か
ど

う
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
単
に
遊
び
が

目
的
で
あ
れ
ば
当
然
必
要
経
費
に
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
友
人
が
分
院
を
持
っ
て
お
り
、
分
院

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
お
礼
だ

っ
た
ら
ば
、
必
要
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
税
務
調
査
で
領
収
書
し
か
な
か
っ

た
ら
、
口
頭
で
説
明
し
て
も
本
当
か
ど
う
か
調

査
官
か
ら
信
じ
て
も
ら
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
接
待
し
た
相
手
の
会
社
名
、
氏
名
、
接
待

の
目
的
を
領
収
書
の
ウ
ラ
に
そ
の
都
度
記
入
し

て
お
く
習
慣
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

か
つ
て
税
務
調
査
で
過
去
５
年
分
の
交
際
費

に
つ
い
て
、
接
待
し
た
相
手
の
会
社
名
、
氏

名
、
接
待
の
目
的
を
書
面
で
明
ら
か
に
す
る
よ

う
に
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
治

療
院
は
交
際
費
が
業
界
平
均
よ
り
か
な
り
多
か

っ
た
の
で
税
務
署
か
ら
目
を
つ
け
ら
れ
た
よ
う

で
す
。
過
去
５
年
と
言
わ
れ
て
も
事
業
主
は
憶

え
て
い
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
思
い
を
し
た
く
な
か

っ
た
ら
、
あ
や
し
い
支
出
を
経
費
に
入
れ
る
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
ゴ
ル
フ
の
会
員
権
の
購
入
代
は
費
用
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
法
人
で
購
入
す
る
際
は
、
そ

の
名
義
を
法
人
に
す
れ
ば
、
法
人
の
資
産
に
な

り
ま
す
。
年
会
費
は
会
員
権
を
法
人
で
資
産
計

上
し
て
い
る
場
合
は
、
法
人
の
交
際
費
に
な
り

ま
す
。
た
だ
法
人
で
購
入
し
て
も
、
こ
れ
を
役

員
が
個
人
的
な
利
用
し
か
し
な
い
と
き
は
、
交

際
費
で
は
な
く
て
役
員
賞
与
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　　

従
業
員
へ
の
支
出

　

山
田
さ
ん
の
治
療
院
で
は
ス
タ
ッ
フ
が
数
名

働
い
て
い
ま
す
。
夏
に
は
毎
年
慰
安
旅
行
に
温

泉
に
１
泊
２
日
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
費
用

は
全
額
必
要
経
費
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
は
、
従
業
員
も
一
部
負
担
し
そ
の
事
業

主
の
負
担
が
少
額
で
、
そ
の
旅
行
の
期
間
が
４

泊
５
日
以
内
（
海
外
旅
行
で
は
外
国
で
の
滞
在

日
数
が
４
泊
５
日
以
内
）
、
旅
行
に
参
加
し
た

人
数
が
全
体
の
人
数
の
半
分
以
上
で
あ
れ
ば
、

山
田
さ
ん
の
事
業
の
福
利
厚
生
費
と
し
て
必
要

経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。
金
額
が
多
い
と

判
断
さ
れ
る
と
、
そ
の
部
分
は
従
業
員
へ
の
給
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　上田曽太郎の初歩の会計教室
にご質問、ご相談、取上げてほ
しい内容などございましたら、
①質問等内容②ご連絡先③お名
前（匿名の場合はペンネーム）
④開業している方は開業歴をお
書きになり郵送又はＦＡＸで
ひーりんぐマガジン編集部

「初歩の会計教室係」

（FAX03-5296-9056）
までお送りください。

質問をお待ちしてます

与
に
な
り
ま
す
。
旅
行
に
行
か
な
か
っ
た
ス
タ

ッ
フ
に
代
わ
り
に
お
金
を
渡
す
と
、
こ
れ
は
給

与
に
な
り
ま
す
。

　

慰
安
旅
行
に
家
族
や
患
者
さ
ん
友
人
を
招
待

し
た
ら
、
家
族
分
は
個
人
負
担
と
な
り
、
事
業

の
必
要
経
費
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
招
待
者
が
患

者
さ
ん
な
ら
ば
交
際
費
に
な
り
ま
す
。
友
人
は

先
ほ
ど
の
ゴ
ル
フ
の
接
待
と
同
じ
で
す
。

　

山
田
さ
ん
は
ス
タ
ッ
フ
に
新
し
い
手
技
を
学

ば
せ
る
た
め
東
京
に
宿
泊
で
研
修
に
行
か
せ
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
支
出
は
経
費
に
な

る
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
の
研
修
が
治
療
院
の
業
務
を
行
う
た
め
に

直
接
必
要
な
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
研
修
費
と
し

て
必
要
経
費
に
な
り
ま
す
。
同
業
者
団
体
が
主

催
す
る
主
に
観
光
旅
行
を
目
的
と
し
た
団
体
旅

行
は
研
修
費
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
事
業
主
が
行

く
と
個
人
負
担
、
ス
タ
ッ
フ
が
行
く
と
給
与
に

な
り
ま
す
。

　

山
田
さ
ん
の
ス
タ
ッ
フ
が
今
度
結
婚
す
る
の

で
祝
い
金
を
渡
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
必
要
経
費
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

税
務
上
は
、
従
業
員
や
元
従
業
員
、
ま
た
は

そ
の
親
族
な
ど
へ
の
慶
弔
費
は
、
一
定
の
基
準

に
従
っ
て
支
給
さ
れ
る
場
合
は
、
必
要
経
費
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。
慶
弔
費
支
給
規
程
を
作

成
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　　

広
告
宣
伝
費
、
寄
付
金
等
と
の
違
い

　

山
田
さ
ん
は
、
治
療
院
に
み
え
た
患
者
さ
ん

に
治
療
院
の
名
入
れ
タ
オ
ル
を
無
償
で
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
交
際
費
、
そ
れ
と
も
広

告
宣
伝
費
？

　

個
人
事
業
で
は
い
ず
れ
も
必
要
経
費
で
す

が
、
法
人
で
は
後
で
述
べ
る
よ
う
に
交
際
費
に

な
る
と
一
部
ま
た
は
全
額
を
経
費
に
で
き
ま
せ

ん
。
税
務
上
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
手
帳
、
扇

子
、
う
ち
わ
、
手
ぬ
ぐ
い
な
ど
の
物
品
を
贈
与

す
る
た
め
に
通
常
要
す
る
費
用
は
主
と
し
て
広

告
宣
伝
効
果
を
意
図
し
て
支
出
さ
れ
る
の
で
広

告
宣
伝
費
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
治
療
院
の
名

入
れ
タ
オ
ル
は
広
告
宣
伝
費
に
な
り
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
に
施
術
用
の
テ
ー
プ
や
シ
ッ
プ
の

新
製
品
を
試
用
品
と
し
て
提
供
す
る
際
も
、
広

告
宣
伝
費
に
な
り
ま
す
。

　

山
田
さ
ん
の
患
者
さ
ん
に
は
、
よ
く
他
の
患

者
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
が
い

ま
す
。
盆
暮
れ
に
お
中
元
、
お
歳
暮
と
し
て
商

品
券
か
ビ
ー
ル
券
を
渡
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
必
要
経
費
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？

　

こ
れ
ら
の
支
出
は
、
税
務
上
は
接
待
交
際
費

に
な
り
ま
す
。
患
者
の
紹
介
を
生
業
と
し
て
い

る
業
者
に
一
定
の
基
準
で
紹
介
手
数
料
を
支
払

う
と
き
は
、
交
際
費
で
は
な
く
、
紹
介
手
数
料

に
な
り
ま
す
。

　

山
田
さ
ん
に
は
今
度
の
衆
議
院
選
挙
で
応
援

し
て
い
る
候
補
者
が
い
ま
す
。
い
く
ら
か
寄
付

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
事
業
の

必
要
経
費
に
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？

　

事
業
に
関
係
の
あ
る
者
に
対
す
る
接
待
、
供

応
、
慰
安
、
贈
答
な
ど
の
行
為
の
た
め
に
支
出

す
る
費
用
が
交
際
費
で
す
。
選
挙
候
補
者
な
ど

事
業
に
直
接
関
係
の
な
い
者
に
対
す
る
金
銭
贈

与
は
寄
付
金
と
な
り
、
事
業
の
必
要
経
費
と
は

な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
個
人
と
し
て
選
挙
候

補
者
の
後
援
会
に
寄
付
す
る
と
き
は
、
所
得
税

控
除
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　　

個
人
事
業
と
法
人
の
課
税
の
相
違

　

山
田
さ
ん
の
治
療
院
は
業
績
も
良
く
、
同
業

者
の
友
人
か
ら
法
人
成
り
し
た
方
が
い
い
と
い

わ
れ
ま
し
た
。
た
だ
接
待
交
際
費
に
つ
い
て
は

法
人
で
は
一
部
経
費
に
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

　

接
待
交
際
費
に
つ
い
て
の
税
務
上
の
取
り
扱

い
は
、
個
人
事
業
と
法
人
で
相
違
が
あ
り
ま

す
。
個
人
事
業
で
は
、
接
待
交
際
費
は
全
額
必

要
経
費
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
法
人
で
は
、
資

本
金
が
１
億
円
以
下
の
中
小
企
業
の
場
合
、
４

０
０
万
円
ま
で
の
交
際
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の

９
割
が
損
金
（
個
人
事
業
の
必
要
経
費
の
こ
と

を
法
人
で
は
損
金
と
い
う
）
と
し
て
認
め
ら
れ

ま
す
。
１
割
は
所
得
（
法
人
の
所
得
の
こ
と
で

法
人
税
課
税
対
象
に
な
る
）
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
４
０
０
万
円
を
超
え
た
部
分
は
全
額
損

金
に
な
ら
な
い
で
所
得
に
な
り
ま
す
。
山
田
さ

ん
の
昨
年
１
年
間
の
接
待
交
際
費
は
50
万
円
で

し
た
。
法
人
な
ら
ば
、
こ
の
う
ち
９
割
の
45
万

円
が
損
金
に
な
り
、
５
万
円
が
所
得
と
な
り
課

税
対
象
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
平
成
21
年
度
の

税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成
21
年
４
月
１
日
以
降

に
終
了
す
る
事
業
年
度
か
ら
４
０
０
万
円
の
枠

が
６
０
０
万
円
に
拡
が
り
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
法
人
成
り
し
た
友
人
か
ら
、
法

人
で
も
５
０
０
０
円
以
下
の
飲
食
代
は
全
額
損

金
に
な
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
接
待

交
際
費
に
な
る
飲
食
代
で
、
そ
の
一
人
当
た
り

の
支
出
額
が
５
０
０
０
円
以
下
で
、
会
社
の
役

員
、
従
業
員
、
親
族
以
外
へ
の
接
待
で
、
領
収

書
の
ほ
か
、
接
待
し
た
相
手
先
の
会
社
名
、
氏

名
、
そ
の
関
係
、
人
数
を
記
載
し
た
書
類
を
保

存
す
る
こ
と
が
要
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

法
人
の
税
務
調
査
で
は
、
広
告
宣
伝
費
や
福

利
厚
生
費
、
研
修
費
な
ど
接
待
交
際
費
以
外
の

科
目
の
な
か
に
、
接
待
交
際
費
に
な
る
も
の
が

な
い
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
も
し
こ
の

よ
う
な
支
出
が
見
つ
か
れ
ば
、
そ
の
支
出
の
１

割
ま
た
は
全
額
が
損
金
と
な
ら
ず
、
法
人
の
所

得
と
な
り
追
徴
さ
れ
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
の
調
査

官
は
、
そ
の
法
人
の
接
待
交
際
費
が
４
０
０
万

円
前
後
だ
と
、
調
査
ポ
イ
ン
ト
を
こ
の
点
に
絞

っ
て
調
査
を
し
ま
す
。
見
つ
か
る
と
全
額
所
得

加
算
に
な
る
か
ら
で
す
。
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主催：ＮＰＯ法人日本手技療法協会  協賛：一般社団法人日本治療協会（ＪＨＡ）　運営：トータルセラピストコミュニティ（ＴＴＣ）事務局
※８月のＴＴＣセミナーはお休みします。※　当日参加はできません、事前にお申し込みください。定員になり次第、受付を終了します。
都合により日程・開場・内容が変更されることがあります。当日は録音・撮影禁止です。

Ｔ
Ｔ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
予
定

　

Ｔ
Ｔ
Ｃ
（
ト
ー
タ
ル
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
）
セ
ミ
ナ
ー
も
開
始
以
来
１
年
が
経

過
、
知
名
度
も
増
し
各
回
と
も
参
加
者
も
ほ
ぼ

定
員
数
を
集
め
て
い
る
。

　
「
Ｔ
Ｔ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
は
セ
ミ
ナ
ー
開
催
初

期
、
参
加
者
集
め
に
集
中
し
て
い
た
が
最
近
は

若
干
余
裕
が
出
て
き
た
。
地
方
の
手
技
療
法
家

の
た
め
に
東
京
以
外
で
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
検

討
や
組
織
づ
く
り
な
ど
、
幹
事
同
士
が
話
し
合

う
た
め
の
時
間
を
も
て
る
よ
う
に
な
り
、
新
た

な
企
画
や
会
の
将
来
像
も
話
し
合
う
機
会
が
増

え
た
」
と
幹
事
の
一
人
が
言
う
。

　

年
内
に
は
、
東
京
以
外
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
、
会
場
探
し
な
ど

に
当
た
っ
て
い

た
が
特
に
要
望

が
多
か
っ
た
仙

台
市
で
会
場
が

見
つ
か
り
、
10

月
の
第
16
回
Ｔ

Ｔ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー

は
、
仙
台
市
に

あ
る
東
日
本
医

療
専
門
学
校
で

の
開
催
が
決
定

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
幹
事
３
人
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
た
が
、
組
織
強
化
と
幅
広
い
活
動
を
視
野

に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
決
め
た
。
初
代
会

長
に
は
幹
事
の
中
か
ら
木
場
克
己
氏
が
選
任
さ

れ
た
。

　

木
場
会
長
は
、「
幹
事
と
し
て
佐
々
木
伸
幸
氏

（
株
式
会
社
メ
デ
ィ
ケ
ア
英
伸
代
表
）、
星
野
虎

之
助
氏
（
有
限
会
社
セ
ラ
ッ
プ
代
表
）
の
２
人

を
増
員
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
も
参
加
し
た
り
、
各
地
で
Ｔ
Ｔ
Ｃ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
り
、
幅
広
く
手
技
療
法

家
の
役
に
立
つ
企
画
を
打
ち
出
す
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
お
も
し
ろ
い
企
画
や
目
新
し

い
企
画
を
考
え
出
し
、
治
療
家
同
士
の
横
の
連

携
を
強
化
さ
せ
て
、
Ｔ
Ｔ
Ｃ
が
業
界
の
人
た
ち

か
ら
一
目
置
か
れ
る
よ
う
な
存
在
に
な
る
こ
と

を
目
標
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
行
動
を
し
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

　

治
療
家
の
親
睦
を
目
的
に
７
月
20 

日
に
東

京
都
江
東
区
森
下
に
あ
る
「
フ
ッ
ト
ス
ク
エ
ア

江
東
森
下
」
で
Ｔ
Ｔ
Ｃ
主
催
の
第
１
回
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
も
開
催
さ
れ
た
。

　

８
月
は
セ
ミ
ナ
ー
が
休
み
と
な
る
の
で
、
９

月
以
降
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
予
定
日
と
内
容
、
講

師
陣
は
下
記
の
通
り
。
な
お
、
９
月
、
10
月
と

も
会
場
が
変
更
さ
れ
て
い
る
の
で
注
意
。

　

参
加
料
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協

会
お
よ
び
一
般
社
団
法
人
日
本
治
療
協
会
の
会

員
は
５
０
０
０
円
、
一
般
は
８
０
０
０
円　

養

成
所
学
生
は
、３
０
０
０
円
（
要
学
生
証
提
示
）

定
員
は
各
回
50
人
。
な
お
、
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
先
着
順
。

　

申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

Ｔ
Ｔ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
の
人
気
定
着　

毎
回
満
員
の
盛
況
！

10
月
は
仙
台
市
で
開
催

開催日・時間 第１部 第２部

第 15回

9月 27 日（日）

13：00 ～ 17：00

「物理療法と物療機器の応用」物理療法と物療機
器のすべてがわかる～疼痛の種類、物療機器の選
択と美容へのアプローチ法～
講師：山崎隆幸氏（金沢大学医学部保健学科・臨床准教
授）他　協力：株式会社テクノリンク

「競技別トレーニング法とセラバンド・エクササ
イズ」競技別レジスタンストレーニングから痩身
エクササイズまで～芸能人御用達のカリスマスポ
ーツトレーナー～
講師：坂詰真二氏（スポーツ＆サイエンス主宰）

開場：12 時 30 分    開演：13 時 00 分   終演：17 時 00 分
会場：総合学園ヒューマンアカデミー・東京校 ( 東京都新宿区高田馬場 4-9-9　早稲田予備校 13 時ホール６階 )

第 16回

10月 25 日（日）

13：00 ～ 18：00

「マル秘治療法公開 Part1」　スポーツトレーニングの神髄
スポーツ障害のバリエーションと治療法
講師：木場克己・ＴＴＣ会長（コバメディカルジャパン代表）

「マル秘治療法公開 Part2」　明日から使えるマリガ
ンテクニック　マリガンテクニックの理論と実技
講師：丸山正城氏（コスモポリタンメディカル代表）

開場：12 時 30 分    開演：13 時 00 分   終演：18 時 00 分（17 時～ 18 時は懇親会） 
会場：東日本医療専門学校（宮城県仙台市太白区中田 4-4-35）

手
技
療
法
協
会
Ｔ
Ｔ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
係
（
Ｔ
Ｅ

Ｌ
03―

５
２
９
６―

９
０
５
５　

Ｆ
Ａ
Ｘ
03―

５
２
９
６―

９
０
５
６  

Ｅ
メ
ー
ル

：  info@

e-shugi.jp

）
ま
で
。

　

な
お
、
Ｔ
Ｔ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http;//

ttc-j.info

）
で
も
セ
ミ
ナ
ー
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

確
認
や
申
し
込
み
が
で
き
る
。

←木場新会長と各回の講師
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ＮＰＯ法人日本手技療法協会入会のご案内
『会員の種別・入会方法』

【一般会員】
１　「ひーりんぐマガジン」が無料配布されます。
２　会員カードが配布されます。
３　本協会が認める優秀な会員、積極的に協力した会員の表彰制度があります。
４　本協会主催の各種セミナー・研修・講演会に優先参加できます。
５　本協会主催のセミナー・研修費用の割引が受けられます。
６　在庫切れの「ひーりんぐマガジン」のバックナンバーを実費（コピー代）
　　で入手できます。
７　本協会の持つ各種情報の提供を希望により受けることができます。
８　本協会と提携企業の商品割引が受けられます。
９　名刺に「ＮＰＯ法人日本手技療法協会会員」と記載できます。
10　掲示用の会員証を購入することができます。

　　会員会費　入会金無し　年会費　5,000 円
＊入会希望の方は巻末の払込取扱票でお支払い下さい。
　郵便局から年会費を一括でお支払いいただきます。

　【ネット会員】
１　療養費支給申請書発行用ソフトウエア（レセプト発行用ソフト）「レセ Pro
　　(M)」と「レセ Pro(R)」が無償で使えます。
　　※柔道整復師用の「レセ Pro(M)」、訪問マッサージ用「レセ Pro(R)」
２　「ひーりんぐマガジン」が無料配布されます。
３　会員カードが配布されます。
４　本協会が認める優秀な会員、積極的に協力した会員の表彰制度があります。

５　本協会主催の各種セミナー・研修・講演会に優先参加できます。
６　本協会主催のセミナー・研修費用の割引が受けられます。
７　在庫切れの「ひーりんぐマガジン」のバックナンバーを実費（コピー代）
　　で入手できます。
８　本協会の持つ各種情報の提供を希望により受けることができます。
９　本協会と提携企業の商品割引が受けられます。
10　名刺に「ＮＰＯ法人日本手技療法協会会員」と記載ができます。
11　掲示用の会員証を購入することができます。

　会員会費　入会金無し月会費 2,000 円（毎月お支払いいただきます）

　　＊お支払いは口座引き落としになります。
入会ご希望の方はホームページの会員登録からお申し込み下さい。折返し必要
書類を送付いたします。
※注意※　ネット会員と一般会員は会員期間及び会費の納入方法が異なります
のでご注意ください。

『ひーりんぐマガジンの購入方法』
非会員で「ひーりんぐマガジン」の購入を希望する方は、巻末のはがき「ＮＰＯ
法人日本手技療法協会会員申込書」でバックナンバーとしてお申し込み下さい。
会員は送料・手数料込みですが、非会員の方は別途 300 円を御申し受け致します。
なお、非会員の方は定期購読ができませんので、発売後毎回バックナンバーとし
てお申し込みいただきます。在庫のない号はご購入いただけません。

ＮＰＯ法人日本手技療法協会　Mail:info@e-shugi.jp

〒 101-8691 郵便事業（株）神田支店郵便私書箱 53 号
電話　03-5296-9055　FAX　03-5296-9056
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ア
ル
フ
ァ
の
教
育
理
念

　

今
年
設
置
さ
れ
た
柔
道
整
復
学
科
と
は
り
・
き
ゅ

う
学
科
に
つ
い
て
、
同
校
の
西
田
忠
和
理
事
長
は

「
国
家
試
験
合
格
率
は
全
国
平
均
以
上
を
め
ざ
す
」

と
い
う
将
来
的
な
構
想
を
描
い
て
い
る
。

　

高
邁
な
理
想
を
抱
く
裏
に
は
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

予
備
校
教
育
で
有
名
な
河
合
塾
の
立
ち
上
げ
に
か
か

わ
っ
た
と
い
う
西
田
理
事
長
の
自
負
心
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

西
田
理
事
長
は
、
同
校
の
教
育
理
念
を
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

　

「
学
校
自
体
は
創
立
25
年
の
４
半
世
紀
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
わ
が
校
は
社
会
福
祉
、
精
神
保
健

福
祉
の
分
野
で
、
卒
業
生
達
が
地
域
に
密
着
し
た
活

動
を
展
開
し
て
、
高
齢
者
を
幸
せ
に
す
る
介
護
福
祉

の
分
野
で
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

鍼
灸
・
柔
整
の
学
科
は
医
療
福
祉
の
領
域
で
す
が
、

そ
の
技
術
は
古
典
的
な
時
代
か
ら
今
日
ま
で
進
歩
発

展
し
、
私
ど
も
の
日
常
的
な
健
康
管
理
や
癒
し
・
エ

ス
テ
の
分
野
に
ま
で
広
が
る
進
化
の
時
代
を
迎
え
て

い
ま
す
。
わ
が
校
は
軸
足
を
医
療
福
祉
分
野
に
置

き
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
の
養
成
に
徹
し
ま

す
。
と
く
に
、
介
護
者
や
治
療
者
と
し
て
卒
業
す

る
２
、
３
年
後
に
要
求
さ
れ
る
技
術
や
知
識
、
５
年

後
、
10
年
後
に
国
家
資
格
を
持
つ
人
た
ち
の
活
動
分

野
が
ど
の
よ
う
に
ひ
ろ
が
る
の
か
な
ど
、
医
療
福
祉

の
未
来
を
見
据
え
て
、
施
設
や
事
業
所
の
経
営
を
担

え
る
人
材
、
さ
ら
に
、
人
材
育
成
に
携
わ
れ
る
指
導

者
の
育
成
を
も
視
野
に
入
れ
た
専
門
教
育
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ア
ル
フ
ァ
の
卒
業
生
が
職
場
で
認
め
ら

西田理事長

専門学校探訪⑥
学校法人西田学園

柔整学科、はり・きゅう学科を今年新設
「国家試験合格率は全国平均以上
　　　　　　　　 をめざす」西　 田

理事長

　学校法人西田学園の前身は、昭和 54（1979）年にトフルアカデミ

ーとして東京・代々木に日本初の米国大学院留学指導コースを開設

したのが始まりだ。

　昭和 61（1986）年、東京都町田市に現在の学校法人西田学園を設

立、そして平成 11（1999）年、介護保険の開始を機に業態転換を図

り、アルファ福祉専門学校の設置許可、厚生労働省指定・東京都認可

を受け、専門学校として介護福祉士科を開設し、ホームヘルパー養成

コース、社会福祉士養成通信科・精神保健福祉士養成通信科などを開

設。同 21（2009）年４月にアルファ医療福祉専門学校に校名変更し、

医療的な部分の充実をねらいとして柔道整復学科とはり・きゅう学

科を新設した。

　同校の教育理念、カリキュラムの特徴、さらに今後の展望などにつ

いて紹介する。

特集③
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れ
高
い
評
価
を
得
て
い
る
の
も
、
常
に
未
来
を
見
つ

め
て
自
ら
を
研
鑽
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
当
校
の
指

導
理
念
が
貫
か
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
」

　

ま
た
、
柔
道
整
復
師
、
鍼
灸
師
養
成
に
参
入
し
た

理
由
に
つ
い
て
西
田
理
事
長
は
、
柔
整
が
身
体
に
や

さ
し
い
医
療
だ
か
ら
と
話
す
。

　
「
現
在
、
高
度
医
療
技
術
が
目
覚
し
く
発
展
し
て

い
る
が
、
一
方
で
伝
統
医
療
で
あ
る
柔
道
整
復
師
、

接
骨
、
整
骨
、
ほ
ね
つ
ぎ
の
施
術
を
受
け
る
患
者
も

増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
柔
道
整
復
師
の
徒
手
整
復

法
は
副
作
用
の
な
い
無
血
療
法
と
し
て
柔
道
を
通
し

て
人
か
ら
人
へ
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
技
法
で
あ

り
、い
ま
医
学
の
進
歩
と
と
も
に
、身
体
に
や
さ

し
い
医
療
、
西
洋
医
学
に
変
わ
る
医
療
と
し
て

柔
道
整
復
師
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
校

の
柔
道
整
復
学
科
は
西
洋
医
学
の
科
学
的
根
拠

『
Ｅ
Ｂ
Ｍ
（Eviden

ce-B
asedM

edicin
e

）』

と
、
東
洋
の
伝
統
医
学
を
融
合
さ
せ
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
、〝
未
来
の
医
療
の
担
い
手
〟

と
な
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
柔
道
整
復
師
を
育

成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」　

鍼
灸
に
つ
い
て
も
、

鍼
灸
師
の
治
療
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、
従
来
の
病
院
や
治

療
院
に
加
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
業
界
、
美
容
業
界
、
介

護
福
祉
業
界
、
癒
し
業
界
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
広

が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
鍼
灸
を
学
ぶ

学
生
も
高
卒
生
を
始
め
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
経
験
者
、

他
の
医
療
職
か
ら
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
人
、

定
年
退
職
後
の
第
二
の
人
生
に
治
療
家
を
選
ん
だ

人
、
美
容
に
鍼
灸
を
取
り
入
れ
た
い
エ
ス
テ
テ
ィ
シ

ャ
ン
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
手
に
職
を
得
た
い
主
婦

や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
新
た
な
展

開
を
予
測
し
て
い
る
。「
柔
道
整
復
師
、
鍼
灸
師
の

育
成
は
過
去
と
現
在
で
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
養
成
機
関
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
志
願
者
の

裾
野
が
か
な
り
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
」
と
木
下
昭

事
務
局
長
は
説
明
す
る
。

　

そ
も
そ
も
、
同
校
が
柔
道
整
復
師
、
鍼
灸
師
養
成

に
参
入
し
た
の
は
「
介
護
・
福
祉
の
他
職
種
に
比

べ
、
独
立
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
ら
れ
る
の
が
柔

道
整
復
師
、
鍼
灸
師
の
大
き
な
特
徴
で
す
。
そ
こ
で

本
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
を
備
え
た
柔
道
整
復
師
、
鍼
灸
師
を
育
成

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
よ
う
に

養
成
機
関
が
増
え
、
以
前
ほ
ど
独
立
開
業
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
ず
と
患
者
の
対
象
は
高
齢
者
に

な
る
わ
け
で
す
が
、
た
と
え
ば
ヘ
ル
パ
ー
資
格
を
持

つ
柔
道
整
復
師
や
鍼
灸
師
が
施
設
に
行
っ
て
介
護
す

る
か
た
わ
ら
、
本
来
の
お
客
さ
ん
を
獲
得
す
る
こ
と

も
可
能
に
な
り
ま
す
。
競
争
の
激
し
い
市
場
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
点
か
ら
柔
道
整
復
師
、
鍼
灸

師
の
育
成
に
参
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
」

（
木
下
事
務
局
長
）
と
い
う
。

　

い
ず
れ
「
医
療
と
福
祉
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

時
代
が
く
る
」
と
西
田
理
事
長
は
話
す
。
「
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
人
材
の
育
成
が
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
は
不
可
欠
」
と
い
う
考
え
方
が
、
学
生
の
指

導
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
大
き
く
反
映
し
て
い
る
の
が

同
校
の
特
徴
だ
。

　

高
い
合
格
率
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
活
か
し
た
実
践
指
導

　

専
門
学
校
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
は
卒
業
生
を
国

家
試
験
に
合
格
さ
せ
る
こ
と
だ
が
、
西
田
理
事
長

は
、
「
す
べ
て
の
生
徒
の
合
格
を
め
ざ
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
が

予
習
テ
ス
ト
で
す
。
そ
の
日
の
授
業
で
予
定
し
て
い

る
内
容
を
、
授
業
の
前
に
テ
ス
ト
す
る
と
い
う
も
の

で
、
入
学
し
た
最
初
の
授
業
か
ら
毎
日
欠
か
さ
ず
実

施
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
教
員
や
生
徒
か
ら
疑
問
や

不
満
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
す
っ
か
り

定
着
し
、
学
習
の
効
果
が
は
っ
き
り
と
現
れ
て
き
て

い
ま
す
。
漫
然
と
授
業
を
受
け
る
だ
け
で
は
、
自
分

が
何
を
理
解
し
て
い
な
い
か
す
ら
曖
昧
の
ま
ま
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
予
習
を
行
っ
て
受
講
す
る
と

学
習
意
欲
が
高
ま
り
、
復
習
も
進
ん
で
行
う
よ
う
に

な
る
の
で
す
。
難
易
度
の
高
い
社
会
福
祉
士
の
場

合
、
国
家
試
験
の
合
格
率
は
全
国
平
均
は
29
・
１
％

で
す
が
、
本
校
の
今
春
の
合
格
率
は
52
・
９
％
と
非

常
に
高
い
合
格
率
を
例
年
維
持
し
て
い
ま
す
」
と

い
う
。
こ
れ
は
河
合
塾
で
培
っ
た
〝
合
格
の
ノ
ウ
ハ

ウ
〟
が
し
っ
か
り
と
根
付
い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

　

一
方
で
「
２
年
生
に
な
っ
た
ら
治
療
院
の
経
営
に

関
す
る
指
導
も
行
い
た
い
」
な
ど
と
話
し
、
単
な
る

国
家
試
験
対
策
の
み
で
は
な
い
教
育
方
針
を
の
ぞ
か

せ
る
西
田
理
事
長
。
「
お
そ
ら
く
日
本
一
安
い
費
用

で
学
べ
る
」
と
い
う
よ
う
に
授
業
料
は
比
較
的
安

い
。

　

木
下
事
務
局
長
は
「
柔
道
整
復
学
科
と
は
り
・
き

ゅ
う
学
科
は
い
ず
れ
も
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
午
前
部
と
午
後
部

に
分
か
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
２
年
間
に
両
方
の
学
科

を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
介
護
福
祉

科
は
終
日
授
業
の
た
め
併
願
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
実

習
に
重
点
を
お
い
て
お
り
、
３
期
に
分
け
た
う
ち
最

後
の
実
習
は
１
カ
月
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
実
践
力
が

確
実
に
身
に
付
き
ま
す
」
と
話
す
。

　

豊
か
な
人
間
形
成

　

教
員
の
秋
山
佳
彦
氏
は
、
「
治
療
者
も
患
者
さ
ん

も
人
間
で
す
。
私
が
学
ん
だ
先
生
の
言
葉
に
『
人
間

は
四
部
構
成
で
あ
る
。
治
す
の
は
体
だ
け
で
は
な

い
。
体
、
心
、
精
神
、
感
情
の
一
つ
た
り
と
も
欠
く

こ
と
は
で
き
な
い
』
の
教
え
ど
お
り
、
広
い
視
点
で

患
者
さ
ん
に
接
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
生
の
皆
さ

ん
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
。

西田理事長

木下事務局長
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はり・きゅう学科
1 年次 2年次 3年次 合計

入学金 300,000 - - 300,000
授業料 920,000 920,000 920,000 2,760,000
施設設備費 180,000 180,000 180,000 360,000
合計 1,400,000 1,100,000 1,100,000 3,600,000

柔道整復学科
1 年次 2年次 3年次 合計

入学金 300,000 - - 300,000
授業料 920,000 920,000 920,000 2,760,000

施設設備費 180,000 180,000 180,000 360,000
合計 1,400,000 1,100,000 1,100,000 3,600,000

※両学科ともコースは午前部と午後部。教材費用等 100,000 円程度は別途

　

つ
ま
り
、
同
校
が
も
う
一
つ
重
視
し
て
い
る
の
が

「
治
療
の
専
門
家
と
し
て
き
ち
ん
と
人
と
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
性
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ

と
も
大
切
な
課
題
で
す
。
た
と
え
ば
、
一
般
に
柔
整

師
は
整
形
外
科

医
と
折
り
合
い

が
悪
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
お

互
い
が
う
ま
く

連
携
を
と
り
い

ず
れ
も
発
展
し

て
い
る
と
い
う

地
域
も
あ
り
ま
す
。
要
は
人
間
性
の
問
題
と
い
う
の

も
か
な
り
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
学
生
に
は
、
う

ま
く
地
域
で
存
立
基
盤
を
固
め
ら
れ
る
よ
う
な
意
識

を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
。

　

西
田
理
事
長
は
専
門
学
校
の
役
割
の
１
つ
に
地
域

貢
献
を
挙
げ
る
。
「
教
育
機
関
と
し
て
、
常
に
地
域

社
会
へ
の
貢
献
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
９
月
１
日
の
防
災
の
日
に
先
立

っ
て
、
８
月
29
日
に
は
周
辺
住
民
の
方
を
対
象
に
、

災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
救
助
や
応
急
処
置
な
ど
の

実
技
演
習
を
行
い
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
説
明
や
包

帯
、
テ
ー
ピ
ン
グ
の
指
導
は
も
と
よ
り
、
肝
炎
の
患

者
さ
ん
に
対
応
す
る
時
の
感
染
防
止
の
留
意
点
な
ど

も
ご
説
明
す
る
予
定
で
す
」
。

　　

「
卒
業
生
と
は
一
生
つ
き
あ
う
」

　

同
校
で
は
在
校
生
に
対
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
就

業
し
た
卒
業
生
も
大
切
に
し
て
い
く
の
だ
と
い
う
。

　

西
田
理
事
長
は
「
私
た
ち
に
と
っ

て
は
生
徒
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
第
一
の
役
割
と
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
国
家
試
験
に
合
格
さ
せ
る
こ
と
で

す
。
次
に
、
そ
の
後
の
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
や
介
護
に
関
わ
る
法
律
が
改
正

さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
卒
後
教
育

を
通
じ
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
一
生
お
つ
き
あ
い

し
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
が
私
た
ち
の

姿
勢
で
す
。
た
と
え
ば
介
護
士
に
就

業
し
た
場
合
、
２
年
後
に
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
研

修
が
介
護
保
険
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
２
年
後
に
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ッ
プ
研
修
が
あ
り
、

修
了
す
る
と
施
設
長
等
に
な
る
道
が
拓
か
れ
ま
す
。

大
学
化
を
め
ざ
す
学
校
も
多
い
の

で
し
ょ
う
が
、
私
た
ち
は
あ
く
ま

で
職
業
訓
練
校
と
し
て
、
内
容
の

充
実
を
図
り
た
い
」
と
話
す
。

　

こ
う
し
た
体
勢
を
考
え
る
背
景

に
は
、
医
療
・
福
祉
を
取
り
巻
く

環
境
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

い
く
だ
ろ
う
と
の
視
点
に
立
っ
て

い
る
。

　

「
こ
れ
か
ら
の
５
～
10
年
の
間

に
社
会
は
大
き
く
変
化
す
る
で
し

ょ
う
。
医
療
保
険
、
介
護
保
険
、

年
金
保
険
な
ど
い
ず
れ
も
現
在
の
状
態
が
続
く
こ
と

は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
現
在
、
介
護
の
世
界
で
一
番
大

き
い
組
織
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
す
が
、
近
年

で
は
有
料
老
人
ホ
ー
ム
が
急
速
に
伸
び
て
い
ま
す
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
介
護
保
険
ベ
ー
ス
の
も
の
と
、

自
費
負
担
の
割
合
が
ほ
ぼ
半
々
で
す
が
、
サ
ー
ビ
ス

レ
ベ
ル
の
高
い
自
費
負
担
の
施
設
に
人
気
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
今
後
の
見
通
し
と
し
て
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
は
生
活
困
窮
者
の
た
め
の
救
済
施
設
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
介
護
従
事
者
の
態
様
も
変
わ

っ
て
い
く
で
し
ょ
う
」
（
西
田
理
事
長
）
。

　

さ
ら
に
西
田
理
事
長
は
、
治
療
院
の
今
後
に
つ
い

て
「
治
療
だ
け
で
な
く
、
患
者
さ
ん
の
審
美
的
な
ニ

ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
若
い
女

性
は
１
カ
月
に
２
～
４
万
円
を
自
己
投
資
に
使
う
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
正
し
い
医
療
知
識
に

も
と
づ
い
て
、
体
の
中
か
ら
美
し
く
す
る
整
体
治
療

〝
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
エ
ス
テ
〟
と
い
う
分
野
を
確
立
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
東
洋
医
学
と
西
洋
医
学
が

融
合
し
た
形
が
で
き
れ
ば
理
想
だ
と
思
い
ま
す
」

秋山氏
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特別寄稿 　

不
況
時
に
思
う〝
不
況
の
お
か
げ
〟

　
「
不
況
で
も
繁
盛
し
て
い
る
治
療
院
が
あ
る
」

と
い
う
と
、患
者
さ
ん
が
減
っ
て
い
る
先
生
は

う
ら
や
ま
し
く
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
は
、治
療
技
術
だ
け
で
は
な
く
経
営
手

法
な
ど
を
勉
強
さ
れ
て
い
る
先
生
も
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。し
か
し
、上
辺
だ
け
の
ノ
ウ
ハ
ウ

経
営
を
学
ぶ
だ
け
で
は
、不
況
の
中
で
治
療
院

を
繁
盛
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ

ん
。

　

な
ぜ
な
ら
、ノ
ウ
ハ
ウ
経
営
は
す
ぐ
に
マ
ネ

さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、他
の
治
療
院
と
の
差
別

化
が
困
難
だ
か
ら
で
す
。不
況
の
中
で
も
毎
日

ラ
イ
バ
ル
が
増
え
て
い
る
こ
の
業
界
で
す
。差

別
化
が
な
く
て
は
、繁
盛
す
る
わ
け
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

不
況
で
ラ
イ
バ
ル
が
多
く
な
る
時
代
に
は
、

じ
っ
く
り
と
長
期
的
な
こ
と
を
考
え
た
経
営
が

必
要
と
な
り
ま
す
。「
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
も
す

ぐ
に
で
も
患
者
さ
ん
を
増
や
し
た
い
ん
だ
」と

思
わ
れ
る
先
生
も
い
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
残

念
な
が
ら
、そ
う
思
っ
て
い
る
限
り「
不
況
で
も

繁
盛
す
る
治
療
院
」を
つ
く
る
こ
と
は
不

可
能
な
の
で
す
。

　

軽
い
症
状
の
治
療
ば
か
り
を
勉
強
し
て

い
る
先
生
が
、重
症
の
患
者
さ
ん
を
治
療

で
き
な
い
よ
う
に
、景
気
の
い
い
時
の
表

面
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
け
の
経
営
法
を
学
ん
で

い
る
先
生
に
は
、１
０
０
年
に
一
度
と
言
わ
れ

る
不
況
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
の
で
す
。と
は

言
っ
て
も
現
実
問
題
と
し
て
、私
た
ち
は
治
療

の
勉
強
も
あ
り
ま
す
し
、日
々
の
仕
事
も
あ
り

ま
す
か
ら
、新
た
に
不
況
の
た
め
の
経
営
を
勉

強
す
る
時
間
・
資
金
・
労
力
な
ど
が
な
か
な
か
取

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て
、不
況
の
た
め
の
長

期
的
な
経
営
の
勉
強
を
す
る
の
は
確
か
に
大
変

で
す
。し
か
し
、こ
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
る

の
は
何
も
私
た
ち
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。常

に
多
様
な
業
界
が
経
営
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
介
護
事
業
者
や
病
院
な
ど
は
苦
し

い
中
で
も
経
営
努
力
を
し
て
い
ま
す
し
、ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
も
不
況
の
た
め
の
経
営

努
力
は
常
に
行
っ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、当
然

そ
れ
だ
け
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
、不
況
で
も

繁
盛
す
る
治
療
院
な
ど
つ
く
れ
な
い
の
で
す
。

　

好
況
や
不
況
と
い
っ
た
社
会
の
情
勢
に
合
わ

せ
て
経
営
し
て
い
き
な
が
ら
、さ
ら
に
商
品
を

よ
く
し
て
い
く
こ
と
は
、世
の
中
で
は
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
不
況
の
中
で
繁
盛
し
て
い
る
会
社
や
お

店
や
治
療
院
は
、そ
の
努
力
を
怠
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。こ
の
不
況
は
、は
っ
き
り
言
っ
て
よ

い
試
練
な
の
で
す
。

　

門
番
の
試
練
に
打
ち
勝
て
る
か
？

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、あ
な
た
は
門
番
と
い

う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

門
番
と
は
、文
字
通
り
門
の
番
人
の
こ
と
で

す
が
、こ
こ
で
言
う
の
は
あ
な
た
の
深
層
心
理

に
あ
る
門
番
の
こ
と
で
す
。門
番
は
、そ
の
門
に

入
る
価
値
の
な
い
人
間
を
門
の
中
に
入
れ
な
い

よ
う
に
仁
王
立
ち
し
て
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、門
の
中
は
繁
盛
し
て
い
る
治
療
院

の
世
界
だ
と
し
ま
す
。し
か
し
、門
番
が
い
る
の

で
簡
単
に
は
く
ぐ
れ
ま
せ
ん
。そ
う
で
す
、不
況

は
こ
の
門
番
が
起
こ
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

不
況
だ
け
に
限
ら
ず
、あ
な
た
が
今
よ
り
少

し
で
も
成
長
し
よ
う
と
思
う
と
必
ず
こ
の
門
番

が
あ
な
た
の
前
に
現
れ
て
、成
長
意
欲
を
く
じ

く
よ
う
な
試
練
を
与
え
ま
す
。

　

健
康
の
た
め
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
よ
う
と

思
っ
た
日
に
雨
が
降
っ
て
く
る
と
い
う
単
な
る

不
運
と
し
か
思
え
な
い
こ
と
も
、弟
子
の
時
代

に
苦
労
し
た
年
月
な
ど
も
ま
さ
に
こ
の
門
番
の

仕
業
で
す
。

　

門
番
は
、あ
な
た
の
成
長
し
よ
う
と
し
て
い

る
意
識
が
本
気
の
も
の
で
あ
る
か
を
試
し
て
い

る
の
で
す
。こ
の
不
況
と
い
う
試
練
は
、あ
な
た

が
本
当
に
繁
盛
す
る
治
療
院
を
つ
く
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
か
、治
療
家
と
し
て
成
功
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
か
を
試
し
て
い
る
の
で

す
。

　

門
番
は「
繁
盛
す
る
治
療
院
っ
て
い
う
の
は
、

本
当
は
大
変
な
ん
だ
ぞ
。成
功
す
る
っ
て
い
う

の
は
、他
人
が
足
を
引
っ
張
る
し
、や
っ
か
み
も

あ
る
。繁
盛
し
て
い
る
治
療
院
の
う
ら
や
ま
し

い
と
思
え
る
い
い
と
こ
ろ
ば
っ
か
り
見
る
な

よ
。腹
は
く
く
っ
て
い
る
の
か
？
」と
、言
葉
で

は
な
く
現
象
で
、あ
な
た
に
問
い
か
け
て
く
れ

て
い
る
の
で
す
。

　
「
せ
っ
か
く
治
療
院
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
不
況
か
よ
。つ
い
て
い
な
い
な
」と

思
っ
て
い
た
り「
た
だ
で
さ
え
、患
者
さ
ん
が

少
な
い
の
に
不
況
で
追
い
打
ち
を
さ
れ
た
」と

思
っ
て
い
る
先
生
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。こ

の
よ
う
な
不
運
に
見
え
る
も
の
は
、全
て
こ
の

門
番
の
仕
業
な
の
で
す
。

　

こ
の
門
番
の
試
練
に
負
け
た
者
は
、門
の
中

の
住
人
に
は
な
れ
な
い
の
で
す
。し
か
し
、門
番

の
試
練
に
打
ち
勝
っ
た
者
は
そ
の
努
力
が
認
め

ら
れ
、中
に
入
る
価
値
の
あ
る
人
間
と
し
て
門

番
に
認
め
ら
れ
る
の
で
す
。

　

さ
て
、あ
な
た
は
門
番
に
認
め
ら
れ
る
努
力

を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
…
？

　

門
の
中
の
住
人
は「
あ
の
時
の
あ
の
試
練
が

あ
っ
た
お
か
げ
で
…
」と
い
う
の
が
口
癖
の
よ

う
で
す
。あ
な
た
も
将
来「
あ
の
時
の
不
況
の
お

か
げ
で
…
」と
言
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
せ
ん
か
？

Ｅ
Ｔ
Ｃ
治
療
家
戦
略
研
究
会　
　
　

鈴
木
直
人

鈴木直人
健療施術院・院長
ＥＴＣ治療家戦略研究会・代表
平成 4（1992）年、藤沢市で出張整体を始め
る。平成 13（2001）年、臨床治療家養成塾を
発足。同 15（2003）年、ETC 治療家戦略研
究会設立。同 20（2008）年　「うつ病・自律
神経失調症治る人治らない人」出版。現在は
治療院の現場に立ちながら、治療技術から
経営法まで幅広いセミナーを開催する。
http://www.etc-karada.com/
Mail: office@etc-karada.com
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コラム　

区役所の現場から 都内区役所保険給付担当：Ｑ

　

増
え
る
高
齢
者
、
増
え
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
？

　

政
府
が
５
月
29
日
に
閣
議
決
定
し
た
高
齢
化

の
現
状
や
対
策
な
ど
を
ま
と
め
た
平
成
21
年
版

の
高
齢
社
会
白
書
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
全
人
口
に
占
め
る
割
合
が
22
％
を
超
え
、
将

来
、
首
都
圏
で
も
高
齢
化
が
進
む
な
ど
「
本
格

的
な
高
齢
社
会
」
の
到
来
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

白
書
に
よ
る
と
、
平
成
20
年
10
月
１
日
現

在
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
２
８
２
２
万

人
に
達
し
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
22
・
１

％
と
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
さ
ら
に
、
75
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
も
１
３
２
２
万
人
と
前
年

比
52
万
人
増
で
、
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
の
10
・

４
％
に
及
ん
で
い
る
。 

　

平
成
17
年
で
は
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

人
口
が
１
１
６
０
万
人
だ
っ
た
が
、
47
年
に
は

２
倍
の
２
２
３
５
万
人
に
増
加
す
る
見
込
み

で
、
後
期
高
齢
者
の
人
口
が
増
加
し
続
け
る
こ

と
で
、
医
療
費
の
増
加
も
避
け
ら
れ
ず
、
将
来

の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
に
も
影
響
を

与
え
そ
う
だ
。

　

都
道
府
県
別
に
み
た
高
齢
化
率
は
、
東
京
、

愛
知
、
大
阪
な
ど
を
中
心
に
大
都
市
圏
で
は
低

く
、
他
の
地
域
で
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
20
年

現
在
、
最
も
高
齢
化
率
が
高
い
島
根
県
で
は

28
・
６
％
、
最
も
低
い
沖
縄
県
は
17
・
２
％
。

沖
縄
は
17
年
か
ら
４
年
連
続
し
て
高
齢
化
率
が

低
く
、
内
閣
府
は
「
出
生
率
が
高
い
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
国
の
指
摘
か
ら
、
皆
さ

ん
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
ま
す
か
？

　

30
年
後
な
ん
て
先
の
こ
と
は
知
ら
な
い
よ
、

そ
ん
な
に
長
く
生
き
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い

し
、
と
考
え
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
か
く
言
う
私
も
、
そ
ん
な
に
長
く
生
き

ら
れ
な
い
と
思
う
し
、
そ
の
つ
も
り
も
な
い
。

ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
が
ベ
ス
ト
な
生
き
方
と
考
え

て
い
る
。

　

私
は
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
て
も
、
公
の
推

計
で
は
（
こ
れ
が
ま
た
最
近
間
違
い
が
多
い
の

だ
が
）
、
高
齢
者
が
増
加
す
る
と
い
っ
て
い

る
。
ま
す
ま
す
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
マ
ー
ケ

ッ
ト
は
拡
大
す
る
。

　

事
実
、
シ
ル
バ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
は
減
る
ど
こ
ろ

か
、
国
の
補
正
対
応
で
介
護
従
事
者
の
報
酬
が

手
厚
く
な
っ
た
り
、
資
格
取
得
の
た
め
に
補
助

金
が
出
た
り
と
、
介
護
業
界
だ
け
で
も
収
益
に

つ
な
が
る
措
置
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
減
少
す

る
こ
と
は
な
い
。
し
か
も
、
最
近
で
は
在
宅
で

安
心
、
安
全
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
用
具
が
開
発
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

需
要
自
体
も
増
え
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
に
つ
い
て
も
各
自
治
体

で
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

た
め
、
そ
う
い
っ
た
事
業
に
つ
い
て
も
多
く
の

企
業
が
注
目
し
て
出
資
し
て
い
る
。

　

年
寄
り
を
食
い
物
に
す
る
な
ん
て
、
と
思
っ

て
い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
や
は
り

シ
ル
バ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
は
注
目
株
で
あ
ろ
う
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
…
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
？

　

５
月
16
日
、
日
本
で
初
め
て
と
な
る
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
Ｓ
Ｗ
Ｌ
）
の
最

初
の
３
例
が
神
戸
市
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
。

６
月
25
日
に
は
日
本
の
感
染
者
数
が
１
０
０
０

人
を
突
破
し
た
と
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

が
発
表
し
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
次
ぐ
世
界
で
８

番
目
の
感
染
者
数
と
な
っ
た
。
弱
毒
性
と
は
い

え
、
世
界
的
に
は
死
者
も
出
て
い
る
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、
医
療
従
事
者
で
も
あ

る
皆
様
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す

か
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
日
本
に
上
陸
し
た

前
後
か
ら
マ
ス
ク
が
爆
発
的
に
売
れ
て
、
店
頭

に
は
完
売
御
礼
で
は
な
く
、
完
売
お
詫
び
の
張

り
紙
が
し
て
あ
り
、
さ
ら
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

用
品
や
液
体
石
鹸
な
ど
も
驚
異
的
に
売
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
事
実
、
衛
生
用
品
を
扱
っ
て

い
る
企
業
の
倉
庫
に
は
在
庫
が
な
く
な
り
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
特
需
で
生
産
が
追
い
つ
か
な
い

状
況
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

景
気
低
迷
に
よ
り
旅
行
客
が
減
る
中
、
追
い

討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
さ

ら
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
出
て
し
ま
っ
た
旅
行

業
界
に
は
う
ら
や
ま
し
い
話
で
あ
る
。

　

皆
さ
ん
も
医
療
従
事
者
と
し
て
、
マ
ス
ク
の

着
用
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
は
行
わ
れ
て
い
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NPO法人日本手技療法協会
〒101-8691　郵便事業(株)神田支店郵便私書箱53号
Tel：03-5296-9055　Fax：03-5296-9056　　Mail:info＠e-shugi.jp

【お問い合せ・申込先】

厚生労働省・経済産業省認定　
認定個人情報保護団体　ＮＰＯ法人日本手技療法協会　主催

特別セミナー

入場無料

目　的：治療院業界のおける個人情報の保護と取り扱い
　　　　方法、そしてＳＰマークに関してわかりやすく
　　　　解説する。
主　催：NPO 法人日本手技療法協会
共　催：日本治療協会
日　時：	

入場料：無料

講　師：松尾英彦（個人情報保護士）他
会　場：ボディバランスアカデミー　内教室　東京都千代田区神田淡

路町１－１－１　ＫＡ１１１ビル３階（東京メトロ淡路町
駅、新御茶ノ水駅、都営地下鉄小川町駅、Ａ５出口　徒歩
１分）（ＪＲ神田駅　徒歩８分、ＪＲお茶の水駅　徒歩８分）

締　切：先着順で満員になり次第受付終了（会員優先）
申込方法：「治療院名」、「参加者名」、「住所」、「連絡先電話番号」と
　　　　　「個人情報の特別セミナー参加希望」と明記し電話、郵送、
　　　　　Fax、Ｅメールのいずれかでお申し込みください。

８月 22日 ９月 26 日
10 月 24 日 11 月 21 日
12 月 19 日 すべて土曜日
時間はいずれも 17:00 ～ 18:00

る
と
思
い
ま
す
が
、
秋
口
に
も
こ
れ
ま
で
以
上

の
第
二
波
の
感
染
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
こ
と

が
起
こ
っ
て
は
遅
い
の
で
早
め
早
め
の
十
分
な

対
策
を
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

衆
議
院
議
員
選
挙
の
行
方

　

こ
れ
ま
で
何
か
と
政
争
の
場
に
出
て
き
た

『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』
で
あ
る
が
、
最
近

は
そ
の
姿
を
政
治
の
舞
台
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で

見
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

　

昨
年
の
今
頃
は
野
党
議
員
が
口
を
開
け
ば
、

「
高
齢
者
い
じ
め
の
こ
ん
な
制
度
は
辞
め
ろ
、

廃
止
だ
」
の
一
点
張
り
で
あ
っ
た
。

　

区
民
の
方
は
と
い
う
と
、
ク
レ
ー
ム
を
言
っ

て
く
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
も
、
一
時
期

問
題
視
さ
れ
て
い
た
年
金
天
引
き
に
つ
い
て
も

「
や
め
て
く
れ
」
と
い
う
よ
り
も
「
面
倒
だ
か

ら
年
金
か
ら
引
い
て
く
れ
れ
ば
納
め
忘
れ
も
な

い
の
に
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
特
に
保
険

料
の
督
促
状
を
送
っ
た
時
な
ど
は
、
「
勝
手
に

お
前
の
と
こ
ろ
で
年
金
か
ら
引
く
っ
て
決
め
た

の
だ
か
ら
、
年
金
か
ら
引
け
ば
良
い
じ
ゃ
な
い

か
」
と
も
言
わ
れ
て
し
ま
う
。
ま
っ
た
く
も
っ

て
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
あ
る
。

　

私
た
ち
も
や
れ
る
の
な
ら
ば
そ
の
よ
う
に
し

た
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
は
法
律
や
規

則
等
、
決
ま
り
ご
と
と
い
う
大
き
な
壁
が
あ
る

た
め
、
思
い
通
り
に
は
い
か
な
い
も
の
で
あ

る
。

　

年
金
か
ら
保
険
料
を
い
た
だ
く
際
に
は
、
２

カ
月
以
上
も
前
に
国
保
連
に
デ
ー
タ
を
送
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
然
な
が
ら
そ
の
前
に
も

介
護
保
険
料
と
の
調
整
等
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
言
わ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
わ
か

り
ま
し
た
と
は
い
え
な
い
仕
組
み
で
あ
る
。
そ

こ
が
役
所
と
い
わ
れ
れ
ば
役
所
な
の
だ
か
ら
仕

方
が
な
い
。

　

話
を
元
に
戻
す
が
、
今
年
、
東
京
で
は
衆
議

院
議
員
選
挙
の
前
哨
戦
と
い
わ
れ
て
い
る
東
京

都
議
会
議
員
選
挙
が
７
月
12
日
に
行
わ
れ
る
。

か
く
言
う
私
も
そ
の
お
手
伝
い
と
し
て
、
投
票

所
や
開
票
所
で
ひ
と
働
き
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
投
票
用
紙
を
配
っ
た
り
す
る
わ
け
だ
が
、

そ
の
票
の
行
方
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
結
果
は

ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。

　

本
誌
が
世
に
出
る
こ
ろ
に
は
、
都
議
会
議
員

選
挙
も
終
わ
り
、
衆
議
院
議
員
選
挙
真
っ
最
中

か
も
し
れ
な
い
。

　

選
挙
が
終
わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
医
療
制
度

が
大
き
く
変
わ
る
も
の
と
は
思
わ
な
い
し
、
思

い
た
く
も
な
い
。

　

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、

大
き
な
変
化
を
望
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

少
な
い
負
担
で
き
ち
ん
と
病
院
に
行
け
れ
ば
い

い
の
だ
か
ら
。

　

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
？ 

是

非
本
誌
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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手技療法家の手技療法家の手技療法家の
わ

関西編Vol.2

リレーエッセイ

「はじめまして」

クローバー鍼灸整骨院　新原広子

　中元先生から紹介をいただいた大
阪府の南部、だんじりの町として有
名な岸和田市で「クローバー鍼灸整
骨院」を開業している新原広子です。
　中元先生は、何の知識も持たずに

飛び込んだ私に業界のことを一から丁寧に教えていただいた
師であり、今でも一緒にスキルＵＰを目指して、切磋琢磨し
ている良き友でもあります。
　私は大学卒業後、家庭に入り、その後、社会に出て子供服
販売の仕事に就いていたのですが、鍼灸師として働き始めて
いた妹の仕事内容を聞くにつれ、私にも、やりがいのある何
かできることがあるかも知れないと思い心機一転、この業界
に飛び込みました。学校へ通う３年間、良き友に恵まれ、支
えてもらいながら柔整師としての一歩を踏み出すことができ
ました。
　女性の社会進出が著しい現代は、女性の患者様も多く、女
性の治療家に対するニーズがあることを肌で感じとり、妹と
一緒に鍼灸整骨院を開業する決心をしました。
　院名の“clover”に私たちの思いが込められています。
　“clover”には４つの意味があり、fame（名声）、weealth（富）、
faithful  lover（満ち足りた愛）、glorius  health（素晴らし
い健康）、そして何より“clover”には“love”（愛）が隠れ
ています。
　現代のストレス社会において、男女を問わず、うつ症状か
ら日常のさまざまな愚痴まで、しっかりと耳を傾けて聞いた
うえで、手技により身体の緊張を取り除いていくトータルな
メンタルケアが必要であると実感しています。また女性の場
合は、ホルモンバランスから起こる身体の変調も大きく、同
じ女性として的確に助言できるように、常にアンテナを張っ
ておく必要性も感じています。
　治療院では、安心で心地よく感じられる「疲れたカラダを
ココロで癒す空間」をスタッフ一同モットーにしています。
併設しているサロンの方では、フェイシャルマッサージやア
ロママッサージ、美容鍼灸を取り入れています。
　女性の場合、身体が元気になってくると〝綺麗になりたい〟
という欲求が起こってきます。痛くて辛い時には表情も暗く
なりがちですが、痛みが取れてくると明るくなってきて、さ
らに外へ出ようとする気持ちが生まれてきます。そうすると、
ココロとカラダに余裕が生まれ、物事をポジティブにとらえ
られるようになって、笑顔で毎日を過ごせるようになります。
　実際に美容と健康は表裏一体で、手技により血行が良くな
り、精神的にも肉体的にも効果が倍増していくのを目の当た
りにして、その過程をお手伝いすることで私自身も楽しみを
いただいています。これは年齢と関係がないので高齢者の方
にも少しずつ取り入れていただくようにしています。
　でも、関東に比べると、まだまだ関西は健康と美容に対す

る意識が低いように感じられます。さらに地域柄、近所づき
あい、親戚づきあいが密接なところが残っているので、「○○
さんの手前恥ずかしい」など、世間体を気にする人も少なか
らずいるので、もっと掘り下げて説明し、理解していただけ
るようにしたいと思っています。
　今、整骨院経営は大変な時期に来ていることを実感してい
ます。特に、療養費の厳格化、不況下における来院数の減少
などです。
　でもこの状況に逆らって敢えて、この６月から休診日を増
やしました。この時期だからこそ、世の中や業界の動向の把握、
治療技術の向上、他の先生方との交流においての意見交換や
助言などを、じっくりと考える時間が必要だと思ったからで
す。このことで、私をはじめスタッフ全員にココロとカラダ
にゆとりが生まれ、患者様を笑顔で迎えることができて自分
の持てる力を発揮できる、それが患者様のココロとカラダの
向上へと繋がると考えているからです。
　次回は、ともに３年間を学び、現在は指圧学会・耳つぼ等
の勉強会でも一緒に学んでいる、林　裕也先生を紹介します。
元競輪選手である林先生は、スポーツ障害の患者様の治療を
得意とするユーモアたっぷりでとても頼りになる先生です。
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NEWS３
　

癒
し
フ
ェ
ア
は
「
美
し
く
生
活
す
る
た
め
に

多
く
の
〝
癒
し
〟
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
」
を

テ
ー
マ
に
、
８
月
８
日
（
土
）
・
９
日
（
日
）

の
両
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
8
回
目
が
開

催
さ
れ
る
。

　

昨
年
は
３
万
３
０
０
０
人
の
来
場
者
数
を
動

員
し
た
、
癒
し
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
は
最
大
級
の

催
し
だ
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
心
と
カ
ラ
ダ
そ
し
て
地
球

に
や
さ
し
い
癒
し
関
連
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が

一
度
に
〝
体
感
〟
で
き
る
総
合
見
本
市
で
、
癒

し
関
連
に
関
心
の
高
い
企
業
・
サ
ロ
ン
オ
ー
ナ

ー
・
バ
イ
ヤ
ー
・
一
般
女
性
が
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ

ッ
ト
。
「
癒
し
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
業
界
は
実
に

幅
広
く
、
無
限
の
可
能
性
を
も
つ
業
界
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
一
般
の

女
性
に
多
く
の
癒
し
の
商
品
、
商
材
、
サ
ー
ビ

ス
、
概
念
な
ど
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
癒

し
業
界
の
さ
ら
な
る
市
場
拡
大
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
と
い
う
機
会
が
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
」
と
関
係
者
は
言
う
。

　

癒
し
フ
ェ
ア
は
、
多
種
多
様
な
「
癒
し
」
を

実
際
に
見
て
、
触
れ
て
、
体
験
す
る
こ
と
を
重

本
誌
持
参
で
入
場
無
料
！

視
し
て
お
り
、
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な

も
の
を
選
別
す
る
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
動
向
は

も
ち
ろ
ん
、
癒
し
に
関
心
の
高
い
企
業
、
サ
ロ

ン
オ
ー
ナ
ー
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

「
女
性
を
制
す
る
施
術
院
は
成
功
す
る
」
と

言
わ
れ
る
昨
今
、
国
家
資
格
者
、
民
間
資
格
を

問
わ
ず
施
術
家
は
、
一
度
は
見
て
お
き
た
い
イ

ベ
ン
ト
だ
。

　

ま
た
、
多
彩
な
ゲ
ス
ト
も
講
演
者
、
出
演
者

と
し
て
登
場
す
る
予
定
。

　

本
誌
読
者
は
、
癒
し
フ
ェ
ア
会
場
前
の
受
付

で
「
ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
24
号
」
を
提
示
す

れ
ば
、
無
料
で
入
場
パ
ス
が
も
ら
え
る
。

　

開
催
日　

平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
８
月
８

日
（
土
）
・
９
日
（
日
）

　

開
催
時
間　

10
時
～
18
時
（
8
日
）　

10
時

～
17
時
（
９
日
）

　

開
催
場
所　

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト　

西
１
・

2
ホ
ー
ル

　

ア
ク
セ
ス　

ゆ
り
か
も
め
「
国
際
展
示
場
正

門
駅
」
下
車
す
ぐ

　

入
場
料　

１
０
０
０
円

　

※
「
ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
24
号
」
の
提
示

で
入
場
無
料

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ

：http

：//w
w

w
.a-advice.com

　

問
い
合
わ
せ
先　

株
式
会
社
フ
レ
イ
ア
（
電

話　

03―

３
２
２
１―

５
７
９
１
）
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勝
ち
組
治
療
院
の

Ｐ
Ｃ
Ｃ
主
宰

　

花
谷
博
幸

vol.19

ツ
ボ

花
谷
博
幸　
（
は
な
た
に
・
ひ
ろ
ゆ
き
）

Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
）
主
宰
'89
年
か
ら
３
年
間
中

国
留
学
。
'94
年
早
稲
田
医
療
専
門
学
校
針
灸
科
卒

業
。
現
在
埼
玉
県
富
士
見
市
に
て
現
役
診
療
中

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp

://w
w

w
.e-p

cc.jp
/

無
料
メ
ル
マ
ガ
・
ブ
ロ
グ
公
開
中

分
院
候
補
の
柔
整
師
急
募
中

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
質
問
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
質
問
の
あ
る
方
は
ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
編
集
部
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
03―

５
２
９
６―
９
０
５
6
）
か
メ
ー
ル
（edit@

healingm
.com

）
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

質
問

い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
に

入
っ
て
不
景
気
な
の
か
患
者
さ
ん
の
リ
ピ

ー
ト
率
が
大
き
く
下
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
景
気

認
識
と
自
由
診
療
の
生
き
残
り
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

34
歳　

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
ー　

回
答　

花
谷
博
幸
で
す
。

　

２
０
０
９
年
の
中
心
と
な
る
セ
ミ
ナ
ー

コ
ン
テ
ン
ツ
は
「
不
況
対
策
」
で
す
。
過
去
３
、
４
年
は

数
字
上
バ
ブ
ル
状
態
で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
上
場
企
業
は

過
去
最
大
の
利
益
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
が
、
個
人
所
得
は

変
わ
ら
な
か
っ
た
た
め
国
民
の
ほ
と
ん
ど
は
バ
ブ
ル
の
認

識
が
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
企
業
の
福

祉
は
か
な
り
ゆ
と
り
が
あ
り
ま
し
た
し
、
社
員
経
費
も
か

な
り
多
く
使
え
た
よ
う
で
す
。

　

景
気
認
識
に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
も
私
の
勝
手
な
解
釈

な
の
で
当
た
る
、
当
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

意
見
と
し
て
取
り
上
げ
る
か
ど
う
か
を
自
分
で
判
断
し
て

く
だ
さ
い
。

　

私
の
考
え
て
い
る
10
年
後
の
日
本
は
低
成
長
、
少
子
高

齢
化
、
人
口
減
少
、
２
極
化
。
さ
ら
に
、
失
業
率
は
上
が

り
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
業
界
で
パ
イ
の
縮
小
が
起
こ
る

策
シ
フ
ト
を
し
っ
か
り
敷
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

誌
面
で
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
こ
の
１
、
２
年
で
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
社
会
現

象
は
精
神
疾
患
の
患
者
さ
ん
の
増
大
と
社
会
的
公
認
の
動

き
で
す
。

　

「
ぷ
ち
ウ
ツ
」
な
ん
て
言
葉
が
流
行
っ
た
の
が
良
い
例

で
す
。
言
葉
の
流
行
は
現
象
が
あ
る
一
定
値
に
な
る
ま
で

表
面
化
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
現
象
が
あ
る

一
定
数
値
を
超
え
る
と
一
気
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

す
で
に
皆
様
の
治
療
院
に
も
精
神
疾
患
を
も
つ
患
者
さ

ん
が
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

　

治
療
院
、
治
療
家
に
そ
れ
ら
を
ケ
ア
す
る
ス
キ
ル
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
?

　

ま
た
、
そ
れ
を
治
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
?

こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

治
療
業
界
で
い
え
ば
、
自
由
診
療
が
ま
ず
そ
の
最
初
の

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
す
で
に
自
由
診

療
で
行
っ
て
い
る
治
療
院
の
成
績
は
緩
や
か
に
落
ち
続
け

て
い
ま
す
。
あ
る
の
は
勝
ち
組
と
負
け
組
の
明
確
化
の

み
、
こ
れ
は
今
後
さ
ら
に
進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
患
者
さ
ん
た
ち
の
経
済
状
態
が
ど
う
な

る
か
が
重
要
で
す
。
現
在
は
地
域
格
差
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
全
国
区
で
落
ち
込
ん
で
い
き
ま
す
。
い
ま
や
生

活
保
護
家
庭
は
１
０
０
軒
に
３
軒
、
失
業
率
は
公
表
で
５

％
で
す
。

　

当
院
で
も
２
０
０
９
年
初
め
の
株
価
暴
落
時
に
は
主
婦

層
が
き
れ
い
に
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
婦
が
も

っ
と
も
景
気
に
敏
感
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
今
、
治
療
院
経
営
者
が
す
べ
き
こ
と
は
不
況
対

　

勉
強
不
足
の
状
態
で
対
処
す
れ
ば
ト
ラ
ブ
ル
が
増
大
す

る
だ
け
で
す
。
「
ク
レ
ー
マ
ー
」
と
い
う
言
葉
も
社
会
現

象
と
し
て
市
民
権
を
こ
の
数
年
で
得
ま
し
た
し
ね
。

　

あ
く
ま
で
私
見
で
す
が
、
精
神
疾
患
の
患
者
さ
ん
を
治

療
家
が
治
療
を
す
る
の
は
越
権
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
治
療
の
一
環
と
し
て
、
来
院
で
き
る
患
者
さ
ん
で
ス

ト
レ
ス
に
よ
っ
て
起
こ
る
心
と
体
の
不
調
の
治
療
は
か
な

り
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

　

し
か
し
、
そ
れ
は
今
ま
で
の
不
定
愁
訴
の
治
療
と
は
全

く
違
う
治
療
に
な
る
は
ず
で
す
。
私
は
そ
れ
が
治
療
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
だ
と
思
い
ま
す
が
…
。

　

実
は
そ
こ
に
巨
大
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
対
処
で
き
る
治
療
院
は
大
き
く
伸
び
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
れ
に
は
疾
病
観
察
を
し
て
い
て
は
ダ
メ
で
、
人
間

観
察
が
で
き
る
よ
う
な
視
点
を
持
つ
こ
と
が
治
療
家
に
と

っ
て
、
こ
れ
か
ら
不
可
欠
な
要
素
に
な
り
ま
す
。
ず
っ
と

言
わ
れ
続
け
た
「
心
の
時
代
」
が
こ
こ
で
本
当
に
到
来
し

た
の
で
す
。

　

あ
と
私
は
自
由
診
療
の
生
き
残
り
に
つ
い
て
は
、
２
極

化
を
意
識
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
価
格
帯
商
品
と
低
価
格
帯
商
品
を
用
意
で
き
る
か
ど
う

か
。

　

そ
れ
は
10
分
１
０
０
０
円
と
１
２
０
分
１
２
０
０
０
円

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
広
い
受
け

皿
か
、
ま
た
は
ど
ち
ら
か
に
特
化
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

　

多
く
の
自
由
診
療
は
４
０
０
０
円
～
５
０
０
０
円
と
い

う
価
格
帯
な
は
ず
で
す
。
こ
れ
を
消
す
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
シ
フ
ト
を
変
え
る
こ
と
が
自
由
診
療
に
お
け
る
最

大
の
生
き
残
り
策
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

最
後
に
付
け
加
え
る
と
、
経
済
が
悪
化
す
る
と
必
ず
社

会
が
乱
れ
ま
す
。
必
ず
人
々
の
心
が
荒
み
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
で
も
、
社
会
に
と
っ
て
必
要
な
お
店
に
な
れ

る
か
ど
う
か
。

　

今
の
患
者
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
必
要
な
お
店
で
は
な

く
、
社
会
に
と
っ
て
必
要
な
お
店
に
な
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
ろ
そ
ろ
近
所
の
う
る
さ
い
オ
ヤ
ジ
が
地
域
社
会
に
必

要
に
な
る
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

勝
ち
組
へ
の

ツ
ボ

不
景
気
に
も
乗
る
お
店
を
つ
く
ろ
う
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日
本
手
技
療
法
協
会
で
は
、
接
骨
院
開
業
セ

ミ
ナ
ー
を
毎
月
開
催
し
て
い
る
（
詳
細
は
18
ペ

ー
ジ
）
。

　

接
骨
院
の
開
業
に
は
、
立
地
、
資
金
、
設

備
、
内
装
レ
イ
ア
ウ
ト
、
広
告
宣
伝
、
各
種
届

出
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
。

　

で
は
、
い
ざ
〝
開
業
〟
と
な
っ
た
と
き
に
、

具
体
的
に
何
を
ど
う
い
う
順
序
で
考
え
て
い
け

ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
と
く
に
新
規
に
開
業
す

る
人
に
と
っ
て
は
難
解
な
パ
ズ
ル
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

　

開
業
セ
ミ
ナ
ー
で
講
師
を
務
め
る
接
骨
院
開

業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
主
任
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
川

嶋
隆
司
氏
に
話
を
聞
い
た
。

開
業
前
の
心
構
え
と
備
え

こ
ん
な
人
は
開
業
し
て
は
い
け
な
い

特集④　開業セミナーに見る柔整師気質

ＮＰＯ法人日本手技療法協会主催　接骨院開業セミナー
接骨院開業アドバイザー　主任コンサルタント　

川嶋  隆司氏

開
業
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
相
談
者
と
１
対
１

で
90
分
間
の
個
別
相
談
と
い
う
形
式
を

と
っ
て
い
る
。
受
講
者
が
他
人
に
聞
か
れ
た
く

な
い
こ
と
も
気
兼
ね
な
く
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
だ
。

　

ど
の
よ
う
な
相
談
が
多
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

「
い
ち
ば
ん
多
い
の
は
、
や
は
り
開
業
資
金

と
物
件
探
し
の
問
題
で
し
ょ
う
。
接
骨
院
を
経

営
し
て
い
く
ノ
ウ
ハ
ウ
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
以

前
の
、
接
骨
院
と
い
う
も
の
を
立
ち
上
げ
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
と
い
う
相
談
が
多

い
で
す
。
い
っ
た
い
い
く
ら
あ
れ
ば
開
業
で
き

る
の
か
、
ま
た
、
場
所
は
ど
う
や
っ
て
探
し
た

ら
い
い
の
か
。
中
に
は
、
い
っ
た
い
ど
の
く
ら

い
の
売
り
上
げ
を
見
込
ん
だ
ら
い
い
の
か
と
い

う
ご
質
問
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
ご

本
人
が
わ
か
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
」

　

開
業
資
金
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え

方
を
し
て
、
ま
た
実
際
に
い
く
ら
あ
れ
ば
開
業

で
き
る
の
か
。

　

「
当
然
、
ま
ず
初
め
に
箱
（
店
舗
）
で
す
。

〝
箱
〟
が
あ
っ
て
〝
設
備
〟
が
あ
っ
て
、
そ
の

中
で
〝
人
〟
が
働
く
。
そ
の
３
つ
を
明
確
に
す

る
と
、
総
経
費
が
見
え
て
き
ま
す
。
総
経
費
と

自
己
資
金
を
比
べ
て
、
そ
こ
で
い
く
ら
足
り
な

い
の
か
が
わ
か
る
。
受
講
さ
れ
る
多
く
の
人

は
、
資
金
の
こ
と
を
先
に
考
え
る
ん
で
す
。
い

っ
た
い
最
低
限
い
く
ら
必
要
な
の
か
、
そ
の
金

額
で
ど
の
く
ら
い
の
規
模
の
こ
と
が
で
き
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
。
そ
れ
は
、
逆
な
ん

で
す
」

　

セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
に
は
、
ど
う
い
う
人
が
来

る
の
だ
ろ
う
か
。

　

「
現
在
接
骨
院
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
人
、
学

生
さ
ん
、
他
業
種
か
ら
参
入
す
る
人
な
ど
で

す
。
勤
務
柔
整
師
は
施
術
を
専
門
に
行
っ
て
い

た
人
と
、
分
院
長
的
立
場
で
経
営
や
人
材
育
成

に
も
参
加
し
て
い
た
人
な
ど
が
い
ま
す
。
最

近
、
多
店
舗
展
開
し
て
い
る
接
骨
院
な
ど
で
、

分
院
長
に
新
店
舗
を
探
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を

箱
、人
、設
備
が
初
期
の
経
費
。ま
ず
は
資
金
計
画
を
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よ
く
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
う
い
う
人
は
、

独
立
す
る
と
き
も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
ね
」

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
と
く
に
こ
れ
と
い
っ
た
資
料

は
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。

　

「
必
要
な
資
料
が
あ
れ
ば
、
後
日
提
供
し
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
書
い
て
あ
る
こ
と
を
読
ん
で

も
、
具
体
的
に
相
談
者
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
見
え

て
こ
な
い
と
、
ピ
ン
と
来
な
い
か
ら
で
す
。
会

話
し
な
が
ら
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
自
分
が
本
当
に

必
要
な
も
の
、
自
分
の
思
い
を
記
述
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
次
の
私
と
の
接
点
が
で
き
、
よ
り

具
体
的
な
つ
っ
こ
ん
だ
相
談
に
変
わ
っ
て
い

き
、
問
題
意
識
が
よ
り
具
体
的
に
な
っ
て
い
く

か
ら
で
す
」
。

　

「
売
り
上
げ
を
出
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
給
与
、

家
賃
な
ど
の
固
定
費
を
出
し
、
顧
客
管
理
も
し

て
み
る
。
い
ろ
い
ろ
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る

は
ず
で
す
。
事
前
に
そ
う
い
う
時
間
が
持
て
れ

ば
、
実
際
に
開
業
さ
れ
た
と
き
、
『
こ
ん
な
は

ず
で
は
な
か
っ
た
』
と
い
う
事
態
は
あ
ま
り
な

い
は
ず
で
す
。
実
際
に
勤
務
先
で
、
分
院
長
な

ど
店
を
任
さ
れ
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
や
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
」

　

「
出
店
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
た
ら
、
今

度
は
設
備
で
す
。
す
べ
て
を
手
技
で
や
る
の
が

一
番
だ
と
考
え
た
と
し
て
も
、
最
初
か
ら
人
手

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
機
械
を
導
入

す
る
。
保
険
用
の
機
械
だ
っ
た
ら
最
低
限
が
こ

れ
、
自
費
治
療
用
だ
っ
た
ら
選
択
肢
が
広
が
っ

て
こ
ん
な
機
械
も
あ
る
な
ど
と
考
え
て
み
る
。

ま
た
、
購
入
す
る
の
か
、
リ
ー
ス
に
す
る
の
か

と
い
う
問
題
も
あ
る
」

　

「
そ
う
し
た
こ
と
を
積
み
上
げ
て
い
っ
て
、

総
経
費
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
。
総
経
費
か
ら

自
己
資
金
を
引
け
ば
、
調
達
に
必
要
な
資
金
額

が
わ
か
り
ま
す
。
不
足
分
を
借
り
る
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
ど
こ
で
借
り
る
の

か
、
借
り
入
れ
る
ま
で
に
ど
の
く
ら
い
の
時
間

が
か
か
る
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
具
体
的
な
話

に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
よ
う
や
く
、
公
庫

な
ど
の
借
入
先
や
信
用
保
証
協
会
の
こ
と
、
金

利
の
お
話
に
な
る
わ
け
で
す
。
融
資
は
、
地
域

に
よ
っ
て
も
得
な
も
の
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

市
に
よ
っ
て
は
２
年
後
に
金
利
が
戻
っ
て
く
る

も
の
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
調
べ
て
み
る
価

値
は
あ
り
ま
す
。
他
に
も
一
般
的
に
言
わ
れ
て

い
る
借
り
入
れ
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
も
あ
り
ま
す

が
、
大
丈
夫
な
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
」

開
業
す
る
と
決
め
た
人
が
ま
ず
、
立
地
を

考
え
た
と
き
、
理
想
的
な
の
は
「
駅
の

そ
ば
」
で
あ
っ
た
り
「
商
店
街
」
と
い
っ
た
よ

う
な
人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
や
、
団
地
や
マ
ン
シ

ョ
ン
の
建
ち
並
ぶ
人
口
密
集
地
域
に
目
が
い
く

こ
と
だ
ろ
う
が
、
当
然
そ
う
い
っ
た
地
域
は
家

賃
が
高
い
。
こ
こ
ら
へ
ん
に
何
か
ノ
ウ
ハ
ウ
は

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

「
場
所
の
問
題
は
、
ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ

ト
の
治
療
院
に
す
る
の
か
で
違
っ
て
き
ま
す
。

具
体
的
に
い
え
ば
、
自
費
治
療
メ
イ
ン
な
の

か
、
保
険
治
療
メ
イ
ン
な
の
か
。
つ
ま
り
、
自

院
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
っ
て
い
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
老
人
の
多
い
下
町
に

高
級
ケ
ー
キ
店
を
出
す
よ
り
、
手
ご
ろ
な
和
菓

子
屋
の
ほ
う
が
当
然
繁
盛
し
ま
す
。
自
分
の
コ

ン
セ
プ
ト
と
出
店
し
よ
う
と
し
て
い
る
立
地
が

適
合
し
て
い
な
け
れ
ば
、
自
院
の
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
も
伝
わ
ら
ず
、
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

そ
う
い
っ
た
点
を
確
認
し
な
が
ら
、
場
所
を
絞

経
営
者
に
な
っ
た
つ
も
り
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る

り
込
ん
で
い
き
ま
す
」

　

「
同
じ
駅
で
も
北
口
と
南
口
と
で
は
周
辺
の

様
子
も
違
う
の
が
当
た
り
前
な
の
で
、
そ
の
辺

も
含
め
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
を
行
う
。
ま
た
、

保
健
所
に
同
業
種
の
開
示
請
求
を
行
い
、
自
院

の
ラ
イ
バ
ル
院
と
の
位
置
関
係
を
地
図
に
落
と

し
込
ん
で
い
く
。
さ
ら
に
、
エ
リ
ア
の
導
線
、

駅
ま
で
の
お
客
さ
ん
の
流
れ
な
ど
を
つ
か
む
。

こ
れ
ら
を
や
ら
ず
に
出
店
す
る
と
、
た
だ
の
博

打
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
は
話
せ

ま
せ
ん
が
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
基
本
的
に
、
そ

う
い
っ
た
流
れ
で
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
」

　

多
く
の
人
は
、
現
在
勤
務
し
て
い
る
延
長
線

上
で
、
自
分
の
独
立
開
業
を
考
え
る
。
つ
ま

り
、
今
の
勤
務
先
と
同
じ
手
法
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
し
ま
う
。
そ
れ
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
が
、

な
ら
ば
今
の
勤
務
先
の
経
営
者
に
な
っ
た
つ
も

り
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
る
こ
と
も
大

切
だ
と
い
う
。

資
金
計
画
の
次
は
、
施
術
料
金
や
広
告
宣

伝
が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

「
施
術
料
金
は
、
保
険
と
自
費
で
は
当
然
メ

ニ
ュ
ー
も
違
っ
て
き
ま
す
。
最
初
に
投
下
し
た

資
金
を
１
年
半
く
ら
い
で
回
収
す
る
と
い
う
目

標
を
立
て
る
。
そ
の
た
め
に
は
月
い
く
ら
の
売

り
上
げ
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
こ
と

は
、
１
日
に
ど
の
く
ら
い
の
患
者
さ
ん
が
来
院

し
て
１
人
あ
た
り
ど
の
く
ら
い
の
料
金
を
支
払

最
低
限
、い
く
ら
あ
れ
ば
開
業
で
き
る
の
か

っ
て
い
た
だ
け
る
か
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
経

営
的
な
見
方
の
上
に
立
っ
て
の
考
え
方
で
す
。

院
長
自
身
の
給
与
も
あ
り
ま
す
。
『
私
は
が
ん

ば
っ
て
患
者
さ
ん
を
治
し
ま
す
』
と
い
う
気
持

ち
は
大
事
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
経
営
的

に
は
や
っ
て
い
け
な
い
で
す
よ
、
と
よ
く
言
い

ま
す
。
や
は
り
経
営
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
て

い
な
い
と
ダ
メ
な
ん
で
す
」

　

自
己
資
金
と
借
り
入
れ
の
比
率
は
ど
の
く
ら
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い
ま
で
な
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

「
開
業
に
必
要
な
資
金
に
は
運
転
資
金
と
設

備
資
金
が
あ
り
ま
す
。
総
枠
が
決
ま
り
、
そ
こ

か
ら
自
己
資
金
を
引
い
て
足
り
な
い
分
は
借
り

入
れ
な
ど
で
調
達
す
る
の
で
す
が
、
最
低
限
で

も
運
転
資
金
は
自
己
資
金
で
ま
か
な
う
か
、
も

し
く
は
運
転
資
金
プ
ラ
ス
設
備
資
金
の
一
部
ま

で
自
己
資
金
で
ま
か
な
う
の
が
理
想
で
す
。
そ

の
理
由
は
、
設
備
資
金
の
ほ
う
が
運
転
資
金
よ

り
も
大
き
い
か
ら
で
す
。
返
済
期
間
も
長
く
設

定
で
き
る
。
ま
た
、
運
転
資
金
を
借
り
入
れ
る

と
い
う
の
は
、
融
資
側
の
ほ
う
で
も
計
画
性
の

問
題
で
イ
メ
ー
ジ
が
良
く
な
い
。
減
額
さ
れ
た

り
断
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
」

　

で
は
、
具
体
的
に
自
己
資
金
が
い
く
ら
あ
れ

ば
開
業
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

「
開
業
す
る
た
め
の
自
己
資
金
は
、
生
活
費

を
除
い
て
６
０
０
万
円
は
必
要
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
そ
こ
ま
で
蓄
え
る
に
は
大
変
で
す
。
最

低
で
も
４
０
０
～
５
０
０
万
円
と
い
う
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
。
開
業
に
要
す
る
費
用
総
額
に
よ

っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
や
は
り
借
り
た

い
金
額
の
３
分
の
１
は
自
己
資
金
が
な
け
れ
ば

開
業
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
『
親
類

が
し
ば
ら
く
無
料
で
貸
し
て
く
れ
る
」
な
ど
、

よ
ほ
ど
条
件
の
よ
い
物
件
で
も
な
い
限
り
、
自

己
資
金
の
少
な
い
人
は
結
果
的
に
余
裕
が
な
く

な
っ
て
立
ち
ゆ
か
な
く
な
り
ま
す
」

　

や
は
り
資
金
計
画
に
は
地
域
的
な
違
い
も
あ

る
。

　

「
例
え
ば
テ
ナ
ン
ト
物
件
が
な
い
よ
う
な
地

域
も
あ
る
。
出
し
た
く
と
も
場
所
が
な
い
の
な

ら
、
自
宅
を
改
造
し
て
治
療
院
に
す
る
と
い
う

方
法
も
あ
り
ま
す
。
土
地
を
買
っ
て
自
宅
兼
治

療
院
を
つ
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
地
域
は
患
者
さ
ん
の
駐
車
場
を
５
台
程
度
は

用
意
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
ご
自
身
の

持
ち
物
で
あ
っ
た
ほ
う
が
自
由
度
が
高
い
で
し

ょ
う
」

最
近
、
２
人
以
上
の
共
同
経
営
と
い
う
形

で
開
業
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
と

い
う
。

　

「
例
え
ば
、
ラ
ー
メ
ン
店
で
も
店
主
が
ラ
ー

メ
ン
を
つ
く
っ
て
カ
ウ
ン
タ
ー
に
出
し
、
テ
ー

ブ
ル
に
運
び
、
会
計
も
皿
洗
い
も
し
て
い
る
な

ど
、
た
っ
た
一
人
で
営
業
し
て
い
る
と
い
う
の

共
同
経
営
に
は
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

は
、
よ
ほ
ど
狭
い
店
で
も
な
い
限
り
、
ま
ず
あ

り
得
な
い
。
お
客
さ
ん
も
落
ち
着
い
て
食
べ
る

こ
と
も
で
き
な
い
。

　

接
骨
院
は
サ
ー
ビ
ス
業
で
す
。
技
術
と
サ
ー

ビ
ス
は
一
人
で
同
時
に
は
で
き
な
い
。
そ
の
ほ

か
、
電
話
も
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
レ
ジ

も
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
開
業
当
初
は
来

院
者
も
少
な
く
て
１
日
３
人
程
度
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
３
人
が
同
時
に
来
た
ら
、

も
う
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
破
綻
し
て
し
ま
う
ん

で
す
。
完
全
予
約
制
で
、
ベ
ッ
ド
２
床
で
や
る

と
い
う
の
だ
っ
た
ら
、
一
人
で
も
い
い
と
思
い

ま
す
。
結
局
一
人
で
や
る
と
い
う
こ
と
は
、
規

模
が
小
さ
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

規
模
が
小
さ
け
れ
ば
、
当
然
売
り
上
げ
は
上
が

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
合
理
的
に
で
き
る
の
が

共
同
経
営
で
す
」

　

共
同
経
営
な
ら
す
べ
て
う
ま
く
ゆ
く
の
だ
ろ

自
費
を
上
手
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
生
き
残
り
の
カ
ギ

う
か
。

　

「
う
ま
く
い
か
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
完
全
に
力
が
対
等
だ
と
、
意
見
が
割
れ

た
と
き
に
決
定
で
き
な
い
。
決
定
権
は
ど
ち
ら

か
が
握
っ
て
い
る
よ
う
に
し
な
い
と
だ
め
で
す

ね
。
ま
た
、
柔
整
師
と
鍼
灸
師
に
よ
り
鍼
灸
接

骨
院
を
開
設
す
る
ケ
ー
ス
も
、
ど
ち
ら
か
が
辞

め
た
ら
、
サ
ー
ビ
ス
が
滞
る
。
そ
う
い
う
可
能

性
も
考
え
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。
ま

た
、
近
し
い
人
同
士
の
共
同
経
営
も
あ
ま
り
勧

め
ま
せ
ん
」

よ
く
、
〝
自
費
〟
が
ど
れ
だ
け
う
ま
く
で

き
る
か
、
が
こ
れ
か
ら
の
生
き
残
り
の

ポ
イ
ン
ト
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
辺
は

ど
う
な
の
だ
ろ
う
。

　

「
最
近
の
私
が
担
当
し
た
特
殊
な
ケ
ー
ス
と

し
て
は
、
エ
ス
テ
と
整
骨
院
を
ド
ッ
キ
ン
グ
さ

せ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
エ
ス
テ
は
自

費
、
整
骨
院
は
保
険
と
な
っ
て
、
保
険
と
な
る

と
保
健
所
の
届
出
義
務
も
あ
る
し
、
保
健
所
も

口
を
出
し
ま
す
。
待
合
室
は
分
け
る
よ
う
に
指

導
さ
れ
た
の
で
、
結
局
入
り
口
も
二
つ
設
け
ま

し
た
。
こ
れ
は
各
保
健
所
に
よ
っ
て
も
言
う
こ

と
が
違
っ
た
り
す
る
よ
う
で
す
。
保
健
所
の
審

査
を
通
っ
た
後
で
、
自
費
の
エ
ス
テ
の
設
備
な

ど
を
入
れ
る
と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
な
く
は

な
か
っ
た
で
す
が
、
最
初
に
少
し
資
金
が
か
か

っ
て
も
こ
の
よ
う
に
き
ち
ん
と
し
た
ほ
う
が
、

私
は
生
き
残
っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
保
険
治
療
の
ほ
う
が
パ
イ
と
し
て
は

大
き
い
し
、
決
し
て
な
く
な
ら
な
い
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
た
だ
、
何
で
も
か
ん
で
も
『
保
険

で
』
と
い
う
の
は
厳
し
い
時
代
に
な
っ
て
来
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
自
費
治
療
に
関
し
て
は
そ

の
先
生
に
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
考
え
方
が
あ
る
の
か

ど
う
か
が
問
題
で
す
」

　

最
後
に
こ
れ
か
ら
受
講
す
る
人
に
対
し
て
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

「
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
具
体
的
に
ご
自
身
が
イ

メ
ー
ジ
を
思
い
描
け
る
よ
う
に
お
話
し
て
い
る

つ
も
り
で
す
。
終
わ
る
頃
に
は
、
も
や
も
や
し

て
い
た
こ
と
が
か
な
り
解
消
し
て
い
る
は
ず
で

す
」

特集④　開業セミナーに見る柔整師気質
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Vol.11
「
集
客
と
行
動
」

　

症
状
が
緩
和
さ
れ
て
き
て
も
、
予
防
の
た
め
に
来
て
い
た

だ
く
手
は
ず
を
踏
ん
で
い
な
い
院
は
、
そ
こ
で
終
わ
り
だ
。

　

結
果
を
出
し
て
も
来
な
く
な
る
。

　

結
果
を
出
さ
な
く
て
も
来
な
く
な
る
。

　

僕
は
［
予
防
］
で
来
て
い
た
だ
く
患
者
さ
ん
の
必
要
性
を

思
い
知
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
そ
の
接
骨
院
や
各
種
治
療
院
、
サ
ロ
ン
に
定
期

的
に
通
う
こ
と
が
、
患
者
さ
ん
の
生
活
の
中
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
院
は
強
い
の
だ
。

　

「
も
う
来
な
く
て
い
い
で
す
よ
」
と
言
っ
た
っ
て
、
来
つ

づ
け
て
く
だ
さ
る
。

　

患
者
さ
ん
に
継
続
的
な
リ
ピ
ー
ト
を
果
た
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
悠
長
な
こ
と
は
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
い
つ
来
な

く
な
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
だ
。

　

毎
日
来
て
下
さ
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
は
、
そ
れ
が
当
り
前

に
な
っ
た
瞬
間
か
ら
来
な
く
な
る
確
率
は
、
高
く
な
る
。

　

―
―

朝
日
放
送
Ｔ
Ｖ
「
ム
ー
ブ
！
」
で
、
「
接
骨
院
の

不
正
請
求
」
が
シ
リ
ー
ズ
で
放
送
さ
れ
、
朝
日
新
聞
に
も

「
保
険
対
象
外
も
請
求
か
」
「
保
険
不
正
請
求
、
接
骨
院
、

手
口
巧
妙
に
」
と
報
道
さ
れ
た
。
柔
道
整
復
師
は
打
撲
と
捻

挫
し
か
保
険
請
求
で
き
な
い
の
に
、
慢
性
疾
患
を
偽
っ
て
打

撲
、
捻
挫
と
し
て
不
正
請
求
し
て
い
る
と
い
う
の
だ―

―

　

今
さ
ら
…
と
い
う
感
じ
も
す
る
が
、
僕
に
相
談
し
て
く
る

先
生
が
年
ご
と
に
増
え
て
き
た
の
で
真
剣
に
な
ら
ざ
る
を
え

な
い
。

　

「
実
費
で
施
療
し
た
い
の
で
す
が
や
っ
た
こ
と
が
な
い
の

で
…
」
と
い
う
質
問
な
ど
だ
。

　

質
問
な
ら
ま
だ
し
も
、
悲
痛
に
似
た
叫
び
な
ど
も
あ
る
。

　

「
も
う
、
不
正
は
し
た
く
な
い
」
…
真
剣
を
通
り
越
し

深
刻
だ
。

　

柔
道
整
復
師
だ
け
の
話
で
は
な
い
。

　

昨
年
度
の
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
以
降
、
揺
る

ぎ
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
経
済
が
音
を
立
て
て
崩
れ
日
本
に

過
大
な
影
響
を
あ
た
え
る
。
そ
し
て
、
気
づ
く
と
フ
ェ
ー

ズ
６
ま
で
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

台
頭
。
ヘ
ン
な
事
件
の
多
発
。
テ
ロ
の
勃
発
。
北
朝
鮮
の

威
嚇
…
何
か
が
狂
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と

は
、
何
か
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？　

僕

に
も
あ
な
た
に
も
。
だ
か
ら
、
目
の
前
の
患
者
さ
ん
の
痛

み
、
悩
み
、
苦
し
み
、
ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
全
力
で
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
の
だ
。

　

僕
は
一
心
不
乱
に
施
術
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

　

実
費
で
１
２
０
円
を
い
た
だ
き
な
が
ら
集
客
し
、
人
間

関
係
を
い
か
に
築
く
か
模
索
し
、
施
術
内
容
を
患
者
さ
ん

自
身
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
笑
い
と
涙
の
中
で
毎
日

２
０
０
人
来
院
す
る
整
体
院
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

そ
の
数
ま
で
至
っ
た
一
つ
の
理
由
は
、
「
毎
日
患
者
さ

ん
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
だ
。

　

一
店
舗
で
年
商
一
億
円
突
破
し
た
と
き
に
コ
コ
ロ
か
ら

気
づ
い
た
。

　

［
何
を
思
っ
て
］
［
何
を
考
え
て
］
い
ま
そ
こ
に
い
る

の
か
？

　

［
何
を
思
っ
て
］
［
何
を
考
え
て
］
い
ま
施
術
を
し
て

い
る
の
か
？

　

そ
し
て
、
自
宅
で
何
を
考
え
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
の

か
？　

人
間
の
た
ゆ
ま
な
い
想
念
が
、
行
動
を
起
こ
す
。

そ
し
て
行
動
が
結
果
を
生
む
。

　

た
だ
し
、
想
念
と
行
動
ま
で
が
実
は
果
て
し
な
く
遠

い
。
初
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す
ま
で
、
も
の
す
ご
く
勇
気

が
い
る
。

　

し
か
し
、
あ
な
た
は
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
時
代
が
あ
な
た
を
選
ん
だ
か
ら
だ
。

　

施
術
を
す
る
～
治
療
を
す
る
～
と
い
う
こ
と
自
体
に
莫

大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
。

　

そ
の
職
業
を
選
ん
だ
あ
な
た
は
目
の
前
の
「
変
え
て
も

ら
い
た
い
」
と
言
っ
て
く
る
人
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

だ
か
ら
、
コ
コ
ロ
の
底
か
ら
発

す
る
良
心
に
の
っ
と
っ
た
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ぜ
ひ
行
動
に
移

し
て
欲
し
い
。
そ
れ
が
目
の
前
の

患
者
さ
ん
の
役
に
立
っ
た
と
き
確

信
が
生
ま
れ
、
生
活
の
中
に
組
み

込
ま
れ
て
い
く
。

　

実
は
、
そ
れ
が
何
重
に
も
重
な

り
合
っ
た
集
客
行
動
の
根
源
的
パ

ワ
ー
に
な
っ
て
い
く
の
だ
。
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鍼
灸
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

　
「
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
未
来
形
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
業
界
を

活
性
化
さ
せ
た
い
。
そ
れ
が
後
藤

氏
が
掲
げ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
「
そ
も
そ
も
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

は
国
家
資
格
で
あ
り
、
も
っ
と
発
展
し
て
も
い

い
は
ず
な
の
に
、
何
か
が
う
ま
く
活
か
し
き
れ

て
い
な
い
。
一
般
の
人
が
想
像
す
る
鍼
灸
院
の

イ
メ
ー
ジ
は
、
地
味
で
暗
い
雰
囲
気
を
思
い
浮

か
べ
る
方
が
い
ま
だ
に
多
い
と
思
い
ま
す
。
ベ

ッ
ド
が
１
、２
台
あ
っ
て
、院
長
が
一
人
で
細
々

と
や
っ
て
い
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
。
私
も
18
年

前
に
開
業
し
た
と
き
は
実
際
そ
う
い
う
ス
タ
イ

ル
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
（
笑
）。
で
も
、国
家
資

格
を
持
っ
て
い
る
先
生
方
は
も
っ
と
胸
を
張
っ

て
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
」

　

確
か
に
鍼
灸
の
世
界
は
一
種
独
特
で
あ
る
。

学
校
に
入
っ
て
学
ぶ
人
も
、
以
前
は
50
～
60
歳

代
の
人
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。

　
「
そ
の
一
方
で
、同
じ
１
対
１
の
施
術
で
あ
っ

て
も
、
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
を
例
に
挙
げ
る
と
、
こ

ぎ
れ
い
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
今
は

高
校
を
卒
業
し
て
鍼
灸
の
世
界
を
め
ざ
す
人
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
夢
の

あ
る
治
療
院
づ
く
り
を
し
て
、
若
い
人
た
ち
が

胸
を
張
っ
て
鍼
灸
を
や
っ
て
い
る
と
言
え
る
よ

う
に
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
技
術
は
当
然
で
す
が
、

治
療
院
の
雰
囲
気
づ
く
り
、
衛
生
管
理
、
接
客

マ
ナ
ー
な
ど
の
質
を
上
げ
る
こ
と
が
不
可
欠
に

な
る
。
そ
れ
が
未
来
形
の
１
点
で
す
」

　

一
般
的
な
治
療
院
は
、
患
者
さ
ん
を
治
す
こ

と
が
第
一
で
治
療
院
の
内
装
や
接
客
態
度
は
二

の
次
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
し
か
し
な
が
ら
、こ
の
業
界
は
お
金
を
い
た

だ
い
て
い
る
以
上
は
接
客
業
で
あ
る
と
私
は
自

負
し
て
お
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
と
い
う
よ
り
お

客
様
と
い
う
考
え
方
で
仕
事
を
し
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
」

　

後
藤
氏
の
語
る
未
来
形
の
も
う
１
点
は
、
若

い
人
が
多
く
の
こ
と
を
学
べ
る
環
境
で
あ
り
た

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
「
若
い
人
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸
収
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
で
す
が
、
こ
の
業
界

は
治
療
院
ご
と
に
専
門
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
。
例
え
ば
鍼
灸
、マ
ッ
サ
ー
ジ
、在
宅
マ

ッ
サ
ー
ジ
、
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
そ
し
て
美

容
関
係
等
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
治
療
院
が
あ

る
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ぶ
に
は
あ
っ
ち
で
修

行
、
こ
っ
ち
で
修
行
、
ま
た
は
勉
強
会
に
参
加

し
た
り
と
非
効
率
的
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
点
を
解
消
し
て
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
効

率
よ
く
、
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
な
施
術
者
に
育
成

す
る
環
境
を
つ
く
り
た
い
ん
で
す
」

　

後
藤
氏
の
リ
ン
ド
ウ
ー
グ
ル
ー
プ
は
現
在
４

店
舗
。各
店
舗
に
特
徴
が
あ
り
、後
藤
氏
の
地
元

で
あ
る
神
奈
川
・
川
崎
の「
リ
ン
ド
ウ
ー
治
療

院
」で
は
院
内
で
の
鍼
灸
治
療
、マ
ッ
サ
ー
ジ
治

療
、在
宅
治
療
が
メ
イ
ン
と
な
る
。「
武
蔵
小
杉

在
宅
セ
ン
タ
ー
」は
女
性
施
術
者
だ
け
の
在
宅

治
療
専
門
。川
崎
の
テ
ィ
ッ
プ
ネ
ス
の「
ボ
デ
ィ

ケ
ア
ル
ー
ム
」で
は
、ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
ケ
ア
を

中
心
と
し
、酸
素
カ
プ
セ
ル
も
あ
る
。

　

そ
し
て
後
藤
氏
の
テ
ー
マ
で
あ
る
鍼
灸
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
未
来
形
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
東

京
・
青
山
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
、「
森
の
風
」

で
あ
る
。

　

森
の
風
は
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
イ
メ
ー
ジ
を

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
未
来
形
と
は

　
　

治
療
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
融
合

リ
ン
ド
ウ
ー
グ
ル
ー
プ
代
表  

「
森
の
風
」
院
長　

後
藤
竜
也
氏
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覆
す
、
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
治
療
院
で
あ

り
、
鍼
灸
治
療
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
ほ
か
、
美
容
は
り
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　

神
奈
川
は
群
を
抜
い
て
在
宅
医
療
の
ニ
ー
ズ

が
大
き
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
効
率
と
し
て
は
在

宅
の
多
店
舗
展
開
を
し
た
ほ
う
が
良
さ
そ
う
な

の
だ
が
、後
藤
氏
は
あ
え
て
そ
う
し
な
か
っ
た
。

　
「
わ
れ
わ
れ
も
新
し
い
世
界
に
飛
び
込
ん
だ

と
こ
ろ
な
の
で
、
効
率
の
問
題
は
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
で
す
。
そ
れ
よ
り
も
、
う
ち
の
ス
タ
ッ

フ
に
い
ろ
ん
な
経
験
を
さ
せ
て
あ
げ
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
川
崎
で
鍼
灸
を
担
当
し

て
い
て
も
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
研
修
会
は
無
料

で
受
け
ら
れ
る
の
で
、
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
や
オ
イ

ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
美
容
は
り
も
勉
強
で
き
る
ん

で
す
。
と
く
に
美
容
は
り
は
高
度
な
技
術
を
要

す
る
手
技
で
治
療
効
果
が
高
く
最
近
は
興
味
を

持
つ
若
い
先
生
が
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
ね
」

　

未
来
形
を
実
現
さ
せ
た
青
山
の
「
森
の
風
」

　

保
険
診
療
が
中
心
な
の
か
、
自
費
診
療
な
の

か
と
い
う
悩
み
は
、
ど
こ
の
治
療
院
で
も
共
通

し
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

リ
ン
ド
ウ
ー
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、
保
険
診

療
の
治
療
院
が
２
つ
と
、
自
費
診
療
の
ボ
デ
ィ

ケ
ア
ル
ー
ム
及
び
森
の
風
と
、
会
社
組
織
を
２

つ
に
分
け
て
い
る
。

　

現
在
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
売
上
が
年
間
２
億

円
超
。

　
「
自
費
の
ほ
う
が
施
術
単
価
は
高
い
の
で
す

が
、
保
険
診
療
を
や
っ
て
い
る
治
療
院
の
ほ
う

が
、
歴
史
が
あ
る
の
で
患
者
さ
ん
の
数
が
圧
倒

的
に
違
い
ま
す
。
売
上
的
に
は
〝
７
割
く
ら
い

が
保
険
収
入
〟
と
、
現
状
は
保
険
に
頼
っ
て
い

る
部
分
が
大
き
い
で
す
ね
。
し
か
し
な
が
ら
、

下
段
記
載
の
こ
と
も
踏
ま
え
、
ど
ち
ら
に
転
ん

で
も
対
応
が
で
き
、
か
つ
、
危
機
管
理
を
怠
る

こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
院
が
常
に
安
定

し
た
経
営
基
盤
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

い
う
の
が
目
標
で
す
」

　

保
険
診
療
中
心
か
ら
自
費
診
療
に
も
広
げ
た

き
っ
か
け
は
、「
社
会
保
険
の
財
政
は
切
迫
状
態

で
あ
り
、
い
つ
ま
で
も
保
険
診
療
に
頼
っ
て
い

ら
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
て
。
実

費
で
戦
え
る
環
境
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ

う
と
い
う
こ
と
で
３
年
前
に
開
院
し
た
の
が
森

の
風
で
す
」。

　
「
森
の
風
」は
森
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
癒
し
の
空

間
と
い
う
こ
と
で
、
植
物
は
す
べ
て
本
物
。
植

物
の
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
で
来
院
さ
れ
た
患
者
さ

ん
の
ス
ト
レ
ス
を
取
り
除
き
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
れ
た
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。
植
物
の
管
理
は
非
常
に
大
変
な

作
業
で
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
花
に
は
１
時
間
に
４

回
は
ス
タ
ッ
フ
が
霧
吹
き
を
す
る
。

　
「
生
き
物
が
悪
く
な
る
と
患
者
さ
ん
も
悪
く

な
る
と
い
う
こ
と
に
通
じ
ま
す
。
植
物
に
注
意

を
払
う
と
い
う
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
に
対
し
て

も
注
意
を
払
っ
て
治
療
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
」

　

患
者
さ
ん
に
出
す
お
茶
に
し
て
も
水
や
茶
葉

を
厳
選
し
、
ト
イ
レ
も
１
回
使
わ
れ
た
ら
ス
タ

ッ
フ
が
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
に
行
く
。
１
回
で
も
使

わ
れ
た
ス
リ
ッ
パ
は
使
い
回
し
せ
ず
に
洗
う
。

　
「
面
倒
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、そ
こ
ま
で

徹
底
す
る
こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
の
士
気
も
上
が
り

ま
す
」

　

ま
た
、
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
に
使
う
化
粧
品
も
吟

味
を
し
て
１
０
０
％
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
も
の
、
オ

イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
肌
に
全
部
吸
収
さ
れ
て
べ

た
つ
か
な
い
、
か
つ
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
向
日
葵
の

オ
イ
ル
を
使
う
。

　

位
置
す
る
の
が
青
山
エ
リ
ア
と
い
う
こ
と

で
、
会
社
社
長
や
芸
能
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
患

者
さ
ん
が
多
く
な
る
。
一
元
さ
ん
は
ま
ず
来
な

い
地
域
で
あ
る
の
で
、
紹
介
や
口
コ
ミ
が
主
流

と
な
る
。

　
「
そ
う
い
う
人
た
ち
に
マ
ッ
チ
し
た
接
客
、

ま
た
知
識
や
関
心
の
高
い
人
た
ち
に
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
術
者
を
配
置
し
て
い
ま

す
」

　

美
容
は
り
を
広
め
て
い
く
の
が
目
標

　

そ
の
「
森
の
風
」
の
メ
ニ
ュ
ー
の
主
力
商
品

と
な
る
の
が
、
美
容
は
り
だ
。

　

美
容
は
り
の
一
番
の
特
徴
は
、
痛
く
な
い
こ

と
。
そ
の
点
、
中
国
の
鍼
と
は
違
う
。
そ
し
て

即
効
性
が
あ
る
。

　

も
と
も
と
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
技

術
で
あ
り
、
さ
ら
に
中
国
で
の
鍼
の
研
修
経
験

も
あ
る
後
藤
氏
が
ス
タ
ッ
フ
た
ち
と
改
良
を
加

え
て
現
在
に
至
る
。

　

ま
ず
は
う
つ
ぶ
せ
で
首
肩
腰
足
と
い
っ
た
全

身
を
調
整
し
、
さ
ら
に
仰
向
け
に
な
っ
て
顔
に

つ
な
が
る
ツ
ボ
調
整
、
胃
腸
の
調
整
を
し
て
か

ら
、
顔
に
も
鍼
を
さ
す
。
１
回
で
も
効
果
が
あ

る
が
、
治
療
を
続
け
る
と
顔
の
ゆ
が
み
が
な
く

な
り
、
肩
の
ラ
イ
ン
が
整
っ
て
く
る
と
い
う
。

　
「
身
体
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
る
ん
で

す
。
顔
の
ゆ
が
み
は
、
骨
盤
の
ず
れ
、
肩
甲
骨

の
ず
れ
が
原
因
だ
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
そ
う

い
う
症
状
の
方
は
て
き
め
ん
に
写
真
写
り
が
よ

く
な
り
ま
す
ね
。
こ
れ
は
職
業
に
起
因
す
る
こ

と
も
多
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
日
常
生
活
の
姿

勢
な
ど
の
指
導
も
し
て
い
ま
す
」

　

こ
れ
か
ら
は
美
容
は
り
を
広
め
て
い
き
た

い
、
と
い
う
の
が
、
後
藤
氏
の
経
営
者
と
し
て

の
目
標
で
も
あ
る
。

　
「
美
容
は
り
に
関
し
て
は
、鍼
の
有
資
格
者
が

対
象
に
な
る
セ
ミ
ナ
ー
や
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
頻

繁
に
実
施
し
て
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
も
出
し
て
い
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、
外
の
人
に
も
こ

の
技
術
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
し
、
真
似
て
も
ら

い
た
い
。
そ
う
し
た
ら
、
意
識
が
変
わ
っ
て
く

る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
私
に
は
店
舗
を
た
く
さ

ん
持
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
な
い
。だ
か
ら
、

術
を
お
教
え
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
私
が

行
う
美
容
は
り
は
基
本
穴
を
決
め
て
い
て
、
誰

が
行
っ
て
も
効
果
が
出
せ
る
手
技
を
教
え
て
い

ま
す
。美
容
は
り
は
特
別
な
治
療
法
で
す
か
ら
、

治
療
費
も
高
く
設
定
で
き
ま
す
し
、
若
い
人
に

夢
を
持
っ
て
も
ら
え
る
技
術
だ
と
思
い
ま
す
」
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ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
特
に
Ｕ
Ｆ
Ｃ
（
総
合
格
闘
技
の

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
）
旧
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
や
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ

戦
極
の
選
手
に
厚
い
信
頼
を
よ
せ
ら
れ
て
い
る
山
本

氏
の
治
療
オ
フ
ィ
ス
に
は
有
名
選
手
の
サ
イ
ン
が
ズ

ラ
リ
と
並
ぶ
。
最
近
で
は
５
月
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
格
闘
技

イ
ベ
ン
ト
『
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
』
で
カ
ン
セ
コ
選
手
の
セ

コ
ン
ド
に
つ
い
た
り
、
山
本
Ｋ
Ｉ
Ｄ
選
手
に
勝
利
し

頼
ま
れ
ご
と
か
ら
始
ま
っ
た
海
外
治
療

プ
ロ
格
闘
技
選
手
ら
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
ト
レ
ー
ナ
ー

た
ジ
ョ
ー
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
選
手
な
ど
の
ケ
ア
で
雑
誌

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
山
本
氏
。

　

格
闘
技
系
の
選
手
の
身
体
は
、
独
特
の
壊
れ
方
を

し
て
い
る
の
で
、
普
通
の
治
療
と
は
ま
た
別
の
経
験

を
積
む
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
と
山
本
氏
は
言
う
。

　

こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
治
療
す
る
き
っ
か

け
は
、
７
～
８
年
前
に
患
者
さ
ん
の
紹
介
で
や
っ

て
き
た
一
人
の
プ
ロ
格

闘
選
手
だ
っ
た
。
こ
の

患
者
さ
ん
の
痛
み
を
何

と
か
し
て
あ
げ
た
い
と

夢
中
で
治
療
し
て
い
た

ら
、
さ
ら
に
ま
た
そ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
紹
介

が
広
が
っ
た
。
さ
ら
に

海
外
か
ら
来
日
し
た
選

手
た
ち
も
診
て
い
る
う

ち
に
、
海
外
に
呼
ば
れ

る
こ
と
も
増
え
て
い
っ

た
。

　

治
療
す
る
と
き
は
白

衣
で
は
な
く
、
白
い
シ

ャ
ツ
に
ス
ラ
ッ
ク
ス
と

い
う
ス
タ
イ
ル
が
特
徴

的
だ
。

　

現
在
、
世
田
谷
に
４
店
舗
。
そ
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
経
堂
の
は
な
ま
る
整
骨
院
及
び
は
な
ま

る
健
康
院
だ
。
こ
の
２
店
舗
は
同
じ
建
物
の
１
階
と

２
階
に
あ
り
、１
階
の
整
骨
院
で
は
健
康
保
険
治
療
、

２
階
の
は
な
ま
る
健
康
院
で
は
保
険
外
治
療
を
行
う

と
い
う
特
徴
を
持
つ
。「
も
と
も
と
同
じ
場
所
で
保
険

と
自
費
治
療
の
両
方
を
や
り
た
い
と
い
う
構
想
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
先
に
１
階
を

借
り
て
、
そ
の
後
２
階
が
空
い
た
の
で
、
幸
い
に
も

借
り
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
す
」

　

現
在
、
１
階
の
整
骨
院
は
１
日
１
０
０
人
前
後
。

　

保
険
治
療
と
自
費
治
療
の
売
り
上
げ
の
割
合
は
、

こ
の
１
階
の
は
な
ま
る
整
骨
院
と
２
階
の
健
康
院
だ

け
で
い
う
と
、
自
費
が
４
割
位
あ
と
は
保
険
診
療
だ

と
い
う
。

　
「
け
っ
こ
う
２
階
も
予
約
で
埋
ま
っ
て
し
ま
い
ま

す
。２
階
は
私
以
外
も
治
療
し
て
ま
す
が
、私
が
診
療

す
る
場
合
は
時
間
に
関
係
な
く
１
回
１
万
円
で
す
。

15
分
で
終
わ
る
場
合
も
あ
る
し
90
分
や
る
こ
と
も
あ

る
」

　

１
階
と
２
階
で
は
来
院
層
が
違
う
が
、
普
段
は
健

康
保
険
で
治
療
し
、
月
に
１
度
は
自
費
治
療
で
じ
っ

く
り
や
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
人
も
多
い
。

 　

ネ
パ
ー
ル
へ
の
往
診
で
社
会
貢
献
に
目
覚
め
る

 　

山
本
氏
自
身
は
現
在
保
険
診
療
以
外
の
活
動
が
メ

イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
海
外
出
張
も
多
い
。
昨
年
は

17
カ
国
出
張
に
行
っ
た
と
い
う
。

　
「
格
闘
技
系
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
患
者
さ
ん

が
多
い
の
で
す
が
、
日
本
に
限
ら
ず
ア
メ
リ
カ　

カ

ナ
ダ
や
イ
ギ
リ
ス　

タ
イ
に
も
呼
ば
れ
て
行
き
ま
し

た
。

　

昨
年
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
ク
タ
ー
の
前
で
も
講
義

し
て
き
ま
し
た
。

　
「
ド
ク
タ
ー
の
技
術
も
肯
定
し
つ
つ
私
の
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
が
『
オ
ー
！
ア
メ
ー

ジ
ン
グ
（
信
じ
ら
れ
な
い
）』
の
連
発
で
し
た
。
そ
の

他
で
も
ネ
パ
ー
ル
、
中
国
や
も
ち
ろ
ん
日
本
で
も
治

療
家
対
象
に
講
義
し
て
き
ま
し
た
」

　
「
頼
ま
れ
た
ら
断
ら
な
い
。迷
っ
た
ら
ど
れ
が
一
番

心
に
響
く
か
で
選
択
す
る
」
と
い
う
。

　
「
治
療
家
を
名
乗
っ
て
い
ま
す
け
ど
患
者
さ
ま
に

頼
ま
れ
た
ら
ど
ん
な
用
で
も
ま
ず
断
ら
な
い
。
お
婆

ち
ゃ
ん
家
の
ト
イ
レ
の
電
球
で
す
ら
替
え
に
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　

頼
ま
れ
て
予
定
が
な
け
れ
ば
即
行
動
。
足
が
不
自

由
な
患
者
様
の
頼
み
で
ス
ー
パ
ー
に
買
い
物
を
頼
ま

れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、「
腰
が
、

い
つ
ま
た
痛
く
な
る
の
か
不
安
だ
か
ら
一
緒
に
海
外

の
仕
事
に
つ
い
て
来
て
く
れ
ま
せ
ん
か
?
」
と
海
外

出
張
が
増
え
て
き
た
の
は
こ
ん
な
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。

　

昨
年
は
ネ
パ
ー
ル
の
カ
ト
マ
ン
ズ
に
往
診
に
行
っ

は
な
ま
る
元
気
グ
ル
ー
プ
総
院
長　

山
本  

建
氏（Ken Yam

am
oto　

柔
道
整
復
師
、看
護

師
、プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
ト
レ
ー
ナ
ー

）
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て
い
る
。

　
「
日
本
人
の
私
の
患
者
さ
ん
が
ネ
パ
ー
ル
に
旅
行

に
行
っ
た
と
き
、
現
地
で
足
を
引
き
ず
っ
て
い
る
お

ば
あ
さ
ん
を
見
て
気
の
毒
に
思
い
、
日
本
に
い
い
治

療
院
が
あ
る
か
ら
行
き
な
さ
い
と
言
っ
た
ん
で
す

ね
。そ
の
お
ば
あ
さ
ん
は
本
当
に
日
本
に
い
ら
し
て
、

そ
れ
は
お
医
者
様
が
手
術
し
か
手
が
な
い
と
言
う
ほ

ど
の
変
形
し
た
股
関
節
症
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
結
果

治
っ
た
ん
で
す
。
患
者
さ
ん
が
治
っ
た
と
い
っ
て
い

る
か
ら
そ
う
言
っ
て
い
い
の
か
な
と
。
変
形
し
た
関

節
は
治
っ
て
な
い
と
思
う
の
で
す
が
と
に
か
く
患
者

さ
ん
は
痛
み
を
感
じ
な
く
な
っ
た
ん
で
す
」。

　

し
か
し
そ
の
患
者
さ
ん
は
、
ネ
パ
ー
ル
に
帰
っ
た

ら
ま
た
痛
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
は
ネ
パ
ー
ル
の
生
活
に
問
題
が
あ
る
に
違
い
な

い
と
思
っ
た
山
本
氏
は
、
ネ
パ
ー
ル
に
飛
ん
だ
。

「
原
因
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
ガ
タ
ガ
タ
道
、
お
ば
あ
さ

ん
の
仕
事
が
裁
縫
で
毎
日
座
り
っ
ぱ
な
し
で
あ
る
こ

と
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ
で
す
。
行
か
な
い
と
わ
か
ら

な
か
っ
た
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
ね
」。

　

ネ
パ
ー
ル
で
い
つ
も
治
療
す
る
わ
け
に
も
い
か
な

い
の
で
、
山
本
氏
は
お
ば
あ
さ
ん
が
い
つ
も
か
か
っ

て
い
る
と
い
う
指
圧
の
先
生
を
呼
び
出
し
治
療
方
法

の
説
明
と
指
導
を
し
た
。

　

そ
の
直
後
に
ホ
テ
ル
に
連
絡
が
あ
り
、
ネ
パ
ー
ル

の
治
療
家
の
前
で
の
講
義
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
場
所
は
ネ
パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
に
あ

る
赤
十
字
付
属
の
ネ
パ
ー
ル
の
診
療
所
で
、
診
療
時

間
内
だ
っ
た
の
で
患
者
さ
ん
も
来
て
い
た
。
し
か
し

集
ま
っ
た
治
療
家
た
ち
は
本
当
に
山
本
氏
が
治
せ
る

の
か
疑
っ
て
か
か
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
「
治
せ
る
も
の
な
ら
治
し
て
み
ろ
、み
た
い
な
雰
囲

気
で
実
際
に
い
ら
し
て
い
た
患
者
様
を
ふ
ら
れ
ま
し

て
、
じ
ゃ
あ
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
患
者

様
た
ち
の
痛
み
を
全
て
取
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
。
そ

う
し
た
ら
だ
ん
だ
ん
勉
強
す
る
気
に
な
っ
て
く
れ
ま

し
て
、
最
後
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
た
り
質
問
し
て

き
ま
し
た
ね
」

　
「
最
後
に
診
た
患
者
さ
ん
は
数
年
前
大
統
領
賞
を

受
賞
し
た
ネ
パ
ー
ル
で
は
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
と

言
わ
れ
る
く
ら
い
の
人
で
、
そ
の
人
の
体
中
の
痛
み

を
取
り
去
っ
た
。
コ
ル
セ
ッ
ト
も
サ
ポ
ー
タ
ー
も
外

れ
た
。
包
帯
も
必
要
な
い
と
取
っ
た
。
ネ
パ
ー
ル
の

治
療
家
た
ち
は
何
年
も
治
療
し
た
の
に
取
れ
な
か
っ

た
痛
み
を
今
痛
く
な
い
と
言
っ
て
い
る
大
統
領
賞
受

賞
者
を
見
て
動
揺
し
て
い
た
。
そ
の
治
療
を
た
ま
た

ま
見
て
い
た
ネ
パ
ー
ル
の
赤
十
字
の
代
表
が
『
ま
た

ネ
パ
ー
ル
に
い
ら
し
て
、
あ
な
た
の
技
術
を
ネ
パ
ー

ル
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
。
治
療
家
の
た
め
に
指

導
を
し
て
ほ
し
い
』
と
握
手
し
て
言
わ
れ
ま
し
た
。

人
の
役
に
立
つ
の
は
す
ご
く
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し

た
ね
。
ア
メ
リ
カ
の
選
手
た
ち
に
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア

で
開
業
も
誘
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
ど
っ
ち
が
心

に
強
く
響
く
か
と
い
う
と
、
お
金
に
な
ら
な
く
と
も

ネ
パ
ー
ル
な
ん
で
す
よ
ね
」

 　

腰
痛
研
究
は
一
生
続
け
る

 　

最
も
得
意
と
す
る
の
は
腰
痛
治
療
だ
と
い
う
。

　
「
私
は
も
と
も
と
腰
痛
持
ち
で
、
お
医
者
さ
ま
に

は
一
生
こ
の
腰
痛
と
付
き
合
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い

と
言
わ
れ
た
。
や
っ
て
い
た
柔
道
も
や
め
な
き
ゃ
な

ら
な
い
と
い
う
の
で
、
い
ろ
ん
な
治
療
院
め
ぐ
り
を

し
て
、
そ
の
結
果
、
治
っ
た
ん
で
す
ね
。
痛
み
は
ま

っ
た
く
な
い
し
、
可
動
域
も
正
常
で
、
健
康
に
戻
っ

た
」

　

以
来
、腰
痛
研
究
は
そ
れ
か
ら
17
年
ほ
ど
に
な
る
。

い
ま
だ
に
い
ろ
ん
な
セ
ミ
ナ
ー
に
顔
を
出
し
て
い
る

と
言
う
。

　
「
恥
ず
か
し
な
が
ら
ど
う
し
て
も
治
せ
な
い
症
状

が
年
に
１
、
２
例
あ
る
の
で
、
そ
の
た
め
に
勉
強
は

続
け
な
く
て
は
。少
し
で
も
ヒ
ン
ト
が
あ
れ
ば
い
い
」

 　

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
は
実
践
あ
る
の
み

 　

実
績
の
あ
る
山
本
氏
の
と
こ
ろ
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ト
レ
ー
ナ
ー
志
望
の
若
者
が
多
く
や
っ
て
く
る
。
そ

う
い
う
専
門
学
校
も
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
そ
れ
で
生

計
を
立
て
て
い
け
る
人
は
い
て
も
１
～
２
％
程
度
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
話
を
聞
い
て
も
、甘
い
人
が
多
い
で
す
ね
。
僕
な

ん
か
が
選
手
を
リ
ン
グ
に
上
げ
る
と
き
は
非
常
に
緊

張
し
て
い
ま
す
。
試
合
前
に
出
来
得
る
最
高
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
る
治
療
は
何
と
何
を
し
た
ら
い

い
の
か
。
自
分
の
最
高
の
調
整
を
し
て
リ
ン
グ
ま
で

送
り
届
け
る
。
一
緒
に
入
場
し
て
一
緒
に
控
室
に
戻

る
。
試
合
中
は
祈
る
気
持
ち
で
観
て
ま
す
」

　

本
当
の
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
に
な
る
に
は
、
実

践
し
か
な
い
。

　
「
私
の
と
こ
ろ
で
は
、ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
い
ろ

ん
な
大
会
や
道
場
に
連
れ
て
行
っ
て
一
緒
に
治
療
す

る
経
験
が
で
き
ま
す
。
学
校
の
メ
リ
ッ
ト
は
資
格
く

ら
い
で
、
何
も
学
べ
な
い
で
す
よ
。
実
践
で
学
ば
な

い
と
、
甘
す
ぎ
る
夢
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
」

　

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
を
目
指
す
若
者
は
多
い
が

実
際
に
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
辿
り
着
い
て
い
る
治

療
家
は
実
に
少
な
い
。
山
本
氏
は
後
輩
の
育
成
、
ス

ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
や
治
療
家
を
目
指
す
人
の
サ
ポ

ー
ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
「
す
べ
て
の
人
と
話
し
は
で
き
な
い
け
ど
、ど
う
し

た
ら
い
い
か
と
迷
っ
て
い
る
方
は
相
談
に
来
て
ほ
し

い
で
す
ね
」

 　
「『
ホ
ン
ト
に
？
』
と
言
う
人
も
い
ま
す
が
、
今
だ

に
患
者
さ
ま
に
頼
ま
れ
れ
ば
ス
ー
パ
ー
に
買
い
物
に

行
っ
た
り
し
て
ま
す
よ
」
と
山
本
氏
。

　

成
功
の
秘
訣
は
頼
ま
れ
ご
と
を
断
ら
な
い
こ
と
か

ら
始
ま
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
特
集
で
は「
成
功
し
た
」「
成
功
す
る
た
め
に
奮
闘
中
」さ
ら
に
は「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
失
敗
し
た
」な
ど
の
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
そ
の
手
法
や
経
緯
、人
物
像
な
り
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
企
画
で
す
。「
こ
ん
な
こ
と
な
ら
ウ
チ

の
ほ
う
が
す
ご
い
」「
あ
ん
な
す
ご
い
人
を
知
っ
て
い
る
」愛
読
者
様
ご
自
身
ま
た
は
知
人
の
先
生
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
編
集
部（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
︲
５
２
９
６
︲
９
０
６
１　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
︲
５
２
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６
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５
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）
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P
h

ysion
 M

D

（
フ
ィ
ジ
オ
ン
Ｍ
Ｄ
）
は
、
筋
肉

量
を
高
精
度
で
測
定
す
る
筋
量
計
だ
。
筋
量
計
と

は
、
文
字
通
り
筋
肉
量
の
測
定
が
で
き
る
機
械
の
こ

と
で
、
リ
ハ
ビ
リ
や
お
年
寄
り
の
機
能
回
復
、
ス
ポ

ー
ツ
選
手
へ
の
指
導
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
状
態
を
数
値
化
し
た
り
と
、
他
院
と
の
差
別
化

を
は
か
る
う
え
で
も
注
目
の
ア
イ
テ
ム
と
な
る
だ
ろ

う
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
設
計
の
た
め
、
病
院
、
大
学
、
各
種

施
設
の
ほ
か
、
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
利
用
で
き
る
。
そ
し
て
、
測
定
結
果
や
評

価
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
豊
富
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
画
面

で
表
現
で
き
、
操
作
が
わ
か
り
や
す
く
、
ど
ん
な
人

で
も
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
と
好
評
だ
と
い
う
。

　

脂
肪
よ
り
筋
肉
量
の
計
測
が
役
立
つ

　

人
間
の
骨
格
筋
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
体
活
動
で
パ

ワ
ー
を
発
揮
す
る
能
力
と
直
接
的
な
関
係
が
あ
り
、

こ
の
骨
格
筋
の
能
力
が
筋
横
断
面
積
（
Ｃ
Ｓ
Ａ
）
に

密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。
生
体
内
に
お
け
る
生
体
学
的
筋
横
断
面
積
（
Ｐ

Ｃ
Ｓ
Ａ
）
は
、
筋
体
積
と
直
線
的
な
関
係
に
あ
る
と

も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
筋
量
を
正
確
に
測

定
す
る
こ
と
は
、
競
技
選
手
の
ス
ポ
ー
ツ
障
害
予
防

は
も
と
よ
り
、
非
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
者
、
特
に
高
齢
者

に
お
い
て
も
全
身
的
な

体
力
評
価
の
た
め
に
は

大
変
重
要
に
な
る
。

　

発
売
元
の
株
式
会
社

日
本
シ
ュ
ー
タ
ー
医
療

営
業
部
健
康
産
業
部
の

林
明
営
業
課
長
は
、
フ
ィ
ジ
オ
ン
の
特
徴
に
つ
い
て

「
体
脂
肪
を
測
定
す
る
機
器
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
筋
肉
量
を
測
る
機
器
は
フ
ィ
ジ

オ
ン
が
唯
一
の
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
大
き
な

特
徴
は
二
つ
あ
り
、
フ
ィ
ジ
オ
ン
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
測
定

値
の
相
関
関
係
が
０
・
９
と
非
常
に
近
似
し
て
お

り
、
そ
の
点
が
高
精
度
と
評
価
さ
れ
る
理
由
で
す
。

も
う
一
つ
は
標
準
値
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
、
経
時
変

化
を
分
か
り
や
す
く
見
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
評
価
結

果
を
説
明
し
や
す
く
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
取
り
や
す
い
こ
と
で
す
」
と
話
す
。

　

筋
体
積
ま
た
は
筋
量
の
正
確
な
測
定
方
法
に
は
、

Ｃ
Ｔ
法
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
核
磁
気
共
鳴
装
置
）
法
、
Ｄ
Ｅ

Ｘ
Ａ
法
な
ど
が
あ
る
と
い
う
。
Ｃ
Ｔ
法
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
法

は
す
で
に
幅
広
く
用
い
ら
れ
、
精
度
も
高
い
た
め
筋

量
測
定
法
の
す
で
に
一
定
の
評
価
を
確
立
し
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
装
置
自
体
は
非
常
に
高
額
で
あ
る
上

に
、
被
曝
の
危
険
性
な
ど
の
問
題
点
が
あ
る
こ
と
か

ら
利
用
の
際
し
て
の
制
約
が
数
多
く
あ
る
の
だ
と
い

う
。

　

一
方
、
フ
ィ
ジ
オ
ン
が
採
用
し
て
い
る
生
体
イ
ン

ピ
ー
ダ
ン
ス
法
（
Ｂ
Ｉ
Ａ
）
は
、
生
体
に
微
弱
な
高

周
波
電
流
を
流
し
て
計
測
し
た
電
気
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン

ス
に
よ
り
、
水
分
を
多
く
含
む
生
体
組
織
の
電
気
伝

導
性
に
も
と
づ
き
除
脂
肪
量
の
推
定
な
ど
に
応
用
さ

れ
て
き
た
。

　

こ
の
Ｂ
Ｉ
Ａ
は
安
全
性
が
高
く
、
コ
ン
パ
ク
ト
で

持
ち
運
び
が
で
き
る
た
め
、
被
験
者
へ
の
拘
束
性
や

検
査
者
の
負
担
は
最
小
限
で
す
む
こ
と
、
短
時
間
で

正
確
な
計
測
が
で
き
る
こ
と
、
機
器
が
廉
価
で
あ
る

こ
と
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

フ
ィ
ジ
オ
ン
の
測
定
精
度
に
つ
い
て
は
平
成
19
年

10
月
に
京
都
大
学
大
学
院
行
動
科
学
講
座
の
山
田
陽

介
教
授
ら
に
よ
り
、
15
歳
か
ら
97
歳
ま
で
の
日
本
人

１
０
０
６
人
を
対
象
に
し
た
調
査
が
発
表
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
信
頼
性
が
高
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

林
氏
は
「
専
門
性
の
高
い
整
骨
院
や
接
骨
院
等
で

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
説
明
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
ほ
う
が

フ
ィ
ジ
オ
ン
の
機
能
を
十
分
生
か
せ
る
」
と
話
し
て

い
る
。　

　

幅
広
い
年
齢
層
に
応
じ
て
活
用
で
き
る

　

フ
ィ
ジ
オ
ン
は
本
体
が
コ
ン
パ
ク
ト
設
計
で
、
重

量
も
わ
ず
か
２
・
４
㎏
。
病
院
や
大
型
施
設
だ
け
で

な
く
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競

技
団
体
の
事
務
所
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
整
骨
院
、

接
骨
院
、
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
な
ど
で
使
用
で

き
る
。
ま
た
、
持
ち
運
び
が
可
能
な
た
め
要
望
に
応

じ
て
出
先
の
施
設
で
使
用
す
る
こ
と
も
可
能
。

　

利
用
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
に
関
し
て
は
筋
肉
年
齢
と
い
う
視
点
か
ら
利
用
さ

れ
ま
す
し
、
若
い
女
性
ば
か
り
を
対
象
と
し
た
エ
ス

テ
サ
ロ
ン
で
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
を
測
定
し
、
見
か
け
は
細
い

の
に
脂
肪
ば
か
り
で
筋
肉
は
全
然
な
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
て
健
康
指
導
に
利
用
さ
れ
る
例
も
あ
り
ま

す
」
（
林
氏
）
と
し
て
、
幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
に

し
た
活
用
の
仕
方
が
経
営
の
た
め
の
大
き
な
武
器
に

な
る
と
指
摘
す
る
。

　

フ
ィ
ジ
オ
ン
に
よ
っ
て
得
た
被
験
者
の
基
本
解
析

デ
ー
タ
は
、
測
定
結
果
画
面
、
評
価
結
果
画
面
、
推

移
グ
ラ
フ
（
３
、
６
、
12
カ
月
）
、
ア
ド
バ
イ
ス
シ

ー
ト
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

グ
ラ
フ
や
表
を
用
い
て
デ
ー
タ
を
分
か
り
や
す
く

Physion MD
フィジオン
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示
す
だ
け
で
な
く
、
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
年
齢
や
性

別
に
応
じ
た
タ
イ
プ
の
分
類
す
る
。
ま
た
、
ア
ド
バ

イ
ス
シ
ー
ト
は
被
験
者
の
測
定
値
と
標
準
値
が
ひ
と

目
で
比
較
で
き
、
そ
の
結
果
に
対
し
て
分
か
り
や
す

い
言
葉
で
評
価
と
注
意
点
が
説
明
で
き
る
。　

「
筋

肉
を
客
観
的
に
デ
ー
タ
で
見
る
と
い
う
こ
と
は
、
お

年
寄
り
の
つ
ま
ず
き
検
討
の
対
策
に
も
あ
り
ま
す

し
、
メ
タ
ボ
検
診
の
際
の
運
動
を
進
め
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
対
策
に
も
な
り
ま
す
。
特
徴
は
ひ
と
り
ひ
と

り
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
点

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
ア
イ
デ
ア
し
だ
い
で
経
営
的
に

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
例
も
あ
り

ま
す
」
（
林
氏
）
。

　

経
営
に
プ
ラ
ス
、
患
者
に
も
喜
ば
れ
る

　

集
患
・
集
客
に
役
立
て
い
る
院
の
具
体
例
を
挙
げ

て
み
る
。

　

奈
良
県
大
和
郡
山
市
の
鍼
灸
接
骨
慈
康
院
（
藤
本

健
次
院
長
）
で
は
、
近
隣
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
契
約

し
て
３
カ
月
に
１
回
の
介
護
予
防
に
協
力
し
て
い

る
。
契
約
は
施
設
側
と
行
う
わ
け
だ
が
、
測
定
し
た

高
齢
者
の
方
の
中
に
は
再
び
測
定
を
希
望
す
る
方
も

い
て
、
そ
う
し
た
方
は
施
設
の
紹
介
で
来
院
す
る
こ

と
に
な
る
。
単
純
な
測
定
だ
け
の
費
用
対
効
果
で
は

な
く
、
来
院
者
数
が
増
え
る
こ
と
で
本
体
の
売
上
も

上
が
り
、
地
域
に
対
し
て
接
骨
院
が
果
た
す
貢
献
と

い
う
点
で
も
非
常
に
評
価
は
高
ま
っ
て
い
る
の
だ
と

い
う
。　

　

藤
本
院
長
は
、
「
介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
往
診
に
行
く
こ
と
が
増
え
ま

し
た
。
一
番
驚
い
た
の
は
『
歩
け
な
い
人
が
こ
ん
な

に
も
多
い
の
か
』
『
こ
こ
ま
で
の
状
態
に
な
る
前
に

も
っ
と
早
い
段
階
で
何
と
か
し
な
け
れ
ば
』
と
い
う

こ
と
で
す
。
悪
い
か
ら
痛
く
な
る
よ
り
、
筋
肉
が
弱

い
か
ら
痛
く
な
っ
て
い
る
こ
と
の
方
が
多
い
と
い
う

こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践
し

て
も
ら
い
た
い
。
リ
ハ
ビ
リ
の
効
果
を
フ
ィ
ジ
オ
ン

で
測
定
し
客
観
的
な
評
価
を
示
す
こ
と
で
、
患
者
さ

ん
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
ま
り
ま
す
。
『
寝
た
き

り
０
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
達
成
を
め
ざ
し
て
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
話
す
。
フ
ィ
ジ
オ
ン
を
活
用
し
て
地

測定方法
①ベッド等に仰臥姿勢に寝て５分程度の安静時間

を設けます。

②安静している間に四

肢に電極を配置します。

この時、四肢は真っ直ぐ

に伸ばし、四肢相互およ

び体幹に接触しないよ

うに 30 度角度で開いた

姿勢をとります。（図）

③電極配置は、電流印加

電極を四肢最遠位各々の指先に装着させ、次に電

圧測定電極を四肢各々のインピーダンス測定部位

（左右手首・足首または左右肘・膝）に装着します。

④必要に応じて細部四肢セグメントの身体計測情

報（長さ、周囲）を、身長、体重、性別、生年月

日 等 の 入 力 情 報

とともに入力し、

測 定 開 始 キ ー を

押します。

⑤測定開始後 30

～ 60 秒程度で測定を完了し、

測定結果をディスプレイ画面

に表示します。必要に応じて

結果データをプリントアウト

するか、フラッシュメモリー

などの媒体に書き込み記録して終了です。

域
の
中
で
新
た
な
医
療
連
携
が
接
骨
院
を
中
心
に
広

が
っ
た
形
だ
。

　

山
口
県
下
関
市
の
山
の
田
整
骨
院
（
佐
々
木
雄
一

院
長
）
で
は
、
「
当
院
で
は
フ
ィ
ジ
オ
ン
を
導
入
し

た
こ
と
を
近
隣
の
方
々
に
告
知
し
、
今
ま
で
不
透
明

だ
っ
た
身
体
バ
ラ
ン
ス
や
筋
量
を
く
わ
し
く
ご
説
明

す
る
こ
と
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
問
診
の
際
に
は
フ

ィ
ジ
オ
ン
で
検
査
し
て
、
患
者
さ
ま
の
筋
量
や
身
体

バ
ラ
ン
ス
の
問
題
を
分
か
り
や
す
く
お
話
し
、
患
者

さ
ま
の
体
の
痛
み
の
原
因
を
説
明
し
ま
す
。
そ
し
て

治
療
方
針
や
治
療
期
間
、
治
療
頻
度
を
お
話
し
し
ま

す
の
で
、
患
者
さ
ま
の
治
療
に
対
す
る
理
解
が
深
ま

り
、
月
に
一
度
の
検
査
に
も
、
健
康
維
持
の
た
め
に

と
定
期
的
に
来
て
い
た
だ
け
る
方
が
増
え
ま
し
た
」

と
定
期
的
な
予
防
治
療
ア
イ
テ
ム
に
活
用
し
て
い

る
。

　

そ
の
他
、
町
内
で
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
で
特
別

ブ
ー
ス
を
出
し
て
大
勢
の
人
の
筋
肉
量
を
計
測
し
た

り
、
新
規
開
院
や
改
装
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
時
の
プ
レ
・
イ
ベ

ン
ト
に
活
用
し
た
り
し
て
、
運
動
な
ど
の
指
導
を
し

な
が
ら
大
勢
の
患
者
さ
ん
や
お
客
さ
ん
を
獲
得
・
囲

い
込
ん
だ
例
も
あ
り
、
利
用
法
が
多
岐
に
わ
た
る
こ

と
も
魅
力
だ
。

　

「
あ
る
大
学
で
は
フ
ィ
ジ
オ
ン
を
利
用
し
て
特
定

地
域
の
調
査
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
誰
が
行
っ
て
も

正
確
な
数
値
が
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
多
数
の
デ
ー

タ
を
収
集
、
集
計
す
る
よ
う
な
調
査
で
は
非
常
に
効

果
的
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
過
去
の
例
で
言
え
ば
３

日
間
に
約
５
０
０
人
の
測
定
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
、
実
際
に
測
定
に
要
す
る
時
間
は
一
人
あ
た
り
わ

ず
か
４
０
秒
程
度
だ
か
ら
可
能
な
の
で
す
。
最
近
は

一
般
の
方
の
間
で
も
、
脂
肪
以
外
に
も
筋
肉
が
健
康

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
か
な
り
浸
透
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
家
庭
に
体
脂
肪
計
は
あ
っ
て
も
筋
肉
を
測
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
注
目
を
集
め
る
に
は
い

い
タ
イ
ミ
ン
グ
と
言
え
る
時
期
で
し
ょ
う
」
と
林
氏

は
言
う
。

　

治
療
か
ら
予
防
へ
と
い
う

医
療
の
大
き
な
流
れ
の
中

で
、
フ
ィ
ジ
オ
ン
を
い
か
に

活
用
す
る
か
が
経
営
向
上
の

た
め
の
大
き
な
き
っ
か
け
に

な
り
そ
う
だ
。
今
後
、
受
診

者
が
増
え
る
に
従
い
、
筋
肉

量
測
定
の
機
器
に
対
す
る
注

目
は
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
だ

ろ
う
。
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B２Bサクセス接骨院開業支援

　

接
骨
院
の
新
規
開
業
支
援
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る

株
式
会
社
Ｂ
２
Ｂ
サ
ク
セ
ス
（
大
坂
登
社
長
）
は
、

整
骨
院
を
開
業
す
る
方
を
対
象
に
①
開
業
コ
ン
サ
ル

パ
ッ
ク
、
②
開
業
丸
ご
と
パ
ッ
ク
の
支
援
事
業
を
行

い
、
ま
た
同
社
は
整
骨
院
を
直
接
経
営
し
て
い
る
。

　

開
業
支
援
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
開
業
を
考
え
て
い
る

が
条
件
の
良
い
不
動
産
物
件
が
見
つ
け
ら
れ
な
い
開

業
希
望
者
へ
の
物
件
の
紹
介
と
ア
ド
バ
イ
ス
、
勤
務

を
し
な
が
ら
独
立
準
備
を
し
て
い
る
が
忙
し
く
な
か

な
か
独
立
準
備
の
時
間
が
取
れ
な
い
開
業
希
望
者
へ

整
骨
院
の
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
全
て
の
業
務
を
丸
ご
と

引
き
受
け
る
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

だ
。

　

①
の
開
業
コ
ン
サ
ル

パ
ッ
ク
は
、開
業
を
す
る

う
え
で
一
番
重
要
な
不

動
産
物
件
を
探
す
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
た
な
い
開
業

希
望
者
に
最
適
物
件
の

市
場
調
査
や
家
賃
交
渉

等
の
賃
貸
借
サ
ポ
ー
ト
、

さ
ら
に
は
開
業
後
の
販

促
サ
ポ
ー
ト
も
パ
ッ
ク

に
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

開
業
希
望
者
に
と
っ
て

開
業
候
補
地
の
選
定
と

エ
リ
ア
の
整
合
性
は
最

大
の
悩
み
だ
が
、
地
域

が
決
ま
り
物
件
を
探
す

に
は
ネ
ッ
ト
や
不
動
産

業
者
が
公
開
す
る
空
き
不
動
産
情
報
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
、
何
の
商
売
に
も
最
適
な
人
気
物
件
は
公
開

前
にN

ext

が
決
ま
っ
て
い
る
。
公
開
し
て
い
る
物

件
は
言
っ
て
み
れ
ば
売
れ
残
り
不
動
産
物
件
に
等
し

く
、
飲
食
や
物
販
の
商
売
に
お
い
て
立
地
的
に
難
し

い
。

　
「
自
力
で
開
業
準
備
を
す
す
め
る
人
は
、思
い
描
い

て
い
る
開
業
イ
メ
ー
ジ
の
実
現
に
マ
ッ
チ
し
た
不
動

産
物
件
を
探
し
て
出
店
計
画
を
立
て
よ
う
と
す
る
と

思
い
ま
す
。
が
、
実
は
本
当
に
適
し
た
物
件
と
い
う

の
は
公
開
前
に
決
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
ん
で

す
ね
。」
と
大
坂
氏
は
言
う
。

　

そ
こ
で
Ｂ
２
Ｂ
サ
ク
セ
ス
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ル

ー
ト
か
ら
提
供
を
受
け
た
不
動
産
情
報
の
市
場
調
査

を
行
い
、
整
骨
院
に
適
し
た
物
件
に
つ
い
て
、
不
動

産
業
者
が
テ
ナ
ン
ト
の
募
集
広
告
を
出
す
前
に
開
業

希
望
者
へ
提
供
し
て
い
る
。

　
「
ま
た
、
整
骨
院
の
オ
ー
プ
ン
時
に
は
院
長
が
安

心
し
て
施
術
に
集
中
で
き
る
様
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
や

街
頭
で
の
宣
伝
活
動
等
も
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
開
業
後
も
院
長
と
売
上
ア
ッ
プ
を
考
え
た
営
業

施
策
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。」（
大
坂
氏
）

　

②
の
丸
ご
と
パ
ッ
ク
は
、「
新
規
開
院
を
予
定
し
て

い
る
が
、
資
金
が
足
り
な
い
」
と
い
う
人
に
、
整
骨

院
に
必
要
な
設
備
を
全
て
備
え
た
店
舗
を
ま
る
ご
と

開
業
希
望
者
へ
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
。

　
「
手
持
ち
資
金
が
足
り
な
い
開
業
希
望
者（
分
院
希

望
者
）
と
業
務
委
託
契
約
を
結
ぶ
こ
と
で
同
社
が
不

動
産
物
件
の
賃
貸
契
約
に
か
か
る
費
用
や
店
舗
の
造

作
、
物
療
機
器
等
の
設
備
全
部
を
同
社
が
行
い
、
毎

月
の
売
上
か
ら
家
賃
と
店
舗
使
用
料
を
い
た
だ
く
契

約
内
容
で
す
。
要
す
る
に
家
具
付
き
住
宅
の
賃
貸
契

約
に
似
た
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
4
月
に

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
ば
か
り
」

　

店
舗
使
用
契
約
は
６
年
契
約
で
契
約
満
了
後
に
は

再
契
約
す
る
こ
と
も
、
院
長
に
譲
る
こ
と
も
返
却
す

る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。「
私
共
と
し
て
は
６
年
後

に
院
長
先
生
が
再
契
約
ま
た
は
譲
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
魅
力
あ
る
不
動
産
物
件
し
か
ご
提
供
し
ま
せ

ん
。」（
大
坂
氏
）。

　

ま
た
、
Ｂ
２
Ｂ
サ
ク
セ
ス
は
平
成
21
年
６
月
２
日

に
直
営
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、
こ
の
1
号
店

を
皮
切
り
に
他
店
舗
展
開
も
行
っ
て
い
く
予
定
で
、

居
ぬ
き
物
件
を
譲
っ
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い

る
。
ま
た
、
新
規
オ
ー
プ
ン
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
の
接
骨
院
の
経
営
を
任
せ
ら
れ
る
分
院
長
も
募

集
し
て
い
る
。

　
「
今
後
は
新
規
オ
ー
プ
ン
も
含
め
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
た
い
。将
来
的
に
は
分
院
長
に
お
店
を
譲
る
、

と
い
う
お
約
束
で
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
」（
大
坂
氏
）

　　

不
動
産
物
件
の
紹
介

　

現
在
、
特
に
人
気
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
は
コ
ン
サ
ル

パ
ッ
ク
の
う
ち
不
動
産
物
件
だ
け
の
紹
介
を
行
う
サ

ー
ビ
ス
で
、
同
社
が
市
場
調
査
等
を
十
分
に
行
っ
た

公
開
前
の
不
動
産
情
報
を
提
供
し
て
15
万
円
～
月
額

賃
金
の
1
か
月
分
と
い
う
コ
ン
サ
ル
手
数
料
で
行
っ

て
い
る
。

　

整
骨
院
の
開
業
に
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
商
売
に

お
い
て
店
舗
の
立
地
条
件
が
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と

大
坂
氏
は
言
う
。

　
「
毎
年
６
０
０
０
と
も
言
わ
れ
る
国
家
資
格
者
が

対策パッケージ化で
悩み・不安を解決

①コンサルパック

②丸ごとパック

③直 営 店 舗

B2BB2B

新規開業
店舗移転
多店舗展開

新規開業
店舗移転
多店舗展開

Ｂ２Ｂサクセス

食品スーパー
ドラッグストア

スポーツクラブ

店舗（非公開）
店舗（公開）
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た
く
さ
ん
輩
出
さ
れ
て
い

る
。
過
当
競
争
が
と
っ
く

に
始
ま
っ
て
い
る
わ
け
で

す
か
ら
、
競
合
店
よ
り
も

よ
り
良
い
立
地
に
店
舗
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
い
、
移

り
た
い
と
思
う
方
は
多
い

で
し
ょ
う
」

　

提
供
す
る
好
立
地
条
件

の
物
件
に
は
内
装
業
者
や

設
備
会
社
が
情
報
を
直
接

持
込
む
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

「
持
込
業
者
が
物
件
に
て

開
業
を
す
る
場
合
は
、
造

作
工
事
の
全
て
を
物
件
の

持
込
業
者
が
担
当
す
る
こ

と
が
条
件
で
、
そ
の
場
合

に
は
物
件
が
決
ま
っ
た
後

の
発
注
な
ど
の
縛
り
が
発

生
す
る
」

　
「
た
だ
し
、工
事
費
が
一

般
的
価
格
帯
で
な
い
と
私

ど
も
の
信
用
に
も
か
か
わ

り
ま
す
の
で
、
高
い
場
合

は
絶
対
に
院
長
に
お
勧
め

は
し
な
い
」（
大
坂
氏
）

　

ま
た
、
薬
事
法
の
改
正

な
ど
の
影
響
か
ら
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
や
調
剤
薬
局
で

は
、
面
積
が
狭
い
店
舗
か

ら
広
い
店
舗
へ
移
る
ケ
ー

ス
も
多
く
、
15
か
20
坪
程

度
の
整
骨
院
に
ピ
ッ
タ
リ
の
店
舗
で
商
売
を
し
て
い

た
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
か
ら
水
面
下
で
不
動
産
物
件
の

提
供
を
受
け
て
い
る
。
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に
と
っ
て

も
そ
う
し
た
撤
退
の
後
に
同
業
種
が
入
っ
て
し
ま
う

事
を
考
慮
す
れ
ば
異
業
種
で
あ
る
整
骨
院
へ
物
件
を

提
供
す
る
こ
と
で
Ｗ
ｉ
ｎ―

Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
を
保

て
る
と
い
う
。

　

独
自
の
手
法
で
販
促
を
サ
ポ
ー
ト

　

何
の
店
舗
の
開
業
に
お
い
て
も
商
圏
調
査
は
重
要

で
、
そ
の
エ
リ
ア
の
人
口
密
度
や
通
行
人
調
査
な
ど

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
を
し
て
い
る
人
は
い
る

が
、
そ
の
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
れ
ば
よ
い

か
と
い
う
と
こ
ろ
で
行
き
詰
ま
る
こ
と
が
多
い
。

　

駅
か
ら
店
舗
を
結
び
主
導
線
に
お
け
る
通
行
人
調

査
を
時
間
帯
別
に
行
っ
た
結
果
、
朝
夕
の
時
間
帯
に

駅
に
向
か
う
人
が
圧
倒
的
に
多
い
位
置
に
あ
る
店
舗

に
お
い
て
、
オ
ー
プ
ン
を
控
え
た
あ
る
整
体
院
の
院

長
は
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
整
体
に
力
を
入
れ
た
い

と
い
う
こ
と
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
日
を
含
み
平
日
の
３

日
間
を
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
整
体
の
割
引
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
期
間
と
し
た
い
と
言
っ
て
い
た
。

　

毎
日
の
仕
事

の
疲
れ
を
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

整
体
で
癒
し
た

い
と
思
う
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
に
と

っ
て
平
日
に
割

引
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
っ
て
も

興
味
を
示
し
て
く
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
平
日
の
３
日

間
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
告
知
を
行
い
、
割
引
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
金
・
土
・
日
の
週
末
３
日
間
と
し
た
と
こ

ろ
、
先
生
た
ち
が
休
め
な
い
く
ら
い
爆
発
的
に
来
院

者
数
が
ア
ッ
プ
し
た
、
と
い
う
。

　

ま
た
、
大
坂
氏
は
「
お
客
様
に
と
っ
て
も
患
者
さ

ん
に
お
い
て
も
待
合
室
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
最

も
気
配
り
が
必
要
な
空
間
で
あ
る
」
と
強
調
す
る
。

　
「
最
近
、街
角
で
ま
ん
が
喫
茶
に
入
る
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
を
よ
く
目
に
す
る
が
、
マ
ン
ガ
の
種
類
が
少
な
く

週
刊
誌
が
古
い
お
店
は
人
気
が
な
い
。
だ
か
ら
ま
ん

が
喫
茶
で
は
マ
ン
ガ
の
種
類
が
豊
富
で
、
週
刊
誌
も

常
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
て
い
る
。
私
ど
も
の
待
合

室
も
同
じ
よ
う
に
週
刊
誌
は
常
に
年
齢
層
に
あ
っ
た

も
の
を
備
え
付
け
、
時
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

も
可
能
な
待
合
室
に
し
て
お
く
こ
と
で
、
お
客
様
の

待
つ
こ
と
へ
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
う
が
、
意
外
と
気
を
配
っ
て
い
な
い
整
骨
院

も
多
い
」（
大
坂
氏
）

　

さ
ら
に
５
０
０
メ
ー
ト
ル
商
圏
デ
ー
タ
を
基
に
広

告
宣
伝
と
し
て
近
隣
町
内
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
う

が
、
配
っ
た
エ
リ
ア
を
何
か
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
か

な
い
と
同
じ
エ
リ
ア
に
重
複
し
て
チ
ラ
シ
が
ま
か
れ

る
、
と
い
っ
た
ム
ダ
が
出
る
。
こ
れ
も
、「
区
役
所
な

ど
は
町
名
地
図
を
作
成
し
て
お
り
、
そ
れ
を
入
手
し

該
当
す
る
町
名
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
日
付
や

枚
数
を
記
入
す
る
。
そ
の
次
は
１
０
０
０
㍍
圏
内
を

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
す
る
、
と
い
う
ふ
う
に
、
上
手
な
や

り
方
が
あ
り
ま
す
」（
大
坂
氏
）

　

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
も
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
り
、
朝
ポ

ス
ト
に
入
っ
て
い
た
も
の
は
そ
の
ま
ま
カ
バ
ン
に
入

れ
て
電
車
の
中
で
読
ま
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
帰
宅

し
て
か
ら
ポ
ス
ト
に
入
っ
て
い
た
も
の
は
そ
の
ま
ま

捨
て
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
大
坂
氏
は
言
う
。

　

朝
早
い
時
間
を
利
用
し
て
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
目

に
留
ま
る
時
間
も
記
憶
に
も
残
る
。

　

交
通
調
査
に
し
て
も
、
単
純
に
道
を
歩
い
て
い
る

人
の
数
を
調
べ
る
だ
け
で
な
く
、
時
間
帯
別
に
駅
へ

歩
い
て
い
く
人
、
駅
か
ら
歩
い
て
く
る
人
の
向
か
っ

て
い
る
方
向
や
年
齢
層
な
ど
も
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。そ
れ
が
わ
か
っ
て
、は
じ
め
て
対
策
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
手
法
を
、
大

坂
氏
は
前
職
の
ノ
ン
バ
ン
ク
時
代
に
培
っ
て
い
る
。

　

来
期
は
11
店
舗
が
目
標

　

４
月
で
第
一
期
の
決
算
が
終
り
、
今
期
の
目
標
と

し
て
直
営
店
舗
及
び
丸
ご
と
パ
ッ
ク
を
合
わ
せ
て
11

店
舗
の
出
店
を
目
指
す
。

　
「
丸
ご
と
パ
ッ
ク
の
場
合
、保
健
所
へ
の
届
出
は
開

設
者
を
Ｂ
２
Ｂ
と
し
て
届
け
出
ま
す
の
で
、
業
務
委

託
契
約
を
同
社
と
各
院
長
と
の
間
で
結
び
、
売
上
か

ら
店
舗
使
用
料
と
賃
料
を
差
引
い
た
分
を
委
託
料
と

し
て
院
長
に
支
払
う

シ
ス
テ
ム
の
店
舗
を

合
わ
せ
て
11
店
舗
と

い
う
目
標
を
持
っ
て

い
ま
す
」（
大
坂
氏
）

　
　

◇　

◇　

◇

　

現
在
、
Ｂ
２
Ｂ
で
は

分
院
長
を
募
集
し
て

い
る
（
詳
細
は
本
号
の

求
人
広
告
・
59
ペ
ー
ジ

を
参
照
）。

株式会社Ｂ２Ｂサクセス
〒 101-0041
東京都千代田区神田須田町１ｰ３
ＮＡビル２Ｆ
電話 03 ー５２９５ー２１８０
http://www.b2bs.co.jp/

№ 住　　所 路線 /最寄駅 徒歩 面積 階数 コ　メ　ン　ト
1 東京都渋谷区 京王線 /初台 2分 約 12 坪 1階 現状営業中のため引渡し日は相談。角地であるため視認性が良好の物件です。
2 東京都稲城市若葉台 京王線 /若葉台 １分 約 25 坪 3階 現在建築中、テナントとしてスポーツジム・医療関係などが入る予定の物件です。
3 京都板橋区 都営三田線 /志村坂上 3分 約 20 坪 1階 商店街通り沿い。間口が広く視認性良好の物件です。
4 東京都杉並区 中央線 /阿佐ヶ谷 5分 約 16 坪 1階 現在物販営業中のため引渡し日相談。人通り良好物件です。
5 神奈川県大和市 小田急線 /中央林間 1分 約 22 坪 1階 現在物販営業中のため引渡し日相談。食品スーパー付近であるため視認性が良好の物件です。

▲

店
舗
物
件
一
覧

直
営
店
の「
せ
せ
ら
ぎ
堂 

神
明
整
骨
院
」
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神奈川県・訪問マッサージ大黒堂代表　田村武晴

問マッサージの現状

　

前
号
の
こ
の
欄
に
は
「
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

背
景
と
基
礎
」
と
し
て
社
会
的
背
景
と
施
術
、

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
法
律
面
や
問
題
点
な
ど
が

幅
広
い
視
点
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
国
家
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
を
第
一

目
標
と
し
て
勉
強
し
て
き
た
学
生
に
と
っ
て
、

免
許
取
得
後
「
ど
の
よ
う
に
請
求
処
理
を
す
れ

ば
良
い
の
か
」
な
ど
、
保
険
を
取
り
扱
う
上
で

の
実
務
面
の
不
安
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
に
も

触
れ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
実
務
面
で
の
不
安
を
抱
い
て
い
た

一
人
で
し
た
。

　

そ
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
、
私
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
が
主
催
す
る
訪
問

マ
ッ
サ
ー
ジ
研
修
に
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年

５
月
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
在
宅

医
療
の
基
礎
か
ら
営
業
方
法
、
同
意
書
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
請
求
の
仕
方
、
ク
レ
ー
ム
処

理
法
、
実
際
の
患
者
宅
を
訪
れ
る
訪
問
マ
ッ
サ

ー
ジ
実
地
見
学
な
ど
３
日
間
に
渡
り
び
っ
し
り

で
し
か
も
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。

　

お
か
げ
で
、
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
２
カ
月
後
に

「
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
大
黒
堂
」
を
開
院
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
日
は
、
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
開
業
以
来
約
２

年
間
で
感
じ
た
こ
と
を
現
場
の
視
点
か
ら
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
研
修
を
受
講

　

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
思
い
立
っ
た
の
は
、
平

成
15
年
に
接
骨
院
に
来
院
さ
れ
て
い
た
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
寝
た
き
り
に
な
り
ご
家
族
の
方
が
慣

れ
な
い
介
護
で
「
腰
を
捻
っ
て
ど
う
し
て
も
動

け
な
い
…
」
と
の
連
絡
を
い
た
だ
き
、
ご
自
宅

へ
柔
道
整
復
師
と
し
て
往
療
に
行
っ
た
時
の
こ

と
で
し
た
。

　

ご
家
族
の
方
は
１
、
２
回
で
歩
け
る
よ
う
に

な
り
接
骨
院
へ
通
院
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
往
療
中
に
目
に
入
っ
た
の
は
、

隣
の
ベ
ッ
ド
に
寝
て
い
る
寝
た
き
り
の
元
患
者

さ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
「
何
か
し
て
あ
げ
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
接
骨
院
を
開
業
し
て
1
年
目
の
こ
と

で
、
治
療
、
カ
ル
テ
整
理
、
請
求
管
理
（
個
人

請
求
）
、
年
度
末
に
向
け
決
算
準
備
な
ど
、
何

か
ら
何
ま
で
一
人
で
こ
な
し
て
い
た
の
で
、
ど

う
し
て
も
動
け
な
い
状
態
で
し
た
。

　

心
に
引
っ
掛
か
り
を
感
じ
な
が
ら
数
年
が
過

ぎ
、
た
ま
た
ま
送
ら
れ
て
き
た
本
誌
「
ひ
ー
り

ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
」
の
中
に
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
研

修
を
見
つ
け
、
参
加
し
た
こ
と
で
訪
問
マ
ッ
サ

ー
ジ
へ
の
気
持
ち
が
一
気
に
加
速
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
平
成
19
年
７
月
に
川
崎
市
宿
河

原
に
あ
っ
た
大
黒
堂
接
骨
院
（
現
・
し
ゅ
く
が

わ
ら
接
骨
院
）
を
母
体
と
し
て
、
訪
問
マ
ッ
サ

ー
ジ
大
黒
堂
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

大
黒
堂
を
立
ち
上
げ
て
、
す
ぐ
に
で
も
大
勢

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
を
採
用
し
、
た
く
さ
ん
の
患

者
さ
ん
宅
へ
訪
問
し
て
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て

あ
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
冷
静
に

考
え
て
み
る
と
、
ど
の
よ
う
に
訪
問
マ
ッ
サ
ー

ジ
事
業
を
広
げ
て
い
く
の
か
イ
メ
ー
ジ
が
つ
い

て
お
ら
ず
、
と
り
あ
え
ず
の
結
果
と
し
て
、
マ

ッ
サ
ー
ジ
師
２
人
と
接
骨
院
兼
務
の
事
務
員
１

人
の
体
制
で
の
立
ち
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
行
っ
た
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
書
類
が

い
つ
ま
で
に
必
要
で
、
そ
の
書
類
を
い
つ
ま
で

に
作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
事
務

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
実
際
の
患
者
さ
ん
の
自
宅
を

訪
問
す
る
ル
ー
ト
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
作
成
で

し
た
。

　

事
務
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
６
カ
月
先
ま
で
を

カ
レ
ン
ダ
ー
に
必
要
な
書
類
作
成
予
定
日
を
記

入
し
て
い
き
ま
し
た
。
訪
問
ル
ー
ト
・
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
研
修
資
料
で
あ
っ
た
時

間
割
の
よ
う
な
表
を
参
考
に
、
グ
ー
グ
ル
な
ど

を
使
い
な
が
ら
作
成
し
ま
し
た
。

　

訪
問
す
る
際
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
先
生
の
身
だ

し
な
み
や
言
葉
遣
い
な
ど
、
会
社
と
し
て
の
ル

ー
ル
の
作
成
に
は
特
に
注
意
を
払
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
た
ば
こ
の
臭
い
を
さ
せ
な

い
、
訪
問
先
で
の
お
茶
や
お
菓
子
な
ど
は
丁
重

に
お
断
り
す
る
な
ど
細
部
に
渡
っ
て
ル
ー
ル
を

つ
く
り
ま
し
た
。
「
少
し
細
か
す
ぎ
る
か
な
」

と
感
じ
ま
し
た
が
、
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
事
業

を
し
て
い
る
友
人
に
「
ど
ん
な
ク
レ
ー
ム
や
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
る
の
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
身

だ
し
な
み
や
言
葉
遣
い
な
ど
、
些
細
な
こ
と
が

多
い
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、
細
か
い
ル

ー
ル
を
つ
く
っ
た
こ
と
が
正
解
だ
と
一
安
心
し

ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
今
ま
で
患
者
さ
ん
や

ご
家
族
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
な
い
の
は
、
初
め
の

ル
ー
ル
づ
く
り
が
良
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

開設からの２年間を振りかえって
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
の
研
修
内

容
の
実
践
と
応
用
で
、
何
の
混
乱
も
な
く
事
業

の
開
始
が
で
き
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
の
心
の
変
化

　

こ
う
し
て
大
黒
堂
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、

あ
る
程
度
見
極
め
て
か
ら
本
格
的
な
事
業
を
や

っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
１
年

目
は
具
体
的
な
事
務
作
業
を
覚
え
た
り
、
通
常

か
か
る
諸
経
費
や
予
想
外
経
費
の
把
握
、
入
金

の
消
し
込
み
方
法
や
売
掛
残
高
な
ど
の
確
認
を

し
た
り
で
、
比
較
的
ゆ
っ
た
り
と
し
た
事
業
の

展
開
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
宣
伝
は
、
接
骨
院
の
院
内
掲
示
の
み

で
し
た
の
で
、
患
者
さ
ん
の
数
は
少
し
ず
つ
増

え
る
程
度
で
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
の
半
年
間
で
大
き
く
変
化
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
〝
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
の
心
の

中
〟
で
し
た
。

　

毎
月
２
回
ほ
ど
接
骨
院
の
本
院
、
分
院
と
大

黒
堂
の
合
同
で
催
し
て
い
た
勉
強
会
で
の
こ
と

で
す
。

　

勉
強
会
と
い
っ
て
も
技
術
指
導
の
よ
う
な
も

の
で
は
な
く
気
楽
な
雰
囲
気
で
、
そ
の
時
に
関

心
の
高
い
テ
ー
マ
を
、
食
事
を
し
な
が
ら
何
で

も
話
し
あ
う
〝
お
し
ゃ
べ
り
の
場
〟
的
な
勉
強

会
で
す
。

　

「
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最
高
の
先
生
と
は

…
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
対
し
て
勉
強
会
を
行
っ

て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
あ
る
大
黒
堂
ス
タ
ッ

フ
が
参
加
し
て
い
る
み
ん
な
に
次
の
よ
う
に
訴

え
ま
し
た
。

　

「
私
た
ち
は
日
頃
、
寝
た
き
り
の
患
者
さ
ん

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
進

行
し
た
患
者
さ
ん
は
、
何
度
足
を
運
ん
で
も
顔

を
覚
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な

患
者
さ
ん
に
対
し
て
股
関
節
の
拘
縮
を
予
防
す

る
施
術
を
し
た
り
、
ス
プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
を

使
い
自
分
の
力
で
食
事
し
て
も
ら
い
続
け
る
た

め
に
施
術
を
し
た
り
し
ま
す
。
も
う
私
た
ち
の

後
に
は
、
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
人
が
誰
も
い

な
い
か
も
し
れ
な
い･･･

。
そ
ん
な
後
が
な
い

状
態
の
患
者
さ
ん
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
接
骨
院
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
患
者
さ
ん

に
対
し
て
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
も

っ
と
先
生
の
方
か
ら
積
極
的
に
声
掛
け
を
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

そ
の
回
の
勉
強
会
で
は
涙
ぐ
ん
で
し
ま
う
先

生
も
い
た
り
し
て
、
と
て
も
有
意
義
な
勉
強
会

だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
30
人
ほ
ど
い
た
ス
タ
ッ
フ
が
、
何
の
た

め
に
こ
の
仕
事
を
は
じ
め
た
の
か
、
訪
問
マ
ッ

サ
ー
ジ
と
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
、
接
骨
院

で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
を
各

自
が
真
剣
に
考
え
始
め
ま
し
た
。

　

加
速
す
る
ス
タ
ッ
フ
達

　

数
日
後
、
こ
の
大
黒
堂
ス
タ
ッ
フ
の
熱
い
思

い
が
接
骨
院
に
伝
染
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と
感
じ

た
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
が
、
厚
労
省
の
Ｈ
Ｐ
の
中

か
ら
「
認
知
症
を
知
り
地
域
を
つ
く
る
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
〝
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
０
０
万
人

キ
ャ
ラ
バ
ン
（http://w

w
w

.caravanm
ate.

com
/

）
〟
と
い
う
、
認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど

の
よ
う
な
行
動
を
と
る
の
か
な
ど
地
域
の
人
に

認
知
症
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
一
人
で
も
多
く

認
知
症
を
理
解
し
た
人
を
増
や
そ
う
！
と
い
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
探
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
初
は
ス
タ
ッ
フ
の
社
内
研
修
と
し
て
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
（
講
師
の
先
生
）
を
お
招
き
し

て
み
ん
な
で
勉
強
を
す
る
予
定
で
し
た
が
、
打

ち
合
わ
せ
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
接
骨
院
に
通
う

患
者
さ
ん
に
も
こ
の
知
識
を
広
げ
よ
う
と
い
う

話
に
な
り
、
合
同
で
認
知
症
を
学
ぶ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

第
１
回
、
第
２
回
と
も
に
接
骨
院
の
待
合
室

に
ス
タ
ッ
フ
、
患
者
さ
ん
合
わ
せ
て
40
人
ほ
ど

の
人
を
集
め
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
取
材
も
入

り
、
み
ん
な
で
楽
し
く
勉
強
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
自
治
会
（
宿
河

原
町
会
）
主
催
で
も
認
知
症
を
知
り
地
域
を
つ

く
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
の
お
一
人
が
、
そ
の

後
軽
度
の
認
知
症
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
早
期

の
投
薬
治
療
を
行
な
っ
た
そ
う
で
す
。
早
期
の

投
薬
治
療
に
よ
り
認
知
症
の
進
行
速
度
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
の
か
、
そ
の
方
は
わ
ざ
わ
ざ
私
に
ま
で
お
礼

を
伝
え
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
、
私
た
ち
は
柔
道
整
復
師
や
あ
は
き

師
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
〝
今
何
が
で
き
る

の
か
〟
〝
今
な
に
を
地
域
に
発
信
し
て
い
く
べ

き
な
の
か
〟
を
改
め
て
明
確
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
「
柔
道
整
復
師
、
あ
は
き
師
は
、
医

者
で
は
な
い
か
ら
…
」
と
い
う
理
由
だ
け
で
、

自
ら
の
〝
思
考
と
行
動
〟
を
制
限
し
て
い
た
私

た
ち
が
、
そ
の
壁
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
瞬

間
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　　

こ
れ
だ
け
で
は
お
わ
り
ま
せ
ん

　

次
に
、
乳
が
ん
に
つ
い
て
の
知
識
の
普
及
啓

発
と
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
め
ざ
し
、
乳
が

ん
の
受
診
率
向
上
と
撲
滅
を
目
的
と
す
る
「
ピ

ン
ク
リ
ボ
ン
か
な
が
わ
」
が
進
め
る
検
診
普
及

の
た
め
に
、
地
域
の
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
の
場
所

を
お
借
り
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
全

額
か
な
が
わ
健
康
財
団
へ
の
寄
付
）
を
開
催
し

た
り
、
か
な
が
わ
健
康
財
団
か
ら
の
紹
介
で
、

川
崎
市
民
病
院
の
ド
ク
タ
ー
を
お
招
き
し
て

〝
大
腸
が
ん
検
診
の
推
進
セ
ミ
ナ
ー
〟
も
患
者

さ
ん
向
け
に
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
先
で
あ
る
老
人

施
設
と
共
同
で
「
第
１
回
ち
ぎ
り
絵
コ
ン
テ

ス
ト
」
も
開
催
し
ま
し
た
（
詳
し
く
はhttp://

w
w

w
.fourlinks.net/activity.htm

l

）
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
二
科
展
に
何
度
も

入
賞
さ
れ
て
い
る
竹
市
和
昭
先
生
に
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
審
査
員
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
き
、

優
秀
作
品
に
は
〝
折
り
紙
セ
ッ
ト
〟
と
〝
ハ
ン

ド
タ
オ
ル
〟
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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　営業開発研修（1.5 日間）

在宅医療に関する基本知識と姿勢 高齢社会での在宅医療
在宅医療マッサージ基礎知識

患者新規開拓　 介護事業者
訪問看護事業者・他

ケアシート
ケアシート作成
患者情報収集と管理
保険の仕組み
保険の種類と負担割合

同意書管理
依頼・引取・確認・管理
大規模医療機関と個人開業医
文書取扱　

　業務管理研修（0.5 日間）
スケジュール作成と管理 作成上の注意点　

既存患者と新規患者の注意点
クレーム処理 実例とその対処法

特　　徴　訪問医療マッサージ施術業務の営業ノウハウを具体
的な事例を数多く入れながら研修を実施しますの
で、独立・開業の手助けになります。万一、問題が
発生した場合にも、ＮＰＯ法人日本手技療法協会や
会員事業者からの支援も約束されています。

目　　的　高齢社会に貢献する訪問医療マッサージ師及び在宅
訪問マッサージ業の普及と育成を目的として営業に
特化した研修を講師が出張して実施。

対  象  者　あマ指師資格者、専門学校生及び国家試験受験資格
者、未資格者で訪問医療マッサージを開業予定の経
営者、営業担当者、事務担当者他

期　　間　２日間（土、日、祝可）
時　　間　１０：３０～１６：３０
場　　所　招聘者の手配・費用負担（場所は特に問いません）
定　　員　3 名以上 10 名まで
申込方法　電話により申込、スケジュール等調整後決定。ご希

望の日程が取れない場合もありますのでご了承くだ
さい

研修費用　会員１回 20 万円（消費税込）
　　　　　一般１回 30 万円（消費税込）
出張費用　往復旅費交通費（発地東京）・現地交通費実費は招
　　　　　聘者費用負担
講　　師　佐藤吉隆（ひーりんぐマガジン編集長・日本手技療

法協会理事長）　
※都合により変更される場合があります。

研修内容　営業開発研修、業務管理研修教材は当方で用意します
前  準  備　受講に際し、事前に準備や調査を行って戴くことが

あります。
持参していただくもの　筆記用具、ノート
注意事項　テープレコーダー、ＶＴＲ等不可　詳細は下記へお
　　　　　問合せ下さい。
　　　NPO 法人日本手技療法協会
　　　TEL03-5296-9055　FAX03-5296-9056
　　　Mailedit@healingm.com　http//www.e-shugi.jp

研　修　科　目

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
「
人
に
褒
め
ら
れ
た

の
は
何
年
ぶ
り
か
し
ら
」
「
や
っ
ぱ
り
人
に
褒

め
ら
れ
る
と
う
れ
し
い
わ
」
な
ど
と
患
者
さ
ん

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
聞
け
た
こ
と
は
、

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
私
た
ち
に
と
っ
て
最

高
に
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

治
療
家
だ
け
が
で
き
る
こ
と

　

訪
問
医
療
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
通
し
て
多
く
を
学

び
、
そ
し
て
気
づ
き
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

介
護
予
防
の
た
め
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
設

立
、
運
営
し
よ
う
と
の
提
案
か
ら
ス
タ
ッ
フ
の

有
志
に
よ
り
開
業
準
備
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

接
骨
院
事
業
で
は
、
お
子
様
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
、
介
護
予
防
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
足
腰
が
不
自
由
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
患
者
さ
ん
を
寝
た
き
り
に
さ
せ
な
い

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
、
そ
し
て
訪
問
医
療
マ
ッ
サ

ー
ジ
事
業
で
は
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
し
て
も
ご
家
族
の
方
に
迷
惑
を
か
け
た
く

な
い
と
い
う
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
を
大
切
に

し
、
患
者
さ
ん
も
ご
家
族
の
方
も
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
ま
す
。

　

医
者
、
理
学
療
法
士
、
ヘ
ル
パ
ー
そ
し
て
家

族
で
も
な
い
治
療
家
だ
け
が
〝
今
〟
で
き
る
こ

と
は
無
限
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

目
の
前
に
い
る
た
っ
た
一
人
の
患
者
さ
ん
の

た
め
に
必
要
な
こ
と
を
見
つ
け
、
手
を
差
し
伸

べ
て
あ
げ
る
こ
と
や
、
資
格
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
発
想
を
自
由
に
し
て
思
考
と
行
動
を
繰

り
返
す
こ
と
が
、
地
域
へ
と
つ
な
が
り
、
そ
し

て
未
来
に
つ
な
が
る
こ
と
を
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ

大
黒
堂
の
開
設
か
ら
約
２
年
間
で
確
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

も
し
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
興
味
を
持
た
れ
た

先
生
が
一
人
で
も
い
る
よ
う
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
が
主
催
す
る

訪
問
医
療
マ
ッ
サ
ー
ジ
研
修
の
受
講
を
お
勧
め

し
ま
す
（http://w

w
w

.e-shugi.jp/

）
。

　

ま
た
、
治
療
院
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
先
生
や

す
で
に
訪
問
医
療
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
始
め
て
い
る

先
生
の
中
で
「
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
み
た
い
ん

だ
け
ど
」
と
考
え
て
い
る
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ

れ
ば
、
ぜ
ひ
一
緒
に
〝
思
考
と
行
動
〟
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

そ
の
際
は
、
お
気
軽
に
田
村
ま
で
メ
ー

ル
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

（daikoku@
fourlinks.net

）
。

　

柔
道
整
復
師
、
あ
は
き
師
の
プ
ラ
イ
ド
を
持

ち
〝
思
考
と
行
動
〟
を
繰
り
返
す
こ
と
す
べ
て

は
、
日
本
中
の
患
者
さ
ん
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
信
じ
て
…
。

　

最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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あん摩マッサージ指圧師の現状

訪問医療マッサージ研修制度

目　　的　高齢社会に貢献する訪問マッサージ師及び訪問マッサ
　　　　　ージ業の普及と育成を目的として研修制度を確立し実
　　　　　施する。優秀な研修修了者（あマ指師）には優良訪問
　　　　　あん摩マッサージ指圧師として認定し、支援を行う。
対象者　あマ指師資格者、専門学校生及び国家試験受験資格　
　　　　者。未資格者で訪問医療マッサージを開業予定の経　
　　　　営者、営業担当者、事務担当者他
　　　　　※この研修はあマ指師の資格をとるものではありません
認定条件　本研修講座の４課程を修了した者で、優秀な成績を
　　　　　修めた者。未資格者の認定制度有（有料）。
研修費用　３日間コース：会員８万円（税込）　一般 10 万円（税込）
　　　　　２日間コース：会員７万円（税込）　一般 10 万円（税込）
時　　間　10:30 ～ 17:00
場　　所　東京都千代田区神田淡路町

（変更される場合もあります）
定　　員　各回若干名（会員優先）
申込方法　電話により申込後、協会から申し込み用紙を書類送
　　　　　付します。申込み用紙記入捺印後返送してください。
　　　　　研修参加許可書を郵送いたします。

※なお、定員になり次第締め切りますのでお早めにお
申込みください。ご希望の日程が取れない場合もあり
ますのでご了承ください。

受講時、持参していただくもの　
●筆記用具・ノート・マッサージ師免許のコピー・白衣・他
●未資格者はマッサージ師免許のコピー・白衣不要
●テープレコーダー持参可

 営業開発研修（1.5 日間）
訪問マッサージの役割と背景 高齢社会での訪問マッサージ

訪問マッサージに関する基礎用語と知識
保険取扱い基礎用語と知識
健康保険等の種類と保険適用の仕組み

マッサージの種類と基礎知識
事前調査
保険の仕組み、施術料と往療料

ケアシートと同意書

ケアシート作成
患者情報収集と管理
同意書の依頼・引取・確認・管理
病名・症状内容確認・部位・温罨法
文書取扱　礼状

生活保護者への訪問マッサージ 指定施術所申請から意見書記
載の仕方

 業務管理研修（0.5 日間）
スケジュール作成と管理
業務日報作成
リハビリマッサージ論
患者宅同行

作成上の注意点
既存患者と新規患者の注意点
種類と対処
記載方法と提出先

治療院運営 個人請求と保険者対応

 施術研修（0.5 日間）＊２日間コースを除く
リハビリマッサージ論 筋萎縮と関節拘縮

患者宅同行 訪問医療マッサージの実際

 レセプト発行用ソフト概論（0.5 日間）＊２日間コースを除く

患者情報入力から
レセプト発行まで

施術者情報・受診者 ( 患者 )
情報、保険証情報

・同意書情報等各種情報の入力法
レセプト出力法
患者向け請求書・領収書出力
病院・紹介者向け礼状出力

研修時間
研　修　内　容 時　　間

１日目 営業開発研修 10:30～ 17:00

２日目 営業開発研修・業務管理研修 10:30～ 17:00

３日目 患者宅同行・ＰＣ研修 10:30～ 17:00

申込・問合先　ＮＰＯ法人日本手技療法協会（担当佐藤）
　　　　　　　〒 101-8691 郵便事業（株）神田支店　郵便私書箱 53 号
　　　　　　　TEL03-5296-9055　FAX03-5296-9056
　　　　　　　Mailedit@healingm.com　http//www.e-shugi.jp

研修科目

特　徴　

研修は訪問医療マッサージ施術業務の営業

ノウハウを中心に、具体的な事例を数多く

入れ、レセプト発行用ソフト「レセ Pro（R）」

も使用しますので、すぐにでも独立・開業

ができます。

万一、問題が発生した場合にも、ＮＰＯ法

人日本手技療法協会および会員事業者から

の支援も約束されていますので安心です。

NPO法人日本手技療法協会の訪問医療マッサージ研修
２日間コース新設

回 開始日と終了日

第 86 回研修 ８月５日（水）～８月７日（金）

第 87 回研修 ８月17日（月）～８月19日（水）

第 88 回研修 ９月２日（水）～９月４日（金）

第 89 回研修 ９月14日（月）～９月16日（水）

第 90 回研修 10月７日（水）～10月９日（金）

第 91 回研修 10月19日（月）～10月21日（水）

第 92 回研修 11月４日（水）～11月６日（金）

※研修日程は基本的に毎月１回目の水～金曜日、第３週目の月～水曜
日です。研修日程は変更になることがあります。この研修はあマ指師
の資格をとるものではありません。

※休憩時間 12:30 ～ 13:30
※研修内容及び時間は変更することがあります。
※２日間コースには３日目の研修内容がありません。

研修実施日
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こ
れ
ま
で
６
回
に
わ
た
り
、
横
山
式
筋
二
点
療
法
方

式
に
よ
る
整
体
エ
ス
テ
の
基
本
に
つ
い
て
記
述
し
て
き

ま
し
た
が
、
す
べ
て
の
回
で
筋
・
腱
、
筋
肉
の
関
与
と

そ
の
知
識
の
重
要
度
、
硬
化
収
縮
し
て
い
る
筋
肉
の
弛

緩
さ
せ
る
必
要
性
を
説
明
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
締
め
る
最
後
の
稿
と
し
て
、
筋
肉

の
性
質
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
ま
す
。

　

今
ま
で
定
説
と
な
っ
て
い
る
筋
の
３
大
役
割
、
運
動
、

体
温
維
持
、
ポ
ン
プ
作
用
の
他
に
筋
に
は
隠
れ
た
性
質

が
あ
り
ま
す
。
収
縮
し
た
筋
の
弛
緩
に
関
す
る
性
質
と

し
て
振
動
で
緩
む
、
熱
で
緩
む
、
電
磁
波
障
害
除
去
施

術
で
緩
む
、
反
対
側
に
位
置
す
る
筋
の
刺
激
作
用
で
緩

っ
て
い
る
の
で
す
。
痛
み
を
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
し
て
筋

収
縮
度
が
分
か
り
ま
す
。

　

神
経
ブ
ロ
ッ
ク
や
、
薬
物
投
与
で
の
早
期
消
痛
処
置

は
、
神
の
摂
理
か
ら
は
適
し
て
い
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

収
縮
し
た
筋
の
弛
緩
施
術
の
適
否
に
よ
り
ま
す
が
、

従
来
か
ら
あ
る
「
擦
る
」「
揉
む
」「
押
す
」「
叩
く
」「
引
っ

張
る
」「
加
温
」「
低
周
波
」
な
ど
の
電
気
刺
激
を
し
て

も
、
緩
ま
ず
痛
み
も
消
え
に
く
い
は
ず
で
す
。

　

私
は
、
痛
み
の
部
位
は
結
果
で
あ
り
、
原
因
は
他
所

に
あ
る
事
実
を
発
見
し
、
原
因
箇
所
を
〝
反
射
点
〟
と

命
名
、「
圧
痛
点
に
対
す
る
反
射
点
の
存
在
」
を
発
表

い
た
し
ま
し
た
。

る
反
射
点
は
手
指
の
背
側
骨
間
筋
、
お
よ
び
掌
側
の
筋

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

最
終
反
射
点
だ
っ
た
背
側
骨
間
筋
を
圧
痛
点
に
、
伸

筋
、
ま
た
は
屈
筋
を
反
射
点
と
し
て
ル
ー
ト
を
逆
に
た

ど
り
、
刺
激
施
術
を
加
え
る
と
指
先
を
起
点
に
手
首
、

前
腕
、
上
腕
、
三
角
筋
へ
と
収
縮
し
て
い
た
筋
は
弛
緩

し
、
痛
み
は
消
え
ま
し
た
。

　

数
万
の
臨
床
結
果
か
ら
、「
圧
痛
点
に
対
す
る
反
射

点
の
存
在
説
」「
筋
二
点
間
刺
激
の
有
効
性
説
」「
筋
異

常
収
縮
上
肢
起
因
説
」「
筋
異
常
収
縮
一
次
移
行
説
」

な
ら
び
に
「
筋
異
常
収
縮
二
次
移
行
説
」
な
ど
を
学
会

に
発
表
し
て
「
横
山
式
筋
二
点
療
法
」
は
確
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
細
部
に
わ
た
る
研
究
に
よ
り
、
人
体
の
あ
ら

ゆ
る
箇
所
に
あ
る
痛
み
を
も
つ
筋
肉
の
反
射
筋
肉
の
存

在
箇
所
を
見
つ
け
、
疾
患
別
に
分
類
整
理
し
て
発
表
出

版
し
た
の
が
「
圧
痛
点
の
痛
み
を
消
す
反
射
筋
一
覧
図

表
集
」
で
す
。
こ
れ
ら
の
本
が
全
国
の
多
数
の
治
療
院

に
置
か
れ
て
い
る
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
一
般
書
と
し
て
患
者
さ
ん
向
け
に
出
版
し
た

「
痛
み
を
消
す
最
後
の
治
療
法
」（
現
代
書
林
発
行
）
も

全
国
の
図
書
館
に
も
置
か
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
治
療
師

の
諸
先
生
に
も
読
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
こ
ち
ら
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

筋
・
腱
の
性
質
の
研
究
は
現
在
も
続
行
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
成
果
は
、
そ
の
都
度
、
施
術
に
採
用
さ
れ
て

効
率
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
「
電
磁
波
障
害
に
よ
る
筋
・

腱
の
異
常
収
縮
と
、
そ
の
除
去
法
有
効
性
説
」
で
す
。

　

整
体
エ
ス
テ
、
治
療
師
に
と
っ
て
最
も
嫌
な
言
葉
は
、

「
症
状
の
戻
り
、
再
発
」
で
す
。

　

筋
・
腱
施
術
が
完
璧
に
行
わ
れ
た
後
で
も
再
発
、
戻

り
が
起
き
ま
す
が
、
そ
の
元
凶
が
電
磁
波
障
害
で
あ
る

こ
と
を
突
き
止
め
ま
し
た
。
再
発
、
戻
り
で
は
な
く
、

新
規
の
発
生
だ
っ
た
の
で
す
。

　

電
磁
波
は
治
療
後
の
人
体
に
間
髪
を
入
れ
ず
に
侵
入

し
、
筋
・
腱
の
異
常
収
縮
を
進
行
さ
せ
、
あ
た
か
も
戻

り
、
再
発
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
ま
す
。

　

絶
え
ず
電
磁
波
障
害
除
去
を
心
掛
け
る
だ
け
で
疑
似

再
発
は
防
げ
ま
す
し
、
新
規
発
生
の
筋
収
縮
も
早
期
の

段
階
で
解
消
で
き
ま
す
。
こ
の
施
術
だ
け
で
平
均
で
６

割
は
ほ
ぐ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
の
施
術
に
際
し
横
山
式
筋
二
点
療

法
で
は
、
第
一
に
電
磁
波
障
害
除
去
法
を
採
用
し
て
い

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
治
療
時
間
の
大

幅
短
縮
に
も
な
り
ま
す
。

　

消
痛
治
療
の
治
療
院
は
元
よ
り
整
体
エ
ス
テ
の
サ
ロ

ン
で
の
積
極
的
採
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。（
完
）

横
山
式
筋
二
点
療
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル　

会
長　

横
山
紗
弥

横山紗弥　昭和９年台湾生まれ。
昭和 42年長女・有香の小児喘息を治すため、土
浦市に転地。霞ヶ浦整体療院院長として治療の道
に入る。
昭和 60年筋肉の基質について発見。
13年間にわたり治療点を研究の結果、横山式筋
二点療法を完成。
平成７年日本療術学会にて研究発表。
平成９年日本療術学会にて研究発表。
平成 12年各地のセミナー会場にて後進の指導を
続行。通信教育コースも併せ開設。

連載

第
７
回

む
、
ラ
イ
ン
上
の
筋
で
緩
む
、
人
体
構
造
上
の
類
似
点

の
筋
で
緩
む
、
多
重
構
造
上
の
筋
で
緩
む
な
ど
で
す
。

　

筋
の
収
縮
は
、
ま
ず
〝
こ
り
〟
次
に
〝
痛
み
〟
と
な

っ
て
危
険
を
知
ら
せ
て
く
れ
、
そ
の
痛
み
を
放
置
す
る

と
〝
し
び
れ
〟

〝
麻
痺
〟
へ
と

移
行
し
て
い
き

ま
す
。
こ
の
よ

う
に
痛
み
は
別

の
観
点
か
ら
見

る
と
非
常
に
重

要
な
役
割
を
も

　

圧
痛
点
だ
け
、
あ
る
い
は
反
射
点
だ
け
へ
の
弛
緩
施

術
は
、
一
点
療
法
で
あ
り
、
収
縮
筋
肉
は
弛
緩
し
に
く

い
の
で
す
。
し
か
し
、
圧
痛
点
と
反
射
点
の
二
点
を
両

手
で
結
ぶ
形
で
の
刺
激
に
よ
っ
て
、
圧
痛
点
の
痛
み
は

瞬
時
に
消
え
、
収
縮
し
て
い
た
筋
・
腱
も
同
時
に
弛
緩

す
る
こ
と
を
発
見
し
て
、
筋
二
点
間
へ
の
刺
激
の
有
効

性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ど
こ
の
圧
痛
点
も
反
射
点
と
の
二
点
間
刺
激
で
瞬
時

に
消
え
ま
す
が
、
そ
の
時
使
っ
た
反
射
点
に
も
軽
い
痛

み
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
こ
を
次
の
圧
痛
点
と
し

て
、
そ
の
反
射
点
を
探
し
出
し
、
さ
ら
に
同
様
に
二
点

間
を
遡
及
し
、
追
跡
し
た
結
果
、
最
終
位
置
に
存
在
す

収
縮
筋
・
腱
の
弛
緩
法
と
横
山
式
筋
二
点
療
法

自
由
診
療
へ
の
提
案
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NEWS４
　

改
正
薬
事
法
が
６
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
。
一
般
用
医
薬
品
（
大
衆
薬
）
の
販
売
方
法

が
変
わ
っ
た
。
医
薬
品
は
リ
ス
ク
の
程
度
に
応

じ
て
3
つ
に
分
類
さ
れ

（
平
成
19
年
４
月
1
日

か
ら
施
行
）
、
さ
ら
に

購
入
時
の
専
門
家
に
よ

る
情
報
提
供
、
リ
ス
ク

区
分
に
関
す
る
外
箱
等

の
表
示
、
医
薬
品
の
陳

列
方
法
、
店
舗
に
お
け

る
販
売
体
制
、
店
舗
に

お
け
る
掲
示
事
項
の
変

更
と
通
信
販
売
に
関
す

る
規
定
の
整
備
も
行
わ

れ
た
。

　

こ
れ
を
新
た
な
「
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
」
と

と
ら
え
、
柔
道
整
復

師
、
あ
マ
指
師
、
鍼
灸

師
や
整
体
師
、
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
系
や
エ
ス

テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
ら
に

も
、
こ
の
資
格
を
取
ろ

う
と
す
る
動
き
が
広
が

チ
ャ
ン
ス
？　

改
正
薬
事
法

っ
て
い
る
と
い
う
。

　

店
舗
に
お
け
る
販
売
体
制
で
は
、
第
２
分
類

医
薬
品
（
リ
ス
ク
が
比
較
的
高
い
医
薬
品･･･

主
な
風
邪
薬
、
解
熱
・
鎮
痛
剤
な
ど
）
と
第
３

分
類
（
リ
ス
ク
が
比
較
的
低
い
医
薬
品･･･

主

な
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
、
Ｃ
含
有
保
健
薬
、
整
腸
剤
な

ど
）
の
販
売
者
に
新
し
い
資
格
「
登
録
販
売

者
」
が
設
け
ら
れ
た
。

　

「
登
録
販
売
者
」
の
受
験
資
格
は
６
年
制
の

大
学
で
薬
学
の
正
規
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し

た
人
以
外
の
高
卒
以
上
の
人
の
場
合
、
１
年

間
の
実
務
経
験
が
必
要
だ
と
い
う
。
月
に
80
時

間
以
上
勤
務
し
た
場
合
を
実
務
経
験
1
カ
月
と

数
え
る
た
め
、
１
日
４
時
間
を
20
日
間
で
１
カ

月
、
一
般
医
薬
品
の
販
売
等
の
直
接
の
業
務
を

行
っ
て
い
た
り
、
一
般
医
薬
品
の
販
売
時
の
情

報
提
供
を
補
助
す
る
業
務
ま
た
は
そ
の
内
容
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
業
務
を
行
っ
て
い
た
り
す

れ
ば
よ
い
。

　

受
験
資
格
を
ク
リ
ア
し
て
都
道
府
県
が
実
施

す
る
試
験
に
合
格
し
、
登
録
販
売
者
も
販
売
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
合
格
率
は
60
％
程
度
。

　

朝
日
新
聞
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
東
京
都
八
王

子
市
で
鍼
灸
院
を
開
業
す
る
院
長
は
１
年
以
上

の
「
実
務
経
験
」
を
積
む
た
め
、
家
庭
な
ど

を
訪
ね
て
薬
を
配
置
す
る
「
売
薬
さ
ん
」
と

し
て
働
い
た
。
昨
年
12
月
に
東
京
都
で
登
録

販
売
者
の
資
格
を
取
得
。
併
設
し
た
店
舗
で

漢
方
薬
を
販
売
し
よ
う
と
、
店
舗
販
売
の
許

可
も
取
得
す
る
つ
も
り
の
よ
う
だ
。
「
公
の

資
格
だ
か
ら
患
者
に
も
安
心
感
が
あ
る
と
思

う
。
針
と
漢
方
を
併
用
し
て
、
幅
広
い
治
療

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
…
」
と
い
う
。

　

ま
た
、
あ
る
家
庭
薬
卸
問
屋
で
は
、
全
国

各
地
で
登
録
販
売
者
の
資
格
取
得
希
望
者
を

対
象
に
「
無
料
研
修
会
」
を
開
催
し
、
試
験

問
題
を
解
説
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
参
加
者

に
は
「
売
薬
さ
ん
」
が
最
も
多
い
が
、
柔
道

整
復
師
、
は
り
・
き
ゅ
う
師
や
整
体
、
エ
ス

テ
関
係
な
ど
も
集
ま
る
ら
し
い
。

　

学
校
法
人
「
東
京
医
薬
専
門
学
校
」
（
東

京
都
江
戸
川
区
）
は
２
０
０
８
年
に
、
登
録

販
売
者
の
資
格
を
取
得
す
る
２
年
制
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
た
。
６
月
の
改
正
薬
事
法

施
行
直
後
は
、
資
料
請
求
の
件
数
が
約
２
倍

に
増
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
数
も

数
十
倍
に
増
え
た
と
い
う
。

　

生
徒
の
中
に
は
、
勤
務
先
の
接
骨
院
に
後

押
し
さ
れ
て
通
学
す
る
従
業
員
も
い
る
。
同

校
に
通
う
あ
る
柔
道
整
復
師
は
、
将
来
の
独

立
を
考
え
て
登
録
販
売
者
の
資
格
取
得
を
め

ざ
し
て
い
る
と
い
う
。

　

改
正
薬
事
法
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
動
き

出
す
人
も
い
る
。
本
誌
を
ご
覧
の
先
生
も
一

考
し
て
み
た
ら
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
た
だ

し
、
店
舗
は
保
健
所
の
認
可
が
必
要
で
、
治

療
院
内
で
の
認
可
は
お
り
な
い
。

リスク分類 対応する専門家 積極的に情報提供 購入者からの相談

第１医薬品（特にリスクの高い医薬品） 薬剤師 書面での情報提供義務

応答義務第２医薬品（リスクが比較的高い医薬品） 薬剤師または
登録販売者

適正使用のための必要情報提供

第３医薬品（リスクが比較的低い医薬品） 不要

専
門
学
校
に〝
登
録
販
売
者
〟取
得
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
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 http://www.e-shugi.jp/
ここに掲載されている求人情報は、日本手技療法協会ポータルサイト

にも掲載されております。あわせてご覧下さい。

メリット・アイコン

未経験者OK 高収入交通費支給長期歓迎学生OK

土・日のみ
　勤務OK

新規・新装
　　OPEN

車・バイク
　通勤OK

食事つき

2009   Summer

面接場所 ･

recruit

東京都 ＪＲ青梅線
福生 ( ふっさ ) 駅歩3分

正社員 月
給20～70万円以上

スタッフこそが誇り !夢を実現できる整骨院です。
柔整師の力を最大限に生かせる暖かい職場です。

【仕事内容】
整骨院のスタッフ、院長候補の募集。カイロ ､
整体をとり入れた柔整業務全般。スポーツ外
傷も多いので幅広く学べますよ。
【独立支援制度】
資金の無い人でも独立開業まで応援 !!
人材育成に力を入れている、夢を本当に実現
できる整骨院です。
【仲間はこんな人】
とにかく明るい。とっても真面目な好青年ば
かりです。ヤル気と向学心が旺盛ですので、
あなたも一生の友を得ることでしょう !
【身につく技術・知識】
スポーツ外傷、テーピング、柔整固定法の他、
カイロ、整体理論、レントゲン読影、栄養学、
レセプト、マネージメント理論などなど。リ
ーダーシップを磨く為の異業種交流会もあり
ます。固定観念を破り、共に成長しましょう。

仕事・職場情報
東京都福生市、立川市、羽村市、

　あきる野市、青梅市　他
9:00 ～ 12:30　15:00 ～ 20:00
日祭日、平日交代休有
社保、厚年他完備
柔整師、カイロプラクター ( 学生可 )
TEL 後履歴書（写貼）持参
電話連絡の上、面接

福生整骨院グループ
〒197-0022　東京都福生市本町58

メゾンドヌール山崎1F
TEL042-553-5445FAX042-530-6433

http://www.seikotu.net
E-mail:gerbill@kta.biglobe.ne.jp

募集情報

骨折・脱臼・捻挫・打撲・挫傷及びスポーツ傷害が多数来院しています。
柔道整復師卒後臨床研修施設の認定も受けている接骨院です。

【身につく技術・知識】
外傷患者さんが多数来院している整骨院で
す。提携整形外科や勉強会があり、整骨院本
来の技術を習得するのに最適な環境です。
「どうしたら外傷患者さんが多数来院するの
か」が身につきます。将来、成功するために
フジタ整骨院で修行してみませんか。

仕事・職場情報

フジタ整骨院 〒 223-0058 神奈川県横浜市港北区新吉田東 6-31-6
TEL&FAX045-541-5625 フジタ

募集情報
神奈川県横浜市内の妙蓮寺駅・大倉

山駅・日吉駅にも勤務地有り
9:00 ～ 20:00 の中で応相談 週休

２日制（日曜と平日１日）、夏季・冬季休暇
有り 交通費全額支給、労災、雇用保険
完備 柔道整復師（学生可）※50 歳位
迄 TEL後歴（写貼）持参 面接

東横線

綱島駅バス10分
社員 月

給（新卒、未経験、21歳）18万円～（経験 ､5年、28 歳）28万円

神奈川県横浜市
港北区

市営地下鉄線

新羽駅バス10分

東京都

平成20年開設の新しい環境で、訪問マッサージ・
機能訓練等を学び、一緒に成長して行きませんか？

【仕事内容】施設・居宅などへの訪問マッサージ、機能訓練。
業務拡大中のため、将来責任ある仕事をお任せすることも。
【職場の雰囲気】女性も働きやすい、明るく自由な環境です。
【身につく技術・知識】個々の患者様に応じた施術プログ
ラムの構築・療法の提案等、多方向での知識が習得できま
す。スキルアップの研修等も行っていきます。

仕事・職場情報

ふくわらい
マッサージ

〒 188-0011 東京都西東京市田無町 4-22-12プランドール・イトー 1F
TEL042-451-6620FAX042-451-6621http://www.nursing.co.jp 杉山

募集情報
東京都西東京市
9:00 ～ 18:00 土日祝・夏期冬期
昇給、賞与、交通費、社保完備、制服貸与
あマ指師、運転免許
TELの上履歴書送付 面接・実技

※アは時間・休み応相談

西武新宿線

田無駅歩４分
社員 月

給22～30万円 アルバイト 時
給1,200円～1,500円
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東京都

将来、開業したいスタッフが集まっている
治療院です。８月・９月開設につき分院長募集 !!

【仕事内容】リラクゼーション系の施術・整骨院の治
療補助。【こんな治療院】６月にリニューアルしたば
かりのきれいな治療院です。新規治療院も開設予定
で立ち上げを手伝っていただける方を募集していま
す。【募集の職種】柔道整復師・鍼灸師・マッサージ師・
整体師・リラクゼーション系のセラピスト。

仕事・職場情報

せせらぎ堂
神明整骨院

〒 142-0043 東京都品川区二葉 1-16-19
TEL&FAX03-5750-4658 平尾

募集情報
東京都品川区
10:00 ～ 20:00 ※アは応相談
応相談
交通費 20,000 円まで支給、社保完備
左記参照 TEL 後履歴書持参
面接・実技

JR 京浜東北線

大井町駅歩８分
月
給35～40万円 時

給900円～1,200円

東急大井町線

下神明駅歩３分
柔整 月

給25～30万円 月
給20～25万円整体師分院長 アルバイト

整骨院譲渡いたします。
【譲渡価格】応相談【面積】18 坪
【立地】大田区内／東急池上線沿線／
最寄り駅下車１分／商店街 1F
【家賃】25 万 5 千円／保証金 400 万円
【来院者数】１日約 42 人
【施術内容】保険手技 15 分と低周波 10 分／
自費マッサージ 10 分 1,000 円から

物件情報

連絡先　03-3748-0112　担当武藤

1 ヶ月の収入と支出
収　入●保険申請額／約130 万円
　　　●現　　　金／約 50 万円
　　　■合　　　計／約180 万円
支　出●家　　　賃／ 25 万 5千円
　　　●人件費 3人／約 70 万円
　　　●そ　の　他／約 10 万円
　　　■合　　　計／約110 万円

東京都 大田区内

東急池上線沿線
価格 応相談

売店舗
情　報

埼玉県 JR 高崎線

本庄駅歩1分
場所 埼玉県本庄市
物件情報

【場　所】埼玉県本庄市
　　　　JR 高崎線本庄駅徒歩 1分
【家　賃】95,000 円
【管理費】11,000 円
【構　造】鉄筋コンクリート7階建て
　　　　内 1階（102 号）
　　　　21.3 坪（70.45 ㎡）
【条　件】即入居可
　　　　敷金、礼金すべて無料

花園不動産
TEL：048-584-2155

E-mail：mjftj723@yahoo.co.jp

貸店舗
情　報

埼玉県知事（12）第 3223 号

▼セミナー情報①

　yaの耳つぼA理論･実技･経営セミナー

スマイルスリム Aya グループ
〒430-0825 静岡県浜松市南区下江町 247-1

TEL&FAX053-543-9959
http://mimi-salon.com/

内容　整骨院・鍼灸院内で気軽に始めて効
　　　果を出し、しかも患者さんに喜ばれ
　　　るダイエット法です。
対象　整骨院・鍼灸院の経営者、スタッフ、
　　　開業予定者
日時　下記ホームページでご確認下さい。
費用　1 日コース：89,800 円／アフター・
　　　フォロー：無料
場所　東京・神奈川･静岡・広島
備考　まずは下記協会ホームページをご覧下さい ｡

▼セミナー情報②	

　16期第消痛基礎セミナー

遠
えんらくりょうほう

絡療法 ENRAC ㈱
〒104-0061 東京都中央区銀座 5-10-6 御幸ビル 3F
TEL03-5537-1260FAX03-5537-1259

http://enrac-therapy.jp/

内容　「遠絡療法」の基本概念の習得並びに局
　　　  所性疼痛治療の症例と治療法の紹介。
対象　医療関係国家資格所有者：医師・歯科
　　　医師・鍼灸師・柔道整復師・理学療法士・
　　　看護士など。
日時　10 月４日（日）、11 月１日（日）、
　　　11 月 29 日（日）
費用　各 25,000 円
場所　大阪・福岡・東京
備考　「遠絡療法」は本誌 19 号で紹介されました。

▼セミナー情報③

　脚矯正プログラムＯ導入セミナー

成城トータルコンディショニング
〒157-0066 東京都世田谷区成城 6-6-5 広川ビル 2F
TEL03-5490-6257FAX03-5490-6284

http://seijotc.com/

内容　初回時に改善予測がたてられる安心
　　　のＯ脚矯正法。当店の施術の流れと、
　　　集客法を丸ごと学べます。受講後、　
　　　　　　半年間のメール・電話によるサポー
　　　トをいたします。完全返金保証。
対象　これからＯ脚矯正の導入を考えてい
　　　る先生に最適です。
日時　日曜・祝日。ホームページをご覧下さい。
費用　98,000 円（100％返金保証）
場所　小田急線：成城学園前駅（西口から徒歩２分）

求人情報のご案内

■次号 (24号) は平成21年７月25日発行
　を予定しています。掲載される方は
　６月12日までにお申し込みください。
■ただし、枠が埋まり次第、締切りと
　させていただきますのでお早めに
　お申し込みください。

カラーで見やすい求人情報
スペースをぜひご活用ください。

　 ●掲載料金

 ※基本的に制作費はいただいておりませんが、
パターン外の原稿作成の場合、制作費を
請求させていただく場合もございます。

1 PAGE　   ￥157,500　
1/2 PAGE　 ￥94,500　
1/4 PAGE　 ￥52,500　
1/8 PAGE　 ￥31,500　
1/16 PAGE　 ￥15,750　

≪ひーりんぐマガジン編集部≫
TEL 03-5296-9061  FAX 03-5296-9056

▼セミナー情報④

　果抜群 !症状改善に効画期的な頭蓋骨特効法

パーフェクトクラニオロジー協会
〒144-0031 東京都大田区東蒲田 2-29-13 オタマビル 1F

TEL&FAX03-3736-6508
http://www.perfect-craniology.jp/

内容　頭蓋骨へのピンポイントコンタクト
　　　で様々な症状を劇的に変化させるこ
　　　とのできる治療法。
対象　資格不問。（但し、事前にベーシッ
　　　クセミナーを５回以上受講した方）。
日時　毎月第２日曜日開催（10:00 ～ 16:30）
費用　会員：8,000 円
　　　非会員：20,000 円
場所　東京都大田区
　　　（地図等はホームページ参照）

▼セミナー情報⑤	

　とう式さリンパケア講習会

分子生理化学研究所
〒107-0062 東京都港区南青山 3-13-16
TEL03-5772-0151FAX03-5772-0152

http://www.mpc-lab.com

内容　５分で小顔、肩こり、首こりの改善。
　　　究極のリフトテクニック。
対象　エステティシャン、手技療法家、医師、
　　　 歯科医師等プロ向け。（一般の方も可）
日時　７月 30 日（木）東京／８月 13 日（木）福岡
　　　  ８月 19 日（水）神戸／９月９日（水）東京
　　　  10:00 ～（初級）／ 13:00 ～（上級）
費用　初級１万円／上級３万円（初級受講者のみ）
場所　東京都港区南青山 3-13-16（表参道駅 A4 出口）
備考　詳しくは http://1st.geocities.jp/ddwts501/

セミナー情報募集
治療家、セラピスト向けのセミナー・講習会・イベントな

どの案内スペースを無料で提供いたします。掲載をご希

望される場合は、お電話でご連絡下さい。所定の用紙を

ＦＡＸで送信いたします。※先着順で締切りとせていた

だきます。

　ひーりんぐマガジン編集部
ＴＥＬ 03ー５２９６ー９０６１
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▼
厚
生
労
働
省
は
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
で
、
平
成
21
年
７
月

９
日
11
時
現
在
の
国
内
の
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
数

（
累
計
）
を
２
１
２
６
人
と
発

表
し
た
。
国
内
の
患
者
数
は
46

都
道
府
県
に
わ
た
り
、
２
カ
月
間
で
２
千

人
を
突
破
し
て
い
る
。
世
界
の
患
者
数
は
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
と
７
月
６
日
時
点
で
９
４

５
１
２
人
、
死
亡
者
数
は
４
２
９
人
と
な

っ
て
い
る
。
５
月
９
日
に
成
田
空
港
で
国

内
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
発
生
の
初
期
は
、

マ
ス
コ
ミ
も
大
騒
ぎ
し
て
い
た
が
軽
症
患

者
が
多
い
こ
と
か
ら
か
、今
や
ト
ン
と
話
題

に
上
ら
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、厚
生
労
働

省
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
推
進
本
部

は
６
月
25
日
の
事
務
連
絡
で「
我
が
国
に
お

い
て
も
、秋
冬
に
向
け
て
全
国
的
か
つ
大
規

模
な
患
者
の
増
加
が
起
こ
る
お
そ
れ
あ
り
。

重
症
患
者
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
り
」と

伝
え
て
い
る
よ
う
に
、マ
ス
コ
ミ
の
露
出
が

減
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
安
心
し
な
い

方
が
よ
い
。「
お
の
お
の
方
、
決
し
て
ご
油

断
め
さ
る
な
！
」（
よ
）

　

▼
９
月
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
麻
生
政

権
。
解
散
・
総
選
挙
が
８
月
に
も
あ
る
ら
し

い
。
一
方
、二
大
政
党
制
を
目
指
す
と
言
っ

て
出
来
た
現
在
の
民
主
党
だ
が
、考
え
て
み

れ
ば
、「
自
由
民
主
党
」
の
中
に
「
民
主
党
」

っ
て
含
ま
れ
て
ま
す
け
ど
。55
年
の
保
守
合

同
で
自
由
党
と
民
主
党
が
合
併
し
て
で
き

た
自
民
党
。当
時
の
吉
田
VS
鳩
山
の
権
力
闘

争
が
孫
の
代
で
再
び
…
な
ん
て
も
う
誰
も

振
り
向
い
て
く
れ
そ
う
に
な
い
。
が
、そ
う

は
言
っ
て
も
投
票
は
国
民
の
義
務
だ
。
さ

て
ど
の
政
党
に
一
票
を
投
じ
れ
ば
良
い
？

　

テ
レ
ビ
の
討
論
番
組
な
ど
見
て
る
と
、ど

の
政
党
も
一
長
一
短
で
黒
白
を
付
け
難
い
。

何
気
に
共
産
党
が
一
番
ま
と
も
に
見
え
る

の
だ
が
、
彼
ら
の
め
ざ
す
先
は
今
さ
ら
、
共

産
主
義
国
家
な
の
か
？　

今
時
、共
産
党
宣

言
な
の
か
？　

そ
し
て
私
の
貴
重
な
浮
動

票
は
一
体
何
処
へ
…
…
。そ
れ
に
し
て
も
夏

の
ク
ソ
暑
い
時
期
に
蝉
の
声
よ
り
暑
苦
し

い
選
挙
カ
ー
の
怒
鳴
り
声
な
ん
て
勘
弁
し

て
ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う
。（
増
）

　

▼
定
額
給
付
金
を
定
額
以
上
遣
い
倒
し

た
（
さ
）
女
史
が
、
ご
友
人
の
会
社
の
窮

地
を
救
う
た
め
、
６
月
い
っ
ぱ
い
で
退
社
、

後
任
で
や
っ
て
参
り
ま
し
た
（
青
）
で
ご

ざ
い
ま
す
。
引
継
ぎ
期
間
は
正
味
７
日
間
、

あ
れ
も
こ
れ
も
と
矢
継
ぎ
早
に
叩
き
込
ま

れ
て
、
普
段
で
さ
え
演
算
能
力
の
低
い
私

の
脳
味
噌
は
フ
リ
ー
ズ
を
繰
り
返
し
…
…
。

（
さ
）
女
史
去
っ
て
10
日
余
り
、
矢
継
ぎ
早

ト
ー
ク
を
一
つ
一
つ
思
い
出
し
て
は「
じ
っ

く
り
解
凍
」
し
て
い
る
暇
も
な
く
、
た
だ

「
糸
の
切
れ
た
凧
」
に
な
ら
ぬ
よ
う
必
死
に

踏
ん
張
っ
て
お
り
ま
す
。
私
の
前
職
は
メ

ー
カ
ー
で
す
。昨
年
後
半
か
ら
多
く
の
人
が

遭
遇
し
た
（
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
）
業
績

不
振
に
よ
る
リ
ス
ト
ラ
。
履
歴
書
23
枚
目
、

面
接
６
回
目
で
こ
こ
に
来
ま
し
た
。次
号
あ

た
り
か
ら
は
余
裕
も
出
て
く
る
の
で
は
と

予
想
し
ま
す
。（
ま
た
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
ら

目
も
当
て
ら
れ
な
い
！
）前
々
々
職
は
編
集

者
の
（
青
）

　

▼
筋
肉
量
を
高
精
度
で
測
定
す
る
筋
量

計P
h

ysio
n

 M
D

の
取
材
に
日
本
シ
ュ
ー

タ
ー
の
林
課
長
を
訪
ね
た
。
お
約
束
ど
お

り
、
自
ら
体
験
す
る
こ
と
に
…
…
。
最
近
、

こ
の
手
の
取
材
に
は
こ
の
パ
タ
ー
ン
が
多

く
、ほ
と
ん
ど
〝
無
抵
抗
〟
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。横
に
な
り
電
極
を
つ
け
ら
れ
て

測
定
開
始
ま
で
３
分
ほ
ど
。測
定
も
１
分
も

あ
れ
ば
終
了
し
、
す
ぐ
に
パ
ソ
コ
ン
画
面

に
測
定
結
果
が
表
示
さ
れ
る
。
あ
ら
か
じ

め
年
齢
、
身
長
、
体
重
を
申
告
し
て
い
る
。

「
学
生
時
代
に
野
球
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
を

し
て
い
て
、こ
こ
十
数
年
は
ス
ポ
ー
ツ
ら
し

い
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
ね
？
」と
ぴ
た
り

と
言
い
当
て
る
林
氏
。「
右
足
の
筋
肉
が
衰

え
始
め
て
い
ま
す
」と
た
た
み
か
け
る
林
氏

に
、「
そ
ん
な
～
」
と
思
い
つ
つ
、
イ
ス
に

腰
掛
け
た
状
態
か
ら
左
右
の
足
を
意
識
し

な
が
ら
立
ち
上
が
っ
て
み
る
。
な
る
ほ
ど
、

左
足
に
重
心
が
か
か
っ
て
い
る
。初
め
て
気

づ
い
た
。
そ
の
理
由
は
と
も
か
く
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
は
日
常
、「
右
足
を
鍛
え
よ
う
」

と
心
に
誓
う
。メ
タ
ボ
検
診
な
ど
で
脂
肪
が

つ
き
す
ぎ
だ
と
指
摘
さ
れ
る
と
、な
に
か
暗

く
な
っ
て
し
ま
う
が
、「
筋
肉
を
も
っ
と
つ

け
よ
う
」と
思
う
と
気
持
ち
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
な
れ
る
。そ
う
思
っ
た
ら
ビ
ー
ル
が
よ
け

い
に
お
い
し
く
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
あ

る
。（
木
）

発　　　行　ＮＰＯ法人日本手技療法協会
発　行　人　佐藤吉隆
編　集　人　木俣真人
　　　　　　〒 111-0051　東京都台東区蔵前２-4-3　蔵前永谷ビル 7 Ｆ
　　　　　　TEL03-5296-9055　FAX03-5296-9056
企画・編集　株式会社東京医歯薬出版社

http//www.e-shugi.jp

編集後記

題
名　
Ｄ
ｒ
・
さ
と
う
の  

メ
デ
ィ
カ
ル
リ
ン
パ
ケ
ア

企
画　

佐
藤
青
児

制
作　
ｍ
ｕ
ｓ
ａ
ｎ
ｇ
ａ  

ｖ
ｉ
ｄ
ｅ
ｏ  

ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

定
価　

本
体  

二
〇
、〇
〇
〇
円
＋
税

読者アンケート&プレゼント

巻
末
の
応
募
は
が
き
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え

い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら

抽
選
で
10
名
様
に
左
記
の

本
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
セ
ッ
ト
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
!!

ぜ
ひ
ご
応
募
下
さ
い
。

● 1分で小顔になる !
耳たぶ回し美顔術（BOOK）
元々は歯科医である佐藤青児氏が､顎関節症の治療の
一環として考案した「耳たぶ回し」。絶大な美容効果
を発見し､誰でも出来る美顔術として､本書ではイラス
トや写真を使い､解りやすく説明している。

● Dr. さとうの
メディカルリンパケア（DVD）
自分でコントロールできる簡単なリンパマッサージ
と､鎖骨および大胸筋の運動で頭部抹消循環を改善。
歯科医･佐藤青児氏本人の解説による驚きのリンパ
静脈血流改善法とその理論。

書
名　
１
分
で
小
顔
に
な
る  

耳
た
ぶ
回
し
美
顔
術

監
修　

佐
藤
青
児

発
行　

梶
山
正
明
／
株
式
会
社
マ
キ
ノ
出
版

定
価　

本
体  

六
四
八
円
＋
税
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2
0
0
9
夏
号

平
成

21
年

７
月

25
日

発
行

（
季

刊
）

第
7

巻
第

３
号

通
巻

24
号

発
行
所
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
　

〒
1
1
1
-
0
0
5
1
　
東
京
都
台
東
区
蔵
前

2
-
4
-
3
　
蔵
前
永
谷
ビ
ル
７
Ｆ

定
価

1
0
0
0
円

万が一の施術事故
その対策は万全ですか？

一般社団法人日本治療協会は手技療法家および民間手技施術家の立場を保護し、手技業界の地位
向上および発展を目的とする団体です。本会は、会員に対する様々な福利厚生の１つとして賠償
責任保険を会員全員に提供しています。入会金は無料です。

　　お支払いできない主な場合

１．会員の故意によるもの。 
２．名誉毀損、秘密漏洩に起因する賠償責任。 
３．美容を唯一の目的とする行為に起因する賠償責任。 
４．施術の結果を保障することにより加重された賠償責任。  
５．スラスト法による頚椎に対する賠償責任。
６．無資格者が行った鍼灸行為によって生じた賠償責任。 
７．外科的手術、薬品の投与もしくはそれらの指示を行うことによって生
　　じた賠償責任など。 

　 お支払いできる主な内容

１.対人保障限度額は１億円（正会員Ａ、正会員Ｂ）です。 
２.１事故あたりの免責額は国家資格者１万円、民間資格者３万円です。
３.法律上負担した損害賠償金が保障の対象となります。
４.その他訴訟・仲介・和解の費用など、本会が認めた費用
が保障の対象となります。 
＊1（３＋４）－免責額＝支払金となります。 
＊2 他保険・他共済と重複して支払われる時は按分の支払
いとなります。

〒101-0041　東京都千代田区神田須田町1-8   TEL：03(5289)8171　FAX：03(5289)8173
受付時間：平日10:00～18:00

E-mail：info@jha-shugi.jp  URL：http://www.jha-shugi.jp
■詳しい資料を無料でご送付いたします。

ＪＨＡ一　　般
社団法人日本治療協会

会
員
種
別

手技療法家（国家資格者）対象

正会員Ａ 13,000円 1,300円

準 会 員 11,000円 1,100円

民間手技施術家（民間資格者）対象

正会員Ｂ 当会が認定する民間手技
施術を業として行う方 18,000円 1,800円

■会員種別、会費等のご案内 

会員種別 条　　件 会費(年払いの場合） 会費(月払いの場合）

賠償責任保険に関しては、本会が法人として損害保険会社と包括契約を締結しており、一般社団法人の社員であ

る本会会員すべてが保険対象となります。別途、保険料の負担は不要です。

*当会が認定する国家資格は柔道整復師・鍼師・灸師・あん摩マッサージ指圧師の4資格となります。
*入会金および保険料は無料です。会費以外の費用は掛かりません。
*学校・治療院における練習およびボランティア活動への参加時の手技は業とみなされません。

JHAが提供する主な福利厚生
　　・施術トラブル無料相談(アドバイス)
　　・手技療法に関する情報提供
　　・当会ホームページへの求人情報の無料掲載
　　・賠償責任保険の適用など

当会が認定する国家資格を
１つ以上有し、手技療法を
業として行う方
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